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　国に属さないがゆえに法がない、〝ゾリオル迷めい宮きゆう区く〟。

【大だい迷めい宮きゆう】一つと【中迷宮】四つに【小迷宮】七つを擁ようすることから、迷宮都市と呼ばれている。

　区く域いきは大きく分けて三つ。

【大迷宮】から一定区域を、見上げるほど高い壁で円形に囲った〝中ちゆう心しん街がい〟。

　そこを真ん中に、四つの【中迷宮】を四角く壁で内包した〝外がい殻かく部ぶ〟。

　一番外側にある、無む秩ちつ序じよな広がりの中に、七つの【小迷宮】を持つ〝雑ざつ踏とう区く〟。

　そんな、あばら屋ばかりの〝雑踏区〟中を、背負しよい子こを負って駆ける二人がいた。

　一人は、小こ鞄かばんと多数の武器を腰回りに並べ、灰色の胸鎧と手てつ甲こうを装備した、人間種の少年──テグス。

　もう一人は、同じ胸鎧に黒と灰色で色分けされた脛すね当あてをして、手に黒い棍こんを持つ、獣じゆう人じんの少女──ハウリナ。

　二人は軽快に細道を抜け、迷宮都市を貫く道──成功への大通りを歩き始める。

「ほら、あの壁の向こうが、次に挑む【中迷宮】がある〝外殻部〟だよ」

　テグスが指差す先には、長大な壁があった。

「おっきいです。スゴイです」

　少し遠くからでも分かる存在感に、ハウリナは口を半開きにしている。

　そのちょっと間抜けな姿に、テグスは笑みを漏らした。

　話しながら歩く二人はそのうち、〝雑踏区〟と〝外殻部〟を隔へだてる壁の前に到着する。

「これは、大昔に〝ゾリオル迷宮区〟が侵しん略りやくされそうになったときに、魔法使いが主導して作り上げたっていう話があるんだよ」

　テグスが話す逸いつ話わを聞くと、ハウリナは面白そうに、背より何倍も高い石壁を見回し始めた。

「オイ、そこのガキ二人。乳ちち繰くり合うなら他に行け。ここは関所だぞ」

　険けんのある声をかけたのは、粗そ暴ぼうな顔つきの、テグスより五歳は上の青年だった。

「僕らは【小迷宮】を全て攻略し終えてますので、〝外殻部〟に入っていいですか？」

　来た理由を言うと、じろじろと格好を見られた。

「ケッ、そうかよ。さっさと通れよな」

　青年は、鉄てつ証しように【小迷宮】を攻略した七つの印があるか確認しないまま、二人を通そうとする。

「そんな簡単に通しちゃっていいんですか？」

　返答はなく、行けと身振りをされた。

　指示に従って、関所から続く半円状の通路を進んでいく。

　そのときに、テグスはあることを思い出し、ハウリナの獣けもの耳みみに口を寄せる。

「この先は〝雑踏区〟とは全く違う街並みだから、きっと驚くよ」

「わふっ、楽しみです！」

　うきうきと尻尾しつぽを振って歩いていたが、〝外殻部〟に入った途端、ハウリナの動きが固まった。

「どうハウリナ、初めて〝外殻部〟を見た感想は」

「……良い匂においがするです。街、キレイです」

　あばら屋とゴミばかりから一転して、石や煉れん瓦が造りの建物が並ぶ。

　雰囲気もやや穏やかで、街に色彩が増えたような気さえする。

「果くだ物もの～、果物は要らんかね～。外の国からの輸入品で味は良いよ～」

「服の事ならうちの店にしておきな。新品から中古まで、選より取りみどり！」

　売り買いする人たちが、小こ綺ぎ麗れいな服を着ている点も違う。

　食べ物も種類と量が豊富で、貧しさとは無む縁えんのように見える。

「なあ。二本で銅どう貨か一枚なら、一本鉄てつ貨か五枚で売ってくれないか？」

「〝外殻部ここ〟じゃ、最低価格は銅貨一枚からって、商業連盟の規約で決まっているんだ。無茶言わないでくれ」

　買い物をしている探たん訪ぼう者しやの装備も、違っている。

　多くは金属製の武器と、革と金属を合わせた軽けい鎧よろいを身につけていた。

　そしてちらほら、全身金属鎧で大おお盾だてと槍やりを持つ人や、手甲と脛当てだけの人もいる。

　様々な違いが目に入るが──法がないという点では、〝雑踏区〟と変わらないようだ。

「おい、テメェ。誰の許しがあって、この場所で商売してやがる！」

　突然の怒ど声せいに、辺りが少し静かになる。

「だ、誰って、迷宮都市は自由なはず。なら、どこで商売しようと──」

「うるせえ、こっちはエラディケ商会だぞ！　慰い謝しや料りようとみかじめ料をよこせ!!」

　売り物の野菜を蹴けり飛ばし、武装した五人が老人を囲んで脅おどす。

　むっと眉まゆをひそめたハウリナが、助けに入ろうとするのを、腕を摑つかんで引き止めた。

「なんで止めるです!?」

「まあ、あれを見てよ」

　顔を向け直した先で、新たな男が脅していた人たちを殴り飛ばしていた。

「さっき、誰の許しとか言っていたな。ルインファル商会じゃ不足かな？」

　殴った男の後ろから、ぞろぞろと武装した人が現れる。

「チクショウ、ここはウチの縄なわ張ばりだって話がついたはずだ！」

「生あい憎にく、こっちは納得してないんだよ」

「商会間の協定破りやがって、殺してやる！　やっちまえ!!」

「抜いたからには、命かけんだな。お前ら、死し出での旅に送ってやれ!!」

　始まった斬きり合いに、脅されていた老人も短剣を手に参戦する。

　見ていた人たちの多くは、興味を失ったように視線を外し、商売に戻っていった。

　それでも戦いを見続ける人たちは、仲間内で即そつ興きようの賭かけをして遊んでいる。

「あんな風に、商会の争いごとは、〝外殻部〟ではよくあることなんだよ」

「あのお爺じいさん、なんです？」

「争う名目を作るための餌えさだね。ああして、商店が雇った馬鹿が引っかかるんだ」

　テグスは摑んだままの腕を引いて、喧けん騒そうを後にしようとする。

「見てても意味がないし、用を済ませに行こう」

「──！　そうだったです。【中迷宮】に、いくんだったです」

　仕草からすると、衝撃的な光景の連続で、ハウリナは目的を忘れかけていたらしい。

「それで、どっちにいくです？」

「仮かり証しようのときに行ったことがあるのは、【中一迷宮】と【中四迷宮】だけど。近いから【中一迷宮】かな」

　テグスは慣れた足取りで、大通りから脇わき道みちへ入った。







　街の中を進んでいくと、段々と騒がしさが薄まってきたことに気がつく。

「すこし、人がいなくなったです？」

「【中迷宮】はそれぞれに違いがあってね。【中一迷宮】はさほど稼かせげないから、区画内に人が少ないんだ。でも静かで良いところだよ」

　理由を聞いて、ハウリナはこてんと首を傾かしげた。

「クカク、ってなんです？」

「えーっと。〝外殻部〟ってあの高い壁に仕切られて、四角になっているでしょ。そしてこう、成功への大通りが直線で通っているよね」

　空中に指で四角を作り、真ん中に横線を一本入れる。

　ハウリナは、うんうんとうなずき返した。

「各【中迷宮】から、大通りと壁までの場所を区切って、区画って呼んでるんだ。【中一迷宮】に近かったら〝中ちゆう一いち区く〟、【中二迷宮】なら〝中ちゆう二に区く〟って感じにね」

「クカク、わかったです」

　ピンと耳を立てて誇ほこらしげにした。

　よしよしとなでながら進んでいくと、怪しげな雰囲気の建物が、ぽつぽつと現れる。

　扉は開いているのに、切れ目を入れた真っ黒な布で、出入り口が覆われているもの。

　中に入りきらないのか、周囲に謎なぞの石が転がっているもの。

　店なのか、怪しげな形の透明な筒つつだけ台にならべられたものもある。

「なにか、変な臭いがするです」

　テグスも空気を嗅かいでみると、花を燃やしたようなこげ臭くも甘い臭いがした。

「ここら辺は、錬れん金きん術じゆつ系のお店が多いから。そこから臭ってくるんじゃないかな」

「レンキンってなんです？」

「色んな物で、怪しげな薬とか、変なものを作っている。って感じかな」

　その説明に好奇心が刺激されたのか、尻尾を揺らして、興味深そうに周囲を見始める。

　ハウリナが満足するまで、少しゆっくりと道を進み、ある建物の前にきた。

「ここが、探訪者ギルドの【中一迷宮】支部だよ」

〝外殻部〟の建物は、〝雑踏区〟の建物より立派なものばかり。

　そんな中でも、支部は一回り大きくて重じゆう厚こう感かんがある、煉瓦造りの建物だった。

　威い圧あつを感じかねない外観だが、頼もしげでもある。

「テグス、テグス。早く、中に入りたいです！」

　尻尾を大きく振って興奮するハウリナの姿に苦笑いし、二人で中へ入る。しかし──

「……ほぼ、人がいないです？」

　支部の中は大きさもあって、ガランとしていた。

　机で区切られた向こう側に、暇ひまそうにしている職員が見える。

「【小迷宮】の支部みたいに、ずっとたくさんの探訪者がいるわけじゃないよ。〝外殻部〟ではたくさんの店があるから、遊びに行く人もいるし。行かない人は、ほら」

　指したのは、支部内に設もうけられた食堂のような場所。

　そこでは、数組の探訪者たちが酒を飲んでいる。

　これも、〝雑踏区〟にはなかった部分だ。

　説明していると、唐突に後ろから声をかけられた。

「そもそも【中一迷宮】は、常じよう駐ちゆうする探訪者の数も少ないわよ」

　振り向くと、陰いん気きそうに微笑ほほえむ職員──伸びた波打つ髪を持つ二十半ばの女性がいた。

「うふふっ。いらっしゃい、可か愛わいらしいお二人さん……なにか、ご用かしら？」

　少し驚いて警戒を見せるハウリナに対し、テグスは全く気にしていない。

「『青せい銅どう証しよう』を作りにきました。あと、【中迷宮】の説明もして欲しいですね」

「分かったわ。ああ、ちゃんと職員だから、不安がらないで」

「……テグス。この人、怖いです」

　最近では珍しいことに、ハウリナがテグスの後ろに隠れてしまった。

「うふふっ、お嬢じようちゃんも正直なのね。ああ、怒っているんじゃなくて、喜ばしいの」

「えっと、あの、青銅証と説明のことなんですけど」

「そうだったわね。なら、二人の鉄証を見せて？」

　二人が手渡すと、職員はじっと二つの鉄証を見てから、作業に取りかかった。

　黄赤い長方形の板を出し、鏨たがねを表面に打ちつけていく。

　作り馴なれているのか、瞬またたく間に二つ新しい証あかしが出来上がった。

「はい、青銅証。新しい革かわ紐ひもで、鉄証と一つにしておいたわ」

「ありがとうございます」

「……ありがとうです」

　すんなりと受け取るテグスに対し、ハウリナは警戒しながら手に取る。

　確認すると、真新しい黄赤い板の中央に、本の上に載った杖つえの意い匠しようが彫ほられていた。

「青銅証の説明だけど。模も様ようは、この支部で作ったって印しるしよ。【中迷宮】を攻略すると、青銅証それに印が刻まれるわ。数の違いはあっても、仕組みは鉄証と同じね」

　二人がうなずき返すのを待って、説明が続けられる。

「でも、【中迷宮】の《迷めい宮きゆう主ぬし》を倒すのは至し難なんなの。だから【大迷宮】への挑戦権を得る条件が二つ設けてあるのだけど。分かるかしら？」

　指されたテグスは、自身が仮証のときに受けた説明を思い出す。

「仮証では、十層到とう達たつが二つか、二十層到達一つだったよね。より難しくなるだろうから……二十層突とつ破ぱが二つか、攻こう略りやく一つが条件じゃないかな」

「攻略一つ──《迷宮主》を一種類倒すのは合っているわ。もう一つの条件は、全ての二十層を突破すること。つまり、二十層に出る《階かい層そう主ぬし》を四種全て倒すことよ」

　話を聞いてハウリナが手を挙げ、職員が手を差し出して発言を促うながす。

「【中迷宮】は、いくつ層があるです？」

「全て、三十層になっているわ」

「なら、二十を四つより、三十を一つが簡単です」

　どうだと胸を張る姿に、テグスと職員は苦笑いをするしかなかった。

「逆よ。二十層を四つのほうが条件は緩ゆるいのよ。あまりにも三十層を突破できない人が多くて、仕方なく設けられたと聞いてるからね」

　指摘を受けて、ハウリナは獣耳と尻尾をしゅんと下げてしまう。

　気を持ち直させるため、テグスは獣耳をもんでやりながら、職員に続きを求めた。

「二つの条件で、得られる印が違うから、偽いつわることはできないわ。《迷宮主》を倒したら赤い魔ま石せきを持ってくるのは同じで、二十層の《階層主》では素材を持ってきて」

　言い忘れがないかを考えた素振りの後で、職員はぽんと手を叩たたいた。

「あとは、青銅証からの新機能かしら。裏側を見てみて」

　立ち直ったハウリナと一緒に裏面を見る。

　それぞれの生年月日以外に、薄いインクで書かれたような文字があった。

「古代文字で『なし』って、書かれてますね」

「探訪者ギルドに預けた、金額と品物を表しているわ。作ったばかりだから、ゼロね」

　鉄証と仮証のときには、そんな仕組みはなかったはずだと驚いた。

「えッ!?　ギルドに物を預けられるんですか!?」

「優秀な探訪者に、より良い環境を提供するのも、ギルドの仕事の一いつ環かんだからよ」

　理由を聞いて納得すると同時に、問題がありそうにも思えてくる。

「これ。こすったら、消えそうです」

　ハウリナの疑問を受けて、職員は大丈夫だとうなずく。

「昔の〝中一区〟の技術者が生み出した、変色書き込み式だから、そうそう消えることはないわ」

「じゃあ、他の探訪者の青銅証を持ってきたら、引き出せたりできますか？」

「ある程度預けてくれる人は、似顔絵が回かい状じようできて、こっちが覚えるから無理ね。小額のなら成りすませられるけれど、あんまり意味はないと思うわよ」

　人から奪った青銅証は、原げん則そく使えないようだ。

　予防策があると安心するテグスに、職員は再度陰気な笑みを向ける。

「ちなみに、失くしたら再発行はするけれど。印は取り直し、どれだけ預けていても、引き出しは硬こう貨か一枚たりともしないわ。気をつけることね」

「それって、紛ふん失しつしたらギルドは丸まる儲もうけ、ってことじゃ」

「あら、青銅証の発行手数料を取らないんだから、そのぐらいありでしょう？」

　持っているものを預けるかどうか、テグスは少し考えた。

「今回は預けません。そうだ、銅貨に両りよう替がえしてもらっていいですか？」

　防具を買ったときに、残していた鉄てつ貨かを手渡す。

「結構あるようだけど、銅貨にしたら十枚もないってところかしら」

　職員は全ての枚数を数えてから、それに見合った銅貨に両替してくれた。

　八枚の銅貨とおつりの鉄貨を受け取ると、会話が途切れてしまった。

　どうやら、青銅証と【中迷宮】の説明は終わっていたらしい。

「色々と教えてくれて、ありがとうございました──あっと、この支部でも、魔法や魔術の本を貸し出してはくれるんですか？」

　そう尋ねると、少し驚かれた。

「しているわ。でも、魔術はともかく、魔法を使えるの？」

「五ご則そく魔法はそれなりに。他は少し無理そうです」

「身体強化の魔術、使えるです」

　便びん乗じようして、ハウリナが耳と尻尾を立て、胸を張って主張した。

　微笑ましい姿に口の片側を上げた職員は、続けてテグスをなめ回すように見る。

「ふーん、そうなの。声をかけてくれれば、建物内での使用限定で本を貸し出すわ」

「この中ってことなら、あっちの食堂でもいいですか？」

「汚さないようにすればいいわ」

　聞きたいことは聞き終えた。

　テグスたちは会え釈しやくをして、支部を後にしようとする。

「宿の当てがないなら、正面の通りを左へ、建物を十軒ぐらい進んだところに『憩いこいの紙し鳥ちよう亭てい』っていうのがあるわ。お勧すすめよ」

　去り際に独特の笑みと共に教えられた情報に、もう一度頭を下げてから、外へ出た。

「どうするです？」

「わざわざ教えてくれたんだし、行くだけ行ってみよう」

　言葉を交わしながら、二人は教えてもらった宿に足を向けたのだった。























　紹介された宿は、部屋の中にベッドが一つあるだけの、簡素な造りだった。

　でも、部屋貸しの素泊まりで銅どう貨か三枚という安さ。

　扉に鍵かぎもついて安全性が高かったので、銅貨が不足気味の二人は即決で一泊した。

　そして、翌日の朝早くに、〝中ちゆう一いち区く〟のギルド支部へ足を運ぶ。

「あら、昨日の可愛いお二人さん。早いわね」

　対応してくれたのは、昨日と同じ陰いん気きそうな女性職員だった。

「おはようです」

「おはようございます。あっ、えーっと……」

「名前言ってなかったわね。ルーディムよ。それでなんのご用かしら」

「朝食をとりがてら、魔法と魔術の本を見たいんですが」

「そうなの。じゃあこれを渡すわね」

　どさっと付近の机に乗せられたのは、テグスの拳こぶしよりも分厚い本が三冊。

「……これ全部魔法の本ですか？」

「こっちが五ご則そく魔法の本。残りの二冊は魔術の本で、呪じゆ文もんと名前だけ網もう羅らしてあるやつと、厳げん選せんした魔術と使用法が載っているやつよ」

〝雑ざつ踏とう区く〟の支部にあったものとは違い、一冊一冊に箔はく押おしがされていて高級そうだ。

「昨日も言ったけど、食べこぼして汚さないようにね」

「ありがとうございます」

　テグスが代表して三冊受け取り、食堂へ移動して席に着くと、店員を呼び止めた。

「できるだけ安くて、お勧すすめはありますか？」

「銅貨一枚で、パンとスープだけの定食がありますよ」

「なら、その定食を二つと、銅貨三枚分の料理を追加で、お願いします」

　テグスが持っている銅貨を店員に全て渡すと、ハウリナが顔を寄せてくる。

「銅貨。全部使って、いいんです？」

「【中ちゆう迷めい宮きゆう】に行けば、集めた素材で銅貨は集められるからね。いざとなったら、残している魔石もあるし。食い詰めたら、物価が安い〝雑踏区〟に戻ればいいしね」

　店員が離れてから、厳選されているほうの魔術の本を手に取り、残りは机に置く。

「獣じゆう人じんにお勧めの項目に、『見けん識しき強きよう化か』『削そぎ爪づめ』『頑がん牙が』っていうのがあるよ」

「どんなのです？」

「五感をより強くする。爪に鋭えい刃じんの魔術と同じ効果を与える。牙きばが強くなる。だね」

「う～～。棍こんが強くなるの、ないです？」

　武器種別の頁を何枚か捲めくり、見つけた『震しん撃げき』の魔術を指差す。

「これなら打撃武器で殴ったときに、衝撃を強くできるよ」

「！　それ、覚えたいです！」

「じゃあ、呪文の読み方を書いておくね」

　背負しよい子こから紙と羽ペンを取り出し、古代語の読み方と使うコツを本から書き写す。

「わふっ。覚えて強くなるです！」

「はーい、注文の料理ですよー」

「でもその前に、ご飯です！」

　紙と棍を握っての意気込みから一転し、ハウリナは置かれた料理に目が釘くぎづけになる。

　内容は、パンと野菜入りスープ、そして芋いもと肉の炒いため合わせ。

　食事を始めたハウリナに倣ならい、テグスも食事をしつつ、五則魔法の本を読んでいく。

　合間に、目星をつけた五則魔法の呪文を、紙に書き写した。

　すると、一足先に食べ終えたハウリナが、紙と黒棍を持って難しい顔をしていることに気がつく。

「ほら。魔術はゆっくり覚えていけばいいから、そんな眉にしわをよせないの」

　ハウリナの眉み間けんに指を置いて揉もむと、気持ちよかったのか眉と獣耳の力が抜けていく。

「あの～。そろそろ混こんでくるので、食事が終わったなら退どいて頂けると……」

　そんな店員の注意に、テグスたちは本を持って席を立ち、ルーディムのほうへ向かう。

「これ、有あり難がとうございました」

「ありがとうございますです！」

「どういたしまして。有ゆう意い義ぎな魔術や魔法が見つかったかしら？」

「いくつか見つけました──あ、そうだ。あと【中一迷宮】の情報を聞かせて欲しいんですけど」

「あら、仮かり証しようのときに来ていたとか言っていたのに、別の迷宮が主おもだったの？」

「ここもきてましたけど、【中四迷宮】へより多く行ってました。それに、ハウリナは【中迷宮】自体が初めてですから」

「教えてほしいです」

　ハウリナがぺこりと頭を下げる姿を見て、陰気な微笑みを浮かべたルーディムは、一冊の本を出してきた。

「そういうことなら構わないわよ。うふふっ、こう見えて教えたがりなの」

　開いた本の中には、【中一迷宮】の情報が細かく記しるされている。

「【中迷宮】は、それぞれ別の神様が造り上げたもの、だと言われているわ。【中一迷宮】を造った神は、錬れん金きん術じゆつと魔法を司つかさどる《深しん考こう探たん求きゆうの神ジュケリアス》よ」

　本の挿さし絵えに、杖と本を持って目を閉じる、司書姿の神が描えがかれている。

　テグスは、青せい銅どう証しように刻まれた本と杖の意い匠しようは、この神の象徴なのだと理解した。

「【中一迷宮】は石の回かい廊ろうになっていて、ところどころに何かが入った木箱があるわ。神様からのご褒ほう美びっていわれていて、単純に宝箱なんて呼ぶ人もいるわ」

　宝という素敵な響きを聞いた途端に、ハウリナは目を輝かせる。

「その宝箱の中身は、透明な筒つつに謎なぞの液体が入ったものが多いわ」

「ええー。そんなの、いらないです……」

　しかし、期待と違っていたのか、立っていた尻尾が一気に垂れ下がった。

「でも、下の層にいくと、凄すごい物が入っていることもあるのよ」

「スゴイもの……それは楽しみです！」

　元気と尻尾の立ち具合が復活した姿に、ルーディムは微笑みながら説明を続ける。

「魔物は、迷宮都市固有の種と外の場所でも出る普ふ遍へん種しゆが、半々に現れるわ。呼び名に特色があるの。普遍種は『ジェリム』のように共通語で呼ぶの。逆に固有種は《露ろ骨こつ犬けん》といった、ちょっと変わった響きの名前を使っているわ」

　そう本の挿絵を指差しながら、二種類の魔物の違いについて教えてくれた。

「そして最下層の三十層に《迷めい宮きゆう主ぬし》が、十層と二十層にも《階かい層そう主ぬし》という手強い魔物が出るわ」

　そして、二十層までの全ての魔物を、挿絵と共に順々に教えてもらった。

「二人だけで【小迷宮】を攻略したのなら、十層の《階層主》と戦っても勝てると思うわ。でも、そこから先は慎しん重ちように進みなさいね」

　ルーディムは、ぱたんと本を閉じて、説明が終わったことを知らせてくれる。

「ありがうございました。早速、行ってみますね」

　忠ちゆう告こくを受け取り、早速二人は【中一迷宮】へ足を向けた。







　街の一角にある開けた場所に、石造りで立りつ方ぽう体たいの建物が存在している。

　さらに、開かれた緻ち密みつな彫り物がされた石の大扉の先に、下へ延びる階段がある。

　これが【中一迷宮】の出入り口だった。

　テグスとハウリナが階段を下りきると、石の回廊のような通路が目に入る。

　天井の角に左右交互に配置された光球があり、中は昼のように明るい。

　テグスは見慣れているが、【小迷宮】とは違う光景に、ハウリナは緊張した面おも持もちだ。

「テグスは、前にきて、知ってるです？」

「十層までは知っているよ。四層までは簡単な魔物ばかりだね」

　出てくるのは、四種類。

　迷宮都市の固有種は、顔大の濡ぬれた泥どろ団だん子ごである《湿しつ泥でい玉だま》と、骨だけなのに動いている《露骨犬》の二種。

　他所にも出る普遍種は、《小迷宮》でも見たジェリムに、加えて──

「あれが『ハバド』っていう、草が子犬の形になった魔物だよ」

　ハウリナが試しに黒棍を振るうと、一撃でバラバラに散ってしまった。

「弱っちいです──くんくん。これ香こう草そうです？」

「色んな種類の草が集まっているんだ。中には料理に使えるのもあるんだよ」

　その草を収集すると、緊張が解ほぐれた様子のハウリナが、唐突に通路の先へ走り始めた。

「どうしたの!?」

「宝箱、発見です！」

　一層で見つけるのは運が良いと思ったテグスも、小走りにハウリナの後を追った。

「なにが入っているか、です！」

　木箱の蓋ふたを開けると、軟なん木ぼくで栓せんがされた、透明な筒が一本だけ入っていた。

　がっかりするハウリナの頭を、ぽんぽんと軽く叩くように、テグスは手を乗せる。

「言われてたでしょ、浅い層では大した物が入ってないって」

「うぅー……せめて、これの中身、知りたいです」

　筒の中には、透明な液体が入っているが、内容はどこにも書いていない。

「普通は調べないけど。ハウリナの初宝箱だから特別だよ──ワレ、願う。この筒の真なる名称と、その役割を知ることを」

　テグスは背負子の隠し箱から、濁にごった鑑かん定てい水すい晶しようを取り出し、この筒に使用した。

　出てきた結果はというと──。




『銘めい：水入■■■筒　効：なし』




「どうやら、単なる水が入った筒みたいだね」

「がっくしです……」

「いやほら、喉のどが渇いたら飲めるしね」

「飲料水の魔術、テグスが使えるです……」

　なぐさめるつもりが、ハウリナをさらに落ち込ませることになる。

　この事態に、謝罪を込めて頭をなでることしか、テグスは思いつかなかった。







　五層に入ると、二つある拳大の石の上に、顔大の石を乗せたようなものがあった。

「あれも、魔物です？」

「外の国だと、鉱こう山ざんに出るっていう『バレス』だね。初めて【中一迷宮】に来たとき、これに苦戦したっけ」

　懐なつかしがって近寄ると、バレスが跳びかかってきた。

　テグスが素早く横に避けると、バレスは着地してから再び跳びかかってくる。

「強い衝撃を与えれば倒せるって分かっていたのに、上手く倒せなくてね」

　話しながら何度かかわした後で、テグスはわざと通路の壁を背にした。

　そして、バレスが勢い良く跳んできたところを、当たる寸前で避けて壁に激突させる。

　重々しい音を立てた後で、バレスは地面へ自然落下すると、動かなくなった。

「こんな感じに、自じ滅めつを待つ戦い方をしていたんだよね」

　つま先で蹴り転がすと、バレスの大きなほうの石に、深い亀き裂れつが生まれていた。

「いまはどう倒すです？」

「避けながら、短剣の柄つか尻じりを叩きつけるね。ハウリナは黒棍で叩けば倒せると思うよ」

「ふんふん、なるほどです」

「それで、この石は建材として使われるんだけど、重たいから大抵は魔石にしちゃうね。ワレ、もうこれに得るモノ無し。疾とく御み許もとにお返しする」

　魔石化の祝詞のりとを上げると、バレスが端から解けるように消えていく。

　残ったのは、ほんの小さな灰色の魔石だった。

「でも、この大きさだと、銅貨一枚にもならないんだよね」

「山を崩すのは最初の一かき、です」

　いいことを言ったという表情を見て、獣人のことわざらしいと理解する。

「そうだね、いっぱい集めれば大金になるよね」

「魔石、たくさん集めて、お腹なかいっぱい食べるで──ひぅ!?」

　ハウリナが唐突に顔をしかめ、鼻を押さえてしゃがみ込んでしまった。

「えっ、どうしたのハウリナ？」

「く、臭いのがいるです。通路のむこうです」

　涙目で訴えるので、テグスも周囲を嗅かいでみる。

　言われてみれば、と感じる程度に、糞ふん尿にようや腐りかけの残ざん飯ぱんに近い異臭がしていた。

　人間の何倍も鼻が良い獣人には、酷ひどい悪臭に感じることだろう。

「そうだ。五層から『トウフソ』っていう、墓ぼ地ちに出る鼠ねずみの魔物が現れるんだった」

　角から、腐ふ乱らんした一抱えはある鼠の魔物が、腐ふ汁じゆうを滴したたらせて出てきた。

　四し肢しの筋肉も腐っているらしく、這はいずるように近づいてくる。

「ううぅ、臭いです～」

　臭いに、ハウリナはすっかり尻込みしている。

　テグスは鈍なまくらな短剣を投とう擲てきして、早々にトウフソを真っ二つにした。

「ワレもうこれに得るモノ無し疾く御許にお返しする、です！」

　すぐにハウリナが臭いに我慢しきれなかった様子で、祝詞を一息で唱える。

　すると、トウフソに刺さっていた短剣ごと、魔石になってしまった。

「ハーウーリーナー……」

「……だって、臭かったです」

　そのしょんぼりする姿を見て、テグスは怒りを抑えた。

「……次からは、もう少し我慢してね」

「うぅ、やってみるです」

　短剣ごと魔石に変えたので、少しだけ大きく出現したそれを回収して先へ進む。

　下の層へ向かって歩き続けていると、何組かの探たん訪ぼう者しやたちとすれ違う。

　その全てがテグスたちよりも年上で、人数も六人以上が殆ほとんどだった。

「さっさと殴って殺すんだ！」

「くそっ、こんなの相手にしないように、別の迷宮に行きたいな！」

　見た限りでは、魔物を囲んで攻撃するという、単純な戦い方をしているようだった。

　そのせいで、トウフソの腐肉がついている人も多くいる。

　彼ら彼女らは慣れきっている様子だが、すれ違うたびにハウリナは嫌そうな顔をする。

　そんな悪い気分を晴らしたいらしく、新たな魔物──《玩がん木き兵へい》という、素朴な見た目の動く木の人形を、黒棍で叩き壊していく。

「あおおおおおおおおおおん！」

「破は片へんにしても、魔石化には影響がないからいいけど。もぐもぐ」

　テグスはハウリナの戦う姿を見ながら、忍び寄ってきた魔物──蛇へびに似た体から粘ねん液えきを出す《擬ぎ蛇じや触しよく手しゆ》を倒し、生で食べていた。

　骨はなく、しゃきしゃきとした食感で、粘液によってつるりと喉の奥に入っていく。

「肉じゃないけど、美お味いしいです」

《玩木兵》を倒し終えたハウリナも、《擬蛇触手》を味わう。

「この粘液を集めれば売れるんだけど。今日は容器を買うお金がなかったからね」

「ねばねばの液、集めて何するです？」

「女性の若さを保つ液体を、錬金術で作るんだそうだよ」

　ぺたぺたと自分の体を触ってから、ハウリナは首を捻ひねる。

　テグスは気にしないようにとなでると、下の層へ進むのだった。







　二人は快調に、魔物を倒して魔石を得たり、仮証の子供を助けたり、宝箱を開けたりしていく。

　すると、いつの間にか【中一迷宮】の十層にやってきてしまっていた。

「きちゃったです」

「この〝門もん番ばんの間ま〟に出る《造ぞう土ど擬ぎ人じん》は、資料では見たけど、初めてなんだよね」

「テグス、前に十層にきたって言ったです？」

「仮証のときは来ただけで印がもらえたから、〝門番の間〟には入らなかったんだ」

　二人はどうしようかと、顔を見合わせる。

「ルーディムさんの話だと、僕らなら倒せるそうだし。挑んでみようか？」

「ここまできたら、ついでに倒してしまうです！」

　しかし、このまま挑むような、無茶な真似はしない。

　十層まで歩いてきて失った体力を回復させ、初めて戦う魔物への準備をしていく。

「《造土擬人》は、土でできた人型の魔物、って書いてあったから……」

　隠し箱に入れていた予備の短剣を箱はこ鞘さやに補ほ充じゆうし、前まえ鞄かばんから糸をつけた石も出す。

「んっ、ふっ──よっ、ほっ──」

　ハウリナは脛すね当あての調整をしてから柔じゆう軟なんを行い、黒棍の取り回しの確認をする。

　準備が整ったのを互いに見せ合ってから、一緒に〝門番の間〟──石造りで高い天てん井じようの、薄暗い四角い広間に入った。

　背負子を地面に置くと、地面から迫せり出した四角い石が組み上がり、入り口を塞ふさぐ。

　そして、四本ある石柱の燭しよく台だいに火が灯ともった。

　広間全体が照らされて見えるようになると、中央部に五つ目の火が立ち上がる。

　二人は熱気と明るさに顔を背そむけてしまう。

　恐る恐る顔を戻すと、火の代わりに人間らしきものが立っていた。

「あれが《造土擬人》です？」

　全ぜん裸らで小柄な体たい軀くに、日に焼け焦がしたような茶色の肌。

　剃そったように禿はげ上がった頭と、整った配置の無表情の顔。

　少年のような背丈だが、引き締まった形の上半身を持っている。

　人の見た目と大きく違うのは、下半身がこねた泥どろ粘ねん土どのような塊かたまりになっている点だ。

「本の説明では、《深しん考こう探たん求きゆうの神ジュケリアス》が人を模もして造った魔物、だってさ」

　下半身以外は人と同じに見えたが、よく観察すると、顔には眉と耳がなく、胸には乳首が存在しないことが分かった。

「ハウリナ、来るよ！」

「わふっ、やっつけるです！」

《造土擬人》は、酔っ払いのように上半身をふらつかせ、下半身の土の塊を蠢うごめかす。

　そして、ゆっくりと近づいてくる。

「先手を取るよ！」

　嫌な予感を感じて、テグスは糸をつけた石を、回転させながら投げつける。

《造土擬人》の上半身に糸が巻きつき、動きが止まった。

　テグスは斑はん紋もん鉈なた剣けんを抜くと、突撃して一気に戦いの決着をつけようとする。

　ハウリナも黒棍を振り上げて、痛つう打だを見舞おうと走る。

　だが、テグスは見てしまった。

《造土擬人》の動きを邪魔しているはずの糸と石が、体に埋まい没ぼつしていく瞬間を。

「──！　横に跳んで避けて！」

　突然の言葉に反応して、テグスに合わせてハウリナも跳び退のく。

　少し間を置いて、先ほどまでいた空間に石が飛んできて、通り過ぎた。

　しかし、結びついている糸が伸びきり、反動で石が《造土擬人》へ戻っていく。

「人に似た魔物は、武器を使わせると手て強ごわくなる、って知ってはいたけど。糸の拘こう束そくが効かないなんて思ってなかった、よッ！」

《造土擬人》が再び投げた石を避け、テグスは斑紋鉈剣を振るって、伸びる糸を斬る。

　石はそのまま飛び続け、やがて地面へと落ちた。

　その間に、ハウリナが接近して、黒棍で殴りつけにいく。

「あおおおおおおおおおん！」

　だが、人と同じ外見の腕で防がれてしまった。

「腕が、へこんだです!?」

　粘土に棒を押しつけたような形に、ひしゃげている。

　だが、ゆっくりと元の形に戻ろうとしている上に、黒棍の表面にも土が這っていく。

「とやッ──!?」

　ハウリナは《造土擬人》の胸元を蹴り、跳び下がろうとする。

　しかし、復元した腕から伸びた土が、黒棍に覆いかぶさる方が速かった。

　ハウリナは引き止められるように着地し、捕まえられた武器を手放すか迷いを見せる。

　その判断の遅さを突いて、《造土擬人》の反対の腕が大きく振り上がった。

「［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］！」

　テグスは鋭刃の魔術を斑紋鉈剣にかけ、黒棍が埋まる腕を《造土擬人》から斬り離す。

　そしてハウリナは、崩れて土になろうとする腕を、黒棍から蹴りはがした。

　しかし、《造土擬人》は意に介さず、上げてあった腕で殴りかかってくる。

　テグスは嫌な予感に跳び退き、狙ねらいを失った拳は石の地面に突き刺さった。

《造土擬人》の腕はひしゃげたが、殴った場所にヒビ割れができている。

　その石を割るほどの馬鹿力に驚き、テグスとハウリナは一度退き、戦法を練り直す。

「全身が特別な土でできているからか、負った傷も回復するようだね」

　土の体が蠢いて、斬られた断面が盛り上がり、ひしゃげた腕も元に戻り始める。

　さらに、腕の残ざん骸がいである土を、土つち塊くれの下半身が吸収していく。

　回復していく姿を警戒して、二人は武器を《造土擬人》に向け直した。

「さて、どうしようか。ハウリナの黒棍とは、相性が悪そうだけど」

「むぅ……そうです、震撃の魔術使うです」

「あれ。その魔術は、まだ使えないんじゃなかった？」

「なんでもお試しするの、大事です」

　ハウリナは方ほう針しんを決めたようなので、テグスも自分はどうするかを考える。

　そのとき、ふと斑紋鉈剣に土の欠片かけらがついていることに気がついた。

　指で集めて、押し潰つぶして確認してみる。

　粒子が大きく、しっとりとした感かん触しよくが指に残った。

「粘土っていうより、水分のある土だ。なら水で流せなさそうだし、体から斬り離した部分を遠くに投げ捨てる感じがいいかな」

　独り言を喋しやべりつつ考えをまとめると、目をハウリナに向ける。

　見つめてうなずき合うと、《造土擬人》へ警戒しながら近づいていく。

　武器が届きそうな距離に差し掛かったところで、先に腕を振り回して攻撃してきた。

「!?　──たああああああぁぁぁ！」

　間かん一いつ髪ぱつで避け、テグスはお返しに、胴どう体たいを袈け裟さ斬りにする。

　しかし、威い力りよくが足りなかったらしく、両断はできなかった。

「［衝撃よ、打ち砕けフラーポ・フラカシタ］！」

　横へ回り込んでいたハウリナが、学んだばかりの呪文を唱えながら、打ちかかる。

　肩口に命中したが、震撃の魔術は失敗していたようで、へこますだけで終わった。

「［衝撃よ、打ち砕けフラーポ・フラカシタ］。［衝撃よ、打ち砕けフラーポ・フラカシタ］！」

　失敗は気にしないとばかりに、同じ呪文を何度も唱えながら、攻撃を続けていく。

　しかし、どれだけ唱えても、成功したようには見えなかった。

「［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］！」

　ハウリナが注意を引いてくれている間に、テグスは魔術をかけ直し、再び片かた腕うでを斬り落とした。

「それ、あっちに蹴り飛ばして！」

「わふっ！」

　曖あい昧まいな指示でも、ハウリナは攻撃しながら、斬り離した腕を蹴り飛ばす。

　空中を飛ぶ腕は、やがて形を失って土塊になって、地面に撒まかれた。

「どんどん、斬って、飛ばしていくよ！」

「テグス、斬るです。そして、飛ばすです！」

　意気込むが、事はそう単純ではなかった。

《造土擬人》の断面が、再び盛り上がり始めたのだ。

　再生が終わる前にと、斑紋鉈剣で体に切れ目を入れ、黒棍で弾き飛ばしていく。

《造土擬人》もやられてばかりではなく、無事な部分で攻撃を続ける。

　お互いに、苛か烈れつで目まぐるしい攻防が続く。

　そんな中で、テグスは連続攻撃で乱れかける息を吐きながら、違い和わ感かんを覚えた。

《造土擬人》は少しずつ体が欠け、弱っているはず。

　なのに、逆に動きが段々と洗せん練れんされているように見えるのだ。

　理由を考えていて、はたと気がついた。

　出現したときは上半身を揺らしていたのに、今は少しも揺れていないことに。

「──くっ!?」

　加えて、無事な腕での攻撃──その鋭さが上がっていっていることにも。

「止められたです!?」

　ハウリナの黒棍を、なんなく手で摑んだのを見て、確信する。

「この魔物。時間経過で強くなってる！」

　こうなると時間をかけてはいられない。

　実力で敵わなくなる前に、倒さなくてはいけないからだ。

「こうなったら……ハウリナ離れて！」

「わかったです！」

　大きく後ろに跳びながら、テグスは後ろ腰から一振りの短剣を抜き放つ。

　露あらわになった薄青色の剣身が、普通の短剣ではないと語っている。

　それもそのはず。

　この短剣の銘は補ほ短たん練れん剣けん。神の祝福を内包する神しん剣けんなのだから。

「［我が魔力を火口に注ぎヴエルス・ミア・エン・フラミング、呼び起こすは火閃の炎ミ・ボキス・リニオ・フラモ］！」

　火か閃せんの五則魔法が発動し、《造土擬人》に向けられた切っ先に、渦巻く火が現れた。

　やがて、番つがえた矢が放たれる勢いで、炎は一直線に《造土擬人》へ殺さつ到とうする。

　下半身の動きが鈍いからか、逃げることができずに、《造土擬人》は飲み込まれた。

　しかしほっとするのも束の間、《造土擬人》は放射される炎の中を逆行して近づいてくる。

　テグスは驚きよう愕がくに目を見開きながらも、さらに魔力を込めて炎の強さを上げた。

　その放ほう射しや熱ねつで、少し離れた位置にいるハウリナの顔に汗が浮かぶ。

　だが、《造土擬人》の近づく速度は変わらない。

　もう二歩分の距離まで近づかれ、このまま五則魔法を続けるか、別の攻撃に移るかを迷う。

　だが、テグスが決断を下す一瞬前に、唐突に炎の中で《造土擬人》が崩れ始めた。

　まずは、指先。次に、肘ひじを過ぎて肩までが崩れ落ちる。

　やがて、腹から腰に一直線のヒビが入ると、全身が一気に崩れ去った。

　その唐突な幕切れに、テグスだけでなくハウリナも納得しがたい表情を浮かべた。

　戦いが終わったことで、緊張感が一気に緩ゆるむ。

　安心したことと、魔力を一気に消しよう費ひしたことが合わさり、テグスがふらついた。

「うっわ……少し、めまいがする……」

　青い顔色で荒い息を吐いて座り込みながら、思わず愚ぐ痴ちを口にする。

「テグス。だいじょーぶです？」

　心配そうに体を寄せてくるハウリナに、力ない笑みを返す。

「大丈夫だよ。魔力を一気に多く使った反動だろうし」

　その声を聞いたハウリナは、置いていた背負子まで走っていく。

　そして、水の入った水筒を取り出して戻ってくると、テグスの口に押しつける。

「んぐっんぐっ。ぷはぁ～……ありがとう。だいぶ楽になったよ」

「それならよかったです。んぐんぐっ、ぷあぁー」

　ハウリナも喉が渇いていたのか、残っていた水を飲み干してしまった。

　一息ついて、少しずつ体調が戻っていくのを感じながらも、テグスは立ち上がる気にはなれなかった。

　五則魔法があまり通じていなかったのが、衝撃的だったからだ。

「テグス、これどうするです？」

　隣に座ったハウリナが、小首を傾げ、尻尾を揺らしながら聞いてきた。

「体は錬金術の素材、目は安い宝石らしいけど。魔法で燃やしちゃったから、あまり良い値はつかないと──」

「そうじゃないです、先にいくか、戻るかです」

　むっとするハウリナの言葉を聞いて、頭があまり動いていないようだと反省する。

「魔石化して回収したら、地上に戻ろう。稼ぎが少ないのは残念だけどね」

　テグスは重い腰を上げ、焦げた土の塊を魔石化した。

　指の第二関節までほどの魔石を拾い、背負子を持って〝門番の間〟の出口へ向かう。

　すると、小さな部屋にある一体の石像が出迎えてくれた。

「これは、神像です？」

　自信がなさそうな言い方は、石像の見た目が本の挿絵とは少し違うからだろう。

　左右の手に杖と本を持ち、頭ず巾きんつきの法服を着た男性の像。

　ただし、後ろへなでつけた短い髪とつり目から、神経質そうな印象を受ける。

「ここにあるんだし。間違いなく《深考探求の神ジュケリアス》の像だろうね」

　ハウリナは、まだ疑問が残っている様子で、神像を見ている。

「この杖か本、交換するです？」

「ルーディムさんは、なにも言ってなかったし。無理なんじゃないかな？」

　試しに杖に手をかけてみるが、しっかりと神像に固定されていて外れない。

「【小迷宮】とは違って、交換はできないみたいだね。その代わりに宝箱なのかもね」

「なら、拭ふいてキレイにするです！」

「見た目が気難しそうだから、丁てい寧ねいに拭いていこうか」

　やる気をみなぎらせるハウリナに続いて、テグスも神像を磨いていく。

「震撃の魔術、使いたいです。魔術、上手くなりたいです……」

　錬金術と魔法を司る神の像だからか、お願いを呟つぶやきながら磨いている。

　魔術は別の神様の担当ではと思ったが、テグスは指摘しないでおいた。

【小迷宮】の《技能の神ティニクス》の像に比べると、断然綺麗な状態だったので、すぐに拭き終わってしまう。

「ふぅ、キレイになったです」

　満足そうなハウリナの頭を、褒ほめるようになでてやる。

　それから二人は荷物を持つと、手を繋つないで神像の前に立つ。

「ワレ、この場から地上への帰き還かんを望む者なり」

　祝詞を唱え、二人の周囲に光が満ちる。

　やがて光が消えると、目の前には神像の代わりに、上へと続く階段が現れた。

「さて、【中一迷宮】で得た小さい魔石を買い取ってもらいにいこうか」

「うん。それと、お腹が減ったです！」

「それならどこかに食べにいこうか。〝雑踏区〟より美味しいから、楽しみにしてよ」

「わふっ、串くし焼やきが食べたいです！」

　こうしてテグスにとっては久々の、ハウリナにとっては初めての【中迷宮】攻略は、無事に幕を閉じたのだった。







〝中一区〟のギルド支部に到着すると、集めた魔石とハバドの草、液体が入った透明な筒を二本、買い取ってもらう。

　筒の買い取り額がいま高いらしく、合計で銅貨二十枚にもなった。

　それをハウリナと二等分にしていると、ルーディムに声をかけられた。

「うふふっ。《造土擬人》と戦った具合は、どうだったかしら？」

「それはもう、苦戦した上に素材も駄目にしちゃって、踏んだり蹴ったりでしたよ」

「なら十一層以下には、まだ行かないほうがいいわね。ゆっくりと実力をつけなさい」

「でも、九層まで簡単だったです。戦っても、実力つかないです」

　ハウリナの言ったことが、一瞬分からない様子のルーディムだったが、少ししてから納得顔になった。

「そういえば、二人だけで組んでいるのよね。それなら、それもそうよね」

　要よう領りようを得ないので、テグスとハウリナは首を傾げる。

「いいかしら。大抵の探訪者は六人一組で行動して、最初は全員で一匹の魔物を倒すの。そして最終的に魔物と一対一で勝てるように、実力をつけていくのよ」

　他の人の戦い方を理解したテグスとハウリナだが、直すぐに疑問が浮かぶ。

「九層までの魔物なら、僕らは一人で倒せますけど」

「一人で勝てないの、十層までで、《造土擬人》だけです」

「……《階層主》を一対一で倒そうって人は、普通はいないのだけど？」

　言外に、無む謀ぼうな真似は止やめろと忠告されてしまった。

「まあいいわ。そうなると、君らに足りないのは実力ではなく、仲間の数ってことよ」

「仲間……」「です？」

「二人だけだなんて、危なっかしいわ。せめて一人か二人、仲間を入れなさいな」

　指摘はありがたいが、仲間というのは、誰でもいいという類たぐいの話ではない。

「こればっかりは、出会いだしね」

　テグスには、仮証時代に一人だけで迷宮に行っていた、という意識がまだある。

「運命が、必要です」

　ハウリナには、助けられた縁えんで、テグスの仲間になったという過去がある。

　なので二人とも、積極的に誰かを入れたい、という考え方をしていない。

「来る人を拒むつもりはないけど。僕らみたいなのを、年上の人は下に置きたがるしね」

「ダメです。群むれの主あるじは、テグスに決まってるです」

　その答えを聞いて、ルーディムは頭を抱えた。

「二人とも、成人してから一年も経たってないんだったのよね。はぁ～、難なん儀ぎだわ」

　そして、自分のことのように気疲れする様子を見せたのだった。







　ギルド支部を出たテグスたちは、付近の屋台にて、お腹いっぱいに食事した。

「食べた、食べたです」

「最低値段が銅貨一枚からだからか、量が多くて助かるよね」

　満足感に浸ひたりながら、夜の街中を宿屋──憩いこいの紙し鳥ちよう亭ていへと歩いていく。

　すると、後からついてきていた誰かに、声をかけられた。

「おい。お前ら、ちょっと待て」

　テグスは箱鞘の短剣に触れつつ、ハウリナは黒棍を握り直しながら振り向く。

　五歩ほどの距離を空けて、三人の男たちが立っていた。

　全員が硬こう木ぼくの棍棒を持ち、薄く粗そ雑ざつな作りの革鎧姿の探訪者たちだ。

　怪け我がをしているらしく、腕に包帯をしている上に、軟なん膏こうの臭いまでしていた。

　なんの用かと様子を見ていると、気安く笑いかけてきた。

「お前らが仲間を探しているって、小耳に挟んでな」

　支部内でルーディムとしていた話を、どうやら聞いていたらしい。

「残念ながら、探してません」

　小間使いを欲していると態度で分かるので、きっぱりと断った。

　しかし、拒否した瞬間、彼らの顔に不快な感情が浮かんだ。

「チッ、調子に乗ってんじゃねーぞ。〝雑踏区〟から上がったばかりのガキが！」

「仲間にしてやるって言われたら、お願いします、って言えばいいんだよ！」

　気に入らない言い方に、テグスは眉をひそめた。

　表情の変化を怯おびえと思ったのか、男たちの口元がいやらしげに歪ゆがむ。

「なに、ただ働きしろってわけじゃない。分け前は、俺らが八で、お前らが──」

「夜になったからって、起きながら寝言を吐かないでくれませんか？」

　勝手な言い分に、テグスは相手にするのすら面倒という態度のまま、さらに続ける。

「どうせ、死なせた仲間の補充が欲しいだけなんだろうけど。せめて、軟膏の臭いを消してから勧誘してよね。それじゃあ、自分たちは弱いって、宣伝しているだけだし」

「ケガを隠さないの、ザコいです」

　ハウリナの短くも遠えん慮りよのない言葉に、男たちの額ひたいに血管が浮かんだ。

「おい。〝外がい殻かく部ぶ〟がキレイだからって、ここが迷宮都市だと忘れてんのかァ！」

「舐なめやがって。ぶっ潰してやるよ！」

　棍棒を振り上げて、三人の男が一斉に襲ってきた。

　テグスとハウリナが左右に散開すると、彼らも二人と一人に分かれて追ってくる。

「どりゃああああー！」

　まずはテグスへと、一人が棍棒を両手持ちで振り下ろしてくる。

　流石さすがに【小迷宮】を突破しただけあって、〝雑踏区〟の浮ふ浪ろう者しやとは力強さが違う。

　だが、力任せの大振りなので、テグスなら簡単に避けられる。

「ううりゃあああー！」

　テグスは別の男からきた攻撃もなんなく回避し、短剣と糸つきの石を出す。

　準備が整い、近いほうの男の顔へ目掛けて、下手投げで石を放つ。

「危ねえなぁがあああー!?」

　狙われた男が、首を曲げて石を避けようと足を止めた隙すきに、テグスは一気に肉にく薄はくする。

　革鎧の雑な継ぎ目に、短剣を突き入れて捻ると、血が噴き出てきた。

　痛みと失血で膝ひざをつく男から離れ、テグスは手甲のある左手を、横へ大きく振るう。

「目測を誤ったな！」

　振った手の先にいたもう片方の男が、大きく棍棒を振り被りながら吠ほえた。

「いや、見当はばっちりだね」

　その言葉通りに、テグスの振った左手から伸びる糸──その先にくくりつけられた石が、男の横顔を痛打した。

「ぐあッ、くそガキが！」

　反撃に棍棒を振るうが、顔に当たった石で怯ひるんだせいで、その威い力りよくは失われていた。

「残念でした」

　余裕の言葉と共に棍棒を避けて、テグスは短剣で男の喉を突き切った。

「がっ、がぶががああッ──」

　男は叫びつつ棍棒を手放すと、喉と口から血を流しながら、拳を振り回してくる。

　だが、気道を裂さかれて呼吸がおぼつかず、すぐに顔を青くして地面に倒れてしまった。

　テグスはその男の後ろ首を刺して絶命させ、ついでにもう片方の男にも止めを刺した。

　静かになった二つの骸むくろから、テグスは視線を外すと、ハウリナへ目を向ける。

「この、この、このです！」

「ぎゃ、あがっ、ぐえあ！」

　急所を手足で守るため丸まっている男に、何度も黒棍を振るっている様子が見えた。

「この、この、カメみたいなやつです！」

「げあっ、くあぁ……」

　男は手指が折れるのも構わず、致ち命めい傷しようは負わないように抵抗し続けている。

　そのしぶとさに、テグスが感心していると、唐とう突とつに横合いから光で照らされた。

「そこで何をしている！」

　そう声をかけてきたのは、片面が開いた鉄箱の中に蠟ろう燭そくを入れたような、投とう光こう器きという道具を持った、十人ほどの一団だった。

　なにかの紋もん章しようが入った鎧と剣を持ち、立ち振る舞いと雰囲気で実力者と分かる。

「ちぇっ、巡じゆん邏らだ……ハウリナ、殴るの止めてこっちに来て」

「分かったです」

　黒棍を止めると、丸まっていた男は急いで、紋章つきの鎧を着た人たちの方へ逃げる。

「鎧の人たち、誰です？」

「商業連盟に雇われて〝外殻部〟の安全と信用を守る、強い人たちだよ」

「た、助かりました！　あいつ、仲間を殺しやがったんです！」

　逃げだした男が身勝手な訴えをしながら、ハウリナの疑問に答えていたテグスを指す。

　巡邏たちが投光器を向け直し、テグスたちはまばゆい光に照らされた。

「この男は仲間を殺されたと言っているが、本当のことかな？」

「事実ですよ。あっちの二人は僕が殺しました」

　詰きつ問もん口調で尋ねられても、テグスはすぐに余裕のある態度で返答した。

「その男、黒棍で殴ってたです」

　ハウリナも手を上げて言葉を返す。

「ほら、本当なんです。だから、あのガキを殺してください！」

　我が意を得たと、男が喚わめき散らす。

　まとめ役らしき巡邏が投光器を別の人に預け、腰から立派な拵こしらえの片手剣を引き抜く。

「我々が、治ち安あん維い持じ活動をしていると知っているよな？」

「はい、もちろんです」

　危険を感じて身構えたハウリナを後ろに隠しながら、テグスは巡邏と目を合わせる。

「言い訳は聞くぞ？」

「勧誘を断ったら、棍棒で襲ってきたので、殺しました」

「ち、違う！　あいつが言ったことは噓うそです！」

　テグスがあっけらかんと言ったのに対し、男は必死に弁明する。

「……大体の事情はわかった」

　巡邏は二人を交互に見た後で、傍そばで訴えていた男に片手剣を突き刺した。

「がぁ──なん、で……」

「毅き然ぜんと受け答えする少年少女と、情けなく他者に頼る男。どちらが治安を脅おびやかす存在か、少し考えれば分かる問いだろう」

　血を浴びないよう、驚愕の表情で死んだ男を蹴りはがし、巡邏はテグスに顔を向ける。

「忠告だが、殺すべき者は素早く処置するといい。巡邏も千せん差さ万ばん別べつだ。我々のように、話の分かる者ばかりじゃないからな」

「はい。分かりました」

「若いと色々と入り用だろう。そこに転がるものから、遠えん慮りよなく奪っておくといい」

　そう言い、巡邏は血ち糊のりを払ってから剣を収めると、一団を引き連れて去っていった。

　姿が見えなくなってから、テグスとハウリナは死体の持ち物を漁あさり始める。

　少量の銅貨を入手し、三つずつある革鎧と棍棒は奪って背負子に入れた。死体は通行の邪魔になるので端に置くと、一目散に憩いの紙鳥亭へ向かった。

　部屋を取って人心地がつくと、装備を外し、水を含ませた布で体を拭いていく。

「はぁー。巡邏に見つかったときはどうなるかと思ったけど、良いほうでよかったよ」

「良い、悪い、あるです？」

「悪いほうだと、両方からお金か魔石を要求して。はい、さよなら。だからなぁ」

　言いながら背中に移ろうとすると、ハウリナが布を取り、代わりに拭いてくれた。

　しかし少しすると、拭く手を止め、ぽつりとこんなことを聞いてきた。

「テグス、仲間を増やすです？」

「うーん、人数がいたほうがより安全なのは、その通りなんだよね」

「分かったです……」

　手が止まったままなので振り向くと、少し面白くなさそうな顔をしていた。

　理由を察して、テグスはハウリナの頭を優しくなでる。

「大丈夫。ハウリナが気に入らない人を、入れるつもりはないから」

「むっ。そんなにワガママじゃ、ないです」

　はいはいと軽い調子で返し、ハウリナから布を取り上げる。

　そして後ろを向かせると、軽く服を捲まくって、布の綺麗な面で背中を拭いてやった。

　濡れ布の冷たさに尻尾が直立したが、拭いて動かすと段々と力が抜けていく。

「というわけで、明日は人が多くいる〝中二区〟の支部に行ってみよう」

「【中二迷宮】には、入らないです？」

「それは、行ってから決めようかな」

　話を終えて布を手渡そうとするが、ハウリナは期待した目を向けてくる。

　テグスは仕方がないと、全身を拭ってやった。

　そして、さっぱりとした体になると、ベッドの上で身を寄せ合って眠ったのだった。







　朝が来て、〝中二区〟に入ってみると、周囲は活気に満ち溢あふれていた。

「どうだい、この棍棒は。重さも硬さも十分で、魔物なんか一撃だぞ！」

「さあさあ、体が資本なら食べなきゃ始まらない。肉を食え肉をー！」

　朝なのに、店員の呼び込みが周囲に木こ霊だまし、食堂から良い匂いが漂ってくる。

　よほど【中二迷宮】は儲もうかるのか、装備と恰かつ幅ぷくが良い探訪者が目立つ。

　良い匂いがする串焼きを買い食いしながら、新しい仲間を探しに、探訪者ギルドの〝中二区〟にある支部へ向かうと──

「ぐへええええ───！」

　目の前に人が転がり飛んできた。

　突如発生した物ぶつ騒そうな事態に、テグスが顔をしかめていると、支部から人が出てきた。

「……誰が、お尻をなでてもいいって、言ったかな～～？」

　その人は、明るい赤しやく銅どう色いろの肌と、短めに切られた真っ赤な髪が印象的な、テグスより頭二つ分は背が高い巨きよ軀くの女性だった。
















〝中ちゆう二に区く〟の探たん訪ぼう者しやギルド支部から、巨きよ軀くの女性がテグスとハウリナに近づいてくる。

　短い赤い髪と薄い眉に、二重ふたえの大きな垂れ目で茶色の瞳。

　通った鼻筋と、薄く小さな唇に、細い顎あご。

　それらが整った場所に配置されて、どこか子供っぽい顔つきの美人だった。

　しかし、より目が行くのは、修しゆう復ふく跡あとだらけの革かわ鎧よろいを押し上げる、片方で人の頭ほどもある大きな乳房だろう。

　ちょうど視線の高さにある二つの膨ふくらみは、テグスが身を引くほどの迫力があった。

「謝ってもらってないから、起きてくれないかな～～？」

　巨軀の女性は、ハウリナとテグスの足元で気絶している、男の襟えり首くびを片手で摑つかんだ。

　見た目には筋肉がありそうではないのに、楽々と男を持ち上げると、激しく揺すりだす。

　起きる前に首の骨が折れるだろうと、テグスが思わず注意しようとしたとき──。

「……またあの『破は壊かい屋や』か」

「あいつの首も、破壊されちまうな」

　言葉を発するより先に、野や次じ馬うまの口から気になる単語が聞こえてきた。

「──破壊屋？」

　聞き慣れない言葉を、テグスは疑問混じりに呟く。

　すると、破壊屋と呼ばれた女性は、揺すっていた男を手放し、テグスへ顔を向けた。

「ねぇ。いま、破壊屋、って呼んだかな～～？」

　額ひたいに血管が浮いてはいるが、見み惚とれるほどの、にこやかな顔だった。

「ごめんなさい。ちょっと、聞き慣れない言葉だったものから」

「噓は良くないかな～～。皆があたしを乱暴者扱いしているって、知っているの～～」

「僕は知りませんでしたよ。〝中二区〟の支部には、今日初めてきましたし」

「ホ、ン、ト、ウ、に～～？」

　噓は許さないと茶色の瞳がテグスを射い貫ぬくが、噓はないので真正面から見つめ返す。

　その空気に触しよく発はつされたのか、ハウリナが小さな唸うなり声を上げる。

　少しの間、三人の態度が膠こう着ちやくした。

　先に、視線と態度を軟なん化かさせたのは、巨軀の女性からだった。

「ごめんね～。ちょっと、早とちりしちゃったかな～」

　一変して、優しげな表情と声で謝ってきた。

　演技のようには見えないので、こっちが彼女の素すの表情と言葉遣いのようだ。

「いいえ。なんだか、気に障さわる事を言ってしまったみたいで。ごめんなさい」

「うなって、ごめんなさいです」

「ううん。こっちも、破壊屋って呼ばれるの嫌いだからって怒って、ごめんなさい～」

　謝り合う三人の横で、気絶していたはずの男が、こっそり逃げようとしていた。

「オジさん～～。あなたは、お尻を触ったお仕置きがまだなの～～」

「待て待て待て、ぎょわああああぁぁぁぁ～～～……」

　すかさず後ろ襟を摑むと、振り回し、生ゴミの溜たまり場へと投げ捨てる。

　悲鳴を上げて頭から突っ込んだ男は、再び気絶したのか動かなくなった。

　ぱんぱんと手を払ってから、優しい笑みを再び向けてくる。

「まだ、名前を聞いてなかったの～。あたしは、体が大きい種族な、頑がん俠きよう族ぞくのティッカリなの～。十六歳だよ～」

「……テグスです。十三才です」

「……ハウリナ、です。同じ、十三です」

「やっぱり、二人とも年下なんだ～」

　納得したようにうなずくと、ティッカリと名乗った女性は、二人を見る目を輝かせる。

「他種族の子って、いつ見ても小さくて可愛いの～」

　朗ほがらかな笑顔で、二人の頭をなでようとしてきた。

　テグスは警戒して距離をとり、ハウリナは不ふ機き嫌げんな顔で手を払いのけた。

「が～んなの～……嫌われちゃったかな～？」

「いえ。急に手が伸びてきたので、思わず」

「頭なでていいの、群むれの仲間だけです。触んなです」

　テグスが見てきた中では、珍しいハウリナのツンケンとした態度だった。

　頭をなでるという行こう為いに、獣じゆう人じんならではの、こだわりがあるのだろう。

　だが、ティッカリは諦あきらめきれない様子で、少し手を伸ばしては引っ込めるをくり返す。

　微笑ましい光こう景けいを眺めていると、集団が走ってくる音が聞こえてきた。

　目を向けると、巡じゆん邏ららしき一団が近づいてくるのが見える。

　野次馬も気がついたのだろう、面倒事を嫌って散っていった。

「支部までは入ってこないだろうから、僕らも行こう」

「悪いほうかも、しれないです」

　二人で中に入ろうとしたところを、ティッカリに止められた。

「疑っちゃったお詫わびに、ご飯でも一緒に食べないかな～？」

　尋ねてはいたが、テグスたちの答えは聞かずに、支部にある食堂へと背を押していく。

　圧倒的な膂りよ力りよくを背に受けながら、テグスとハウリナはどうしようと顔を見合わせたのだった。







　食堂に入ると、ティッカリがすぐに料理を頼み、銅どう貨かを払ってしまった。

「これはお詫びだから、た～くさん食べていいの～」

　机に並ぶ大盛りの料理を前にして、テグスとハウリナは目で意見を交換する。

「遠えん慮りよなく、頂きます」

「いただきます、です！」

　ティッカリに食事の礼として頭を下げてから、食べ始める。

　美味しさに満足していると、ティッカリが笑顔で眺めているだけなのに気がついた。

「ティッカリさんは、食べないんですか？」

「ううん。お腹は減ってないの～……」

　言った瞬間に、隣の席まで聞こえるほどの、大きな腹の音が聞こえた。

　音の元は、恥ずかしそうに半笑いする、ティッカリだった。

「ティッカリさんが頼んだんですから、手をつけても文句は言いませんよ？」

「な、なんのことかな～。気のせいじゃ、ないかな～」

　今度はさらに大きく腹が鳴り、ティッカリの赤銅色の頰ほおがより赤く染まる。

　どうして食べようとしないのか、テグスだけでなくハウリナも不思議そうにする。

　その理由は、目に入ったティッカリの服装で分かった。

「……お金、あまり持ってないんですか？」

「へうぅ～!?　な、なんでそう思ったのかな～？」

「よく見ると、革鎧と服の傷みが激しいので。そうじゃないかなと」

　雑に修理された革鎧を見ながら言うと、ティッカリは困ったように微笑んだ。

「じ、実は。料理に払ったお金で、すっからかんなの～。あ、でも、二人は気にせずに食べていいからね～」

　口とは違い、腹は相変わらず大きな音を鳴らしている。

　しかも、店員の運ぶ安酒が目に入るたびに、唾つばを飲む音まで聞こえてくるので、どうやら喉のども渇いているらしい。

　なのに、頑かたくなに食べようとしないティッカリが気になって、食事の手が進まない。

　埒らちが明かないので、テグスは自分の銅貨を出して店員を呼び止める。

「店員さん。これで料理の追加と、そのお酒と同じ物を下さい」

　早口で注文しながら、代金を支払う。

「そ、そんなことされると、お詫びにならないの～」

「ぐーぐーお腹が鳴っている人がいたら、気になって食べられません。それに、昨日得たあぶく銭ぜにを使うので、気にしないで下さい」

「でも、その、悪いよぉ～」

　しかし、直後に前に置かれたエール入りの木杯に、目が釘くぎづけになっている。

「お金は払っちゃいましたし、お酒もきちゃいましたよ？」

「ううぅ～……ありがたく、いただきます～」

　ティッカリは深々と頭を下げてから、お酒に口をつける。

　一口飲んだ後は、よっぽど喉が渇いていたのか、一気に飲み干してしまった。

「ぷは～～～。久しぶりのお酒は、美味しいの～～～」












　現金な様子に、テグスは店員に同じお酒を注文する。

　二杯目はゆっくり飲むのか、共にやってきた肉の揚あげ物を肴さかなに一口ずつ飲んでいる。

　これでゆっくり食べられると安心して、テグスとハウリナも料理を口へ運んだ。

「……見苦しいところ見せちゃって、ごめんね～」

　喉とお腹が満足して羞しゆう恥ち心しんを思い出したのか、ティッカリは顔を木杯で隠して言った。

「人のためにお腹を空かせられるのは、立派だと思いますよ」

「でも、一人だけ食べないの、ダメです」

　二人の言葉を受けて、嬉うれしくも恥ずかしいような顔で、ティッカリが頰を赤くする。

「年下の子に教えられちゃったの～……」

　テグスは忍び笑いをしながら、ふと気になったことを尋ねる。

「大人を軽々と投げ飛ばすほど力が強いのに、なんで金欠になっているんですか？」

「その～、えーっとぉ～……言わないと駄だ目めかな～？」

「構いませんけど。なら、破壊屋ってあだ名の由来を教えてください」

「それ、両方とも同じ質問なの～」

　うな垂れ、自分が食べて飲んだ跡を見てから、ティッカリはテグスに向き直った。

「力が強すぎることが、金欠とあだ名の理由なの～」

　言っていることが分からずに、テグスは首を傾げる。

　勢いづけか、ティッカリは杯さかずきの中に残った酒を一気に飲んでから、机に叩きつけた。

「武器を持って魔物を攻撃すると、ボキッて折っちゃうの～！」

　ギュッと目を瞑つむりながら、そう大声で言い放った。

　テグスは、持ち手が壊れた木杯を見て納得する。

「ああ。強すぎる力のせいで、武器を壊してしまうんですね？」

　テグスが言い直したことに、ティッカリが力なくうなずく。

　すると、なぜかハウリナが憤ふん慨がいした。

「壊れるの、武器のせいです。ティッカリ、悪くないです！」

「分かってくれる人がいたの～。そうなの、あたし悪くないよねぇ～」

「武器の、コンジョーが足りないです！」

　変なきっかけで、女子二人が意気投合し始めた。

　テグスは二人が落ち着くのを待ってから、話を続ける。

「理由は分かりましたけど。なら、どうやって【小しよう迷めい宮きゆう】を突破したんですか？」

「同じ里の頑俠族と組んでいたんだけど～。あたしは荷物持ちと、魔物を壁か地面に叩きつけて殺す役だったの～」

「……凄く豪ごう快かいな戦い方ですね」

「仲間内でも、あたしが一番力持ちだったの～」

　自じ慢まんげに胸を大きく張ると、内から押し上げられた革鎧の継ぎ目が、ギチギチと鳴る。

「仲間がいるなら、装備を融ゆう通ずうしてくれてもいい気もしますけど。あと、頑俠族なんですから、得意な鍛か冶じ魔ま法ほうで直したりすればいいのに」

　すると、ティッカリの背が丸まり、革鎧の引き千ち切ぎれそうな音も止まった。

「それが～、そのぉ～……あたし、不器用だから鍛冶魔法を使えないの～。あと、何度も壊しすぎちゃって、面倒を見切れないって離脱させられちゃったの～」

　悲しげに微笑みながら呟く言葉に、テグスは居た堪たまれなくなる。

　だが、ティッカリと組んだ仲間の気持ちも、分からなくはなかった。

　壊すたびに直す手間がかかり、直しきれない装備は再購入だ。

　そんな稼かせぎを圧迫する存在を、仲間から追い出す判断を経済的に迫られたのだろう。

「けど、その選択は取りたくないなぁ……」

　仮にハウリナを追い出すと想像しただけで、テグスは気持ちが沈んでしまう。

　そんな横で、ハウリナがティッカリに問いかけた。

「なら。ティッカリ、いま一人です？」

「一人だけだよ～。それで、仲間を探そうとしたら～」

「なるほどね。声をかけたさっきの男の人に、お尻を触られて怒ったわけですね」

「酷ひどいんだよ～。仲間にしてやるから使わせろって、お尻を触ってきたの～」

　話の流れで、テグスはティッカリの臀でん部ぶを見てしまう。

　見事な山脈な胸からしたら小ぶりだが、体格に見合った大きさで整った形だった。

　目の向きを察したのか、ハウリナがテグスの足を机の下で蹴っ飛ばした。

「痛ッ。なにも蹴らなくたって」

「こうしろって、お母さんが言ったです」

「でも～、あたしのお尻を男の子が見るのって、よくあることなの～」

　見られた側からの弁べん護ごを、テグスは惨みじめに感じ、見るんじゃなかったと反省する。

　そして、話題を変えようと試みることにした。

「ティッカリさんは、今後も仲間を探すんですか？　それとも一人で活動を？」

「一人で潜るには、ここの迷宮は駄目かな～、って思ってるの～」

　言葉を切り、思い出す手て慰なぐさみなのか、木杯の縁ふちを指でなぞり始めた。

「ここってね、た～っくさん人が来るの～。浅い層だと魔物の奪い合いが激しくてね、一人だと難しいかな～」

「そんなに人気があるんですか？」

「【小六迷宮】みたいに動物系の魔物が多いし～、浅い層でも肉が獲とれるからなの～」

　テグスが横目で見ると、ハウリナは肉と聞いて行く気に溢あふれた瞳をしている。

　現金な様子に苦笑いを浮かべようとして、ふとおかしいことに気がついた。

「あれ？　身体強化してくる危険な魔物ばかり、って前に聞いていたんですけど……」

「そうです。【中二迷宮】と【大迷宮】、強くなる魔物いるって、テグスが言ったです」

「それって、人が増えたら困るから、意図的に流している噓の噂うわさじゃないかな～。職員さんは、そういう魔物が出るのは十一層からって言っていたはずなの～」

　得ていた知識とは違う事実に、テグスは少し呆ぼう然ぜんとしてしまった。

「どうかしたです？」

「仮証のとき、【中一迷宮】の十層にたどり着いた後で、【中二迷宮】に向かったんだ。だけど、その噂を聞いて入るのを止めたんだ。危険だと思ってね」

　喉を湿らすために口をつけた杯を、ぎりっと音が鳴るまで握りこむ。

「でも【大迷宮】には行きたかったから、情報を集めて。魔物が弱い【中四迷宮】の二十層まで必死に行って、条件を満たしたんだよ。なのに、全くの馬鹿じゃないか」

　暗くなる空気に、ティッカリはおどけた口調で、雰囲気を元に戻そうとしてくれる。

「あのね～。この周囲だと、あだ名を知っている人ばかりだから、仲間探しは他の地区でやるつもりだったの～。でも、どうせなら二人の仲間にして欲しいかな、なんて～」

「僕らも仲間になってくれる人を探してたので、いいですよ。ハウリナもいいよね？」

　ハウリナがうなずいたので、冗談で提案した様子のティッカリが驚いていた。

「え、でも、武器壊しちゃうから、きっと迷惑かけるの～」

　だが再び仲間に追つい放ほうされたらと怖がったのか、大きな体を縮ませている。

「昨日たまたま手に入れた硬こう木ぼくの棍こん棒ぼうが三本あるので、まずはそれを使ってください。僕らは使わないので、壊しちゃっても気にしませんので」

　殺した暴ぼう漢かんたちから奪った武器だとは言わずに、棍棒を一つ渡す。

「……本当に仲間にしてくれるの～？」

「武器が壊れるの、小さな問題です」

「あと、来るもの拒まず、去るもの追わず、敵対するものは皆殺し、が信条ですので」

「でも、テグスが群れの主あるじです」

　ハウリナが、これは譲ゆずれないという表情をする。

　しかし、ティッカリは満面の笑顔になると、体を伸ばして二人に抱きついてきた。

「二人とも、ありがとう～」

　長い手に抱きしめると、嬉しげに目じりに涙を溜めて、頰ほお擦ずりまでしてきた。

　力加減が不器用なのは本当なようで、軽い痛みを感じてしまう。

　同時にテグスは、レアデール以外で初めて、女性らしい柔らかな抱ほう擁ようを体験した。

　横のハウリナも満更ではないようで、獣耳と尻尾を小刻みに揺らしている。

　ややあって、我に返ったティッカリは抱きしめを解くと、恥ずかしそうにした。

「嬉しいけど。やっぱり、一緒に迷宮に行ってみて、判断して欲しいの～」

　それでティッカリが納得するならと、テグスたちは提案を受け入れたのだった。







【中二迷宮】は人が多くいるというだけあり、出入り口周辺は、探訪者たちと売り込みをする露ろ店てんでごった返していた。

「人は多いけど、【小六迷宮】みたいに、入り口に並んでいる人はいないね」

　出入り口は【小迷宮】を思わせる洞どう窟くつ状じようだが、待たい機き列れつはないようだった。

「それはそうなの～。〝外がい殻かく部ぶ〟にいる人は〝雑ざつ踏とう区く〟の住民より、大分少ないの～」

　ティッカリは楽しそうな笑顔を浮かべ、手にテグスが渡した硬木の棍棒を握っている。

「並ばなくていいの、楽です」

　初めて入る迷宮とあってか、ハウリナは真剣な顔つきになっていた。

　その表情とは裏腹に、得られる肉への期待からだろうか、尻尾は大きく振られている。

「ティッカリさん。どんな魔物が出るか、教えてくれます？」

　一層への階段を下りながら尋ねると、ティッカリは思い出す素振りをした。

「【中二迷宮】に出てくる魔物は、全部固こ有ゆう種しゆって話なの～。一から四層には、《丸がん転てん豚ぶた》、《剛ごう巻かん毛もう羊よう》、《蹴け爪づめ軍鶏しやも》、《滴てき油ゆ鼠ねずみ》が出るの～」

　出てくる魔物を聞き、ハウリナはしょんぼりして、尻尾の動きを止めた。

「ぜんぶ、【小迷宮】でみた魔物です」

「だから《蛮ばん行こう勇ゆう力りよくの神ガガールス》が、手抜きして造った迷宮って噂があるの～」

　階段を下りきると、テグスは迷宮の中を見回す。

　内装は【小迷宮】とほぼ同じで、その噂が補強されたように感じた。

「でも、似てはいるけど、ちょっと難なん易い度どが上がった感じだ……」

　テグスが興味深く観察すると、【中二迷宮】の地面は、でこぼこ道になっている。

　直接歩いて確かめると、他の迷宮にはない歩き難にくさがあった。

　逆に、天てん井じようや道幅は広くとられていて、戦いやすさは上がっているように見える。それこそ槍やりを振り回しても、大丈夫なほどだ。

　そんな特徴をきょろきょろと見ていると、後ろからティッカリの笑い声がしてきた。

「くすくす。鍛か冶じ場ばに迷い込んだ子供みたいなの～」

「そりゃあ、初めて入る迷宮は興味深いですよ。違いを見つけるのも面白いですし」

「ずいぶん変なことを気にするんだね～」

「まあ、僕が迷宮に入る理由は、見たことのないものが見たいからですしね」

　胸を張って言うと、ティッカリから驚きの目が向けられた。

「そんな理由で、迷宮に挑んでいるの～？」

「小さい頃に初めて【小迷宮】に入ったときの、わくわく感が忘れられないんですよ」

　ちっぽけな理由だが、あの未知に踏み込む快感は、テグスにとっては何ものにも代えがたいものだった。

「その知らないことを知りたいって気持ちは、ちょっと分かるかな～」

「初めて食べる肉の味は、どきどき、わくわくです」

　ハウリナの少しずれた感想に、テグスは苦笑いを浮かべる。

　そのとき、良い話題ができたしと、ティッカリに同じ疑問を投げかけようと思った。

「ティッカリさんは外から来たらしいですけど、どうして迷宮都市に？」

「テグスのよりも、もっとどうしようもない理由なの～」

　一度言葉を切り、過去を思い出すかのように、天井へ目を向けている。

「あたしが育ったのは、頑俠族ばっかりの里でね～。そこでは、みんなが金属や木を加工して過ごしているの～」

「鍛冶魔法が種族的に得意ですもんね」

　テグスの何気ない言葉に、ティッカリは傷ついた顔をしてから話を続ける。

「けどね～。あたしって、と～っても不器用だから、加工とか全然できなかったの～。それでも力持ちだったから、荷物運びを手伝っていたんだ～。でも、あたしだけができることが欲しくてね～。里の外にあるかな～って、旅に出る人についてっちゃたの～」

「その人たちが、前の仲間なんですね」

「そうなの～。荷物を多く持ってもらって助かる、って言ってくれていたんだけど～」

　少ししんみりとした雰囲気の中で、ハウリナがティッカリに目を向ける。

「できること、見つかったです？」

「ううん、まだなの～。この腕わん力りよくが生かせないかなって、探し中だね～」

　そこでティッカリは、会話を打ち切るためだろう、手を一つ叩いた。

「昔のことより、【中二迷宮】の案内が優先なの～。ほらほら、行こうね～」

　空元気な笑顔を浮かべると、テグスとハウリナの後ろに回って背中を押し始めた。







　先へ進みながら、改めて【中二迷宮】の内ない観かんを見回す。

「それにしても、本当にたくさん人がいるね」

「倒し方を知っている魔物で、多く銅貨を稼かせごうと、みんな頑張っているの～。でも、魔物と戦えないから～、人がちょっと少なくなる五層に、一気に進んじゃうの～」

　観察すると、縄なわ張ばりがあるのか、探訪者ごとに狙う獲物は決まっているようだった。

　いますれ違った人たちも、一種類の魔物──《丸転豚》だけしか運んでいない。

「なんだか、しきたりがありそうで面倒そう……宝箱を狙う人もいるんですか？」

「この迷宮に、宝箱は出てこないの～。代わりに、壁を掘ると鉱こう石せきが出たりするの～」

　指した先に、大量の石を運ぶ土で汚れた一団がいた。

「だいたい、鉄鉱石が出るの～。下の層には、もっと良いのが出るって話なの～」

　周囲を観察しつつ進み、出現する魔物が変わる、五層に到着する。

「ここから九層まで、【中二迷宮】にしかいない魔物がでるの～。すぐ逃げる《逃とう怯きよう牛うし》に～。岩に擬態している《地ち々ち蝉ぜみ》と～。ぺたぺた歩く《滑ぬめり山さん椒しよう魚うお》でしょ～。物凄く重たくて甲こう羅らが硬い《取とつ手て陸りく亀がめ》なの～」

　説明を聞いていると、どこからか足音を立てて走る音が聞こえてきた。

「モオオオオオオオオ────」

「待て、待てー！　止まって、俺らの肉になれー！」

　逃げる大柄な牛──恐らくは《逃怯牛》を追って、探訪者七人組が走り去っていく。

「ああやって追っていると、自然と走る力が鍛えられちゃう、便利な魔物なの～」

　その説明に、飛び道具を使うか、罠を作って追い込めば楽なのにと、テグスは思った。

「あのウシ、ティッカリは、食べたことあるです？」

「あたしと仲間は足が遅かったから、追う前に諦めちゃったの～」

「なら、楽しみにするです。獲ってあげるです」

「ありがとうね～」

　ハウリナの提案に満面の笑みを浮かべ、頭をなでようと手を伸ばしかけ、止まった。

「どうかしたです？」

「前に、なでるなって～」

　ハウリナは、なんだそんなことか、と言いたげな表情を浮かべた。

「仲間は、なでていいです」

「なら、まだだから、駄目だよね～」

　手を引っ込めようとするのを摑つかんで、頭上の獣耳の間に置き、暗になでろと催さい促そくした。

　ティッカリが恐る恐るなでるのを、下っ端に毛づくろいさせる狼おおかみのような態度で、ハウリナは受ける。

「ティッカリ、ちょっと乱暴です」

「うぅ～、不器用でごめんなさい～」

　あまり気持ち良くなかったのか、今度は甘えるように、テグスに頭を向けてくる。

　なでてやると、頰を緩ませて尻尾を大きく振り始めた。

「大きな違いは、ない気がするけど～？」

　ハウリナの嬉しげな様子を見て、ティッカリは自分自身の頭をなでて首を傾げている。

「はい、終わり。あの牛の魔物を倒すんでしょ」

「わふっ。新しい牛肉、楽しみです！」

「なら、下に行くと人が少なくなるから～、六層の階段があるほうへ進むの～」

　ティッカリについていき、より下の層へと進んでいくのだった。







　探訪者の多さのお蔭かげで、戦せん闘とうせずに七層まで移動できた。

　ハウリナは物音を獣耳で聞き、臭いを嗅かいで周囲の状況を確認する。

「ここ、人少なそうです。魔物と戦えそうです」

「それはね～。十層の《階かい層そう主ぬし》を倒せる人は、神しん像ぞうの転移を当てに八層と九層に～。倒せない人は階段で帰るから、五層と六層に集まるからなの～」

　説明を聞きながら歩いていると、視界の先に《逃怯牛》が見えた。

　咄とつ嗟さにテグスが短剣を投げようとしたが、先に逃げられてしまう。

「牛肉、待つです！」

　ハウリナが走り出すと、《逃怯牛》の逃げる速度が上がった。

「追いかけますよ」

「ちょっと、待って欲しいの～。二人とも速すぎるの～……」

　ティッカリを置き去りにしての追いかけっこは、ハウリナが《逃怯牛》に追いつき、後ろ足に一撃を入れて転倒させ、頭を一発殴って殺し、決着した。

「ひ～ひ～、ようやく追いついたの～」

「もぐもぐ、遅いです。もう、解体しているです」

「うぅ～。走るの苦手で、ごめんなさい～」

　内ない臓ぞうを食べながら言った文句に、ティッカリはしょんぼりと背中を丸める。

　しかし、解体されつつある大量の肉を見て、背が伸びた。

「お詫びに、あたしがこのお肉を全部持つの～」

　ティッカリの発言に、テグスは思わず肉の総量に目をやる。

　明らかに、テグスとハウリナを足した体重よりも、重いように見えた。

「持てるんですか？」

「大丈夫だと思うの～。でも、どっちかの背負しよい子こを貸して欲しいかな～」

　荷物持ちの実力を示そうとしているのか、そんな提案をしてきた。

　テグスのほうには貴重品が入っているため、ハウリナのほうに肉を満まん載さいして、持たせてみる。

　ティッカリには背負子が少し小さいようだが、なんとか背負わせることができた。

「よい～しょ～。ほら、大丈夫だったの～」

　テグスたちでは引っくり返りそうな重量を背に乗せても、顔は涼すずしげなままだ。

「すごい、力持ちです」

「力が凄いって知ってはいましたけど。予想以上ですね」

「えへへ～。そんなに褒ほめられることじゃないの～」

　照れながら歩き始めたが、その足取りは背の荷物がないかのように軽やかだ。

「でも、まだまだ大丈夫なの～。二人を肩に乗せても、歩けそうかな～」

「仲間になったら、もっと重量が載せられる頑がん丈じようなものを買いに行きましょうか」

　調子が出てきたティッカリの前に、濡れた体表を持つ平べったい大おお蜥蜴とかげが現れた。

「あれが《滑山椒魚》なの～。足が遅い相手だから、あたしが倒しちゃうの～」

　手にしている棍棒を持ち直すと、大股で近づいていく。

「カハ─────」

　人の子ほどの大きさがある《滑山椒魚》は、威い嚇かくで鋸のこぎりのような歯がある口を開ける。

　ティッカリは気にせずに近づき、少し遠い間合いで棍棒を振り上げた。

「と～～～～や～～～～～」

　気が抜けそうな気合の言葉と共に、大きく一歩踏み出しながら横よこ薙なぎに攻撃する。

　小枝を振るうような速さでありながら、棍棒の重量を感じる風かざ切きり音おんがした。

　しかし、狙いが甘かったようで、地面を這はう《滑山椒魚》の上を通り過ぎてしまう。

「カハァ────！」

　怒ったような声を上げて、脛を嚙かもうとしてくるのを、足を引いて回避する。

「ひゃわわ～。もう一度なの～。と～～～や～～～」

　距離を取ってから、再び棍棒を振り上げると、今度は縦に振り下ろす。

　再度足に嚙みつこうと、接近してきていた《滑山椒魚》に当たった。

　よほどの威力があったのか、骨や肉ともに関係なく、弾け飛んだように潰つぶれてしまう。

　それだけに留まらず、衝撃に耐え切れなかった棍棒は、持ち手から先が折れ飛んでしまった。

「あわわ～。またやっちゃったの～……」

　先がなくなった棍棒に、ティッカリが慌てだす。

　それを見て、ティッカリが仲間に見捨てられた理由を、二人は真に理解した。

「本当に壊れたね。あの棍棒、それなりに頑がん丈じようだったはずなんだけど」

「それと、トカゲの食べるとこ、なくなったです」

　二人の感想に、ティッカリが意い気き消しよう沈ちんする。

「うぅ～……やっぱり、武器を壊しちゃったら仲間にはしてもらえないよね～……」

　その諦めきった態度を見て、テグスとハウリナは勘違いだと笑う。

「なに言っているんですか。一撃で魔物を潰せる腕力なんて、憧あこがれちゃいますよ」

「力が強いの、いいことです。武器は、もっとじょーぶなの、探せばいいです」

「むしろ、仲間になってくださいって、お願いしなきゃいけないぐらいだよね」

「ですです。ティッカリ、仲間になってほしいです」

　二人が悪感情を抱いていないと知って、ティッカリは驚いた様子だった。

「武器を壊すのを見たのに、本当に仲間にしていいって、考えてくれているの～？」

　無言でうなずいて返事をすると、感極まったように抱きしめてきた。

「ありがとう～。仲間にしてくれる恩は、絶対に働きでお返しするからね～」

「いや、別に恩に着せようとかじゃ……」

「受けた恩を何が何でも返すのが、頑俠族の誇りだから、安心して欲しいの～」

　ティッカリは、二人を強く抱きすくめてから、体を離して恥ずかしそうにする。

「それで～。本当に仲間になるなら、テグスにちょっとお願いがあるの～」

　そして、言い難そうに、持ち手だけになった棍棒を弄いじくりまわし始める。

「お願いですか？　棍棒はあと二本あるので、心配しなくても渡しますよ？」

「そうじゃなくて～。ハウリナちゃんと喋るときと、同じ口調で喋って欲しいの～」

　言われて、年上だからと丁てい寧ねいな喋り方をしていたと自覚する。

　礼れい儀ぎ以外の意味はなかったが、心理的な距離を感じさせていたなら悪いことをしていたと、テグスは反省した。

「分かったよ。同じ口調だね」

　新たな棍棒を渡しながら、喋り方を変えて話すと、ティッカリは満面の笑みを返した。

「よ～し～。褒められた力自慢なところを、もう一度見せちゃうの～」

　意気込んで先へ進み始めたティッカリに、テグスたちはついていくのだった。







　七層を進んでいると、甲羅の端に取っ手のような輪がある、大きな亀と出くわした。

「この《取手陸亀》を一人でひっくり返せたの、前の仲間の中だと、あたしだけだったの～」

　ティッカリが近づくと、亀の魔物らしく足と頭を引っ込めて、防御態勢になった。

　その甲羅の縁ふちに手をかけて、ティッカリは全身に力を入れ始める。

　女性らしい太さに見えた手足に、縄のような筋がある筋肉が大きく盛り上がった。

　肉体の変化に驚くテグスとハウリナをよそに、甲羅の片側を勢いよく持ち上げると、あっさりとひっくり返してしまった。

《取手陸亀》は慌てて引っ込めていた頭と足を出し、元の体勢に戻ろうと暴れだす。

「地面に当てないようにすれば、たぶん折れないかな～」

　出てきた頭に目掛けて、ティッカリは棍棒を横薙ぎに振るう。

　重く大きな音を立て、《取手陸亀》の頭が吹き飛び、棍棒には一直線にヒビが入った。

「あわわ～。またやっちゃたの～」

　慌てるティッカリに、テグスは優しく話しかける。

「もう一本あるから気にしないで。それより、これはどうやって解体すればいいの？」

「えっと～。ひっくり返したら、甲羅の隙すき間まに刃物を入れて、切り開くだったかな～」

　観察すると、剣の刃が入りそうな部分が、甲羅の首元にあった。

「［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］」

　甲羅の硬さを考え、斑はん紋もん鉈なた剣けんを抜き、鋭えい刃じんの魔術をかける。

「剣身の模様が綺麗なの～」

　魔術の光によって揺らめく波は紋もんに、初めて見るティッカリは目を奪われたようだ。

　そんな斑紋鉈剣を、甲羅の隙間に突き刺して動かすと、苦労なく切り開いた。

「えっと、お肉と内臓は滋じ養ようになるって話なの～。甲羅は鍋なべにも使えるんだよ～」

　切り開いたお腹側の甲羅を、鍋なべ蓋ぶたのように開け閉めして見せてくれる。

「でも、こんな重い甲羅を鍋にすることなんてできるの？」

「大丈夫なの～。甲羅の周りに木を置いて、直じか火び焼きにするの～。美味しいんだよ～」

「カメの鍋、食べてみたいです！」

「けど薪まきなんて、誰も持ってきてないでしょ？」

　テグスの言葉に、嬉しげだった二人が固まった。

「……鍋にできないなら、魔石化しちゃおうよ」

「でも、カメ肉、おいしそうです」

　ハウリナに袖そでを引っ張られ懇こん願がんされて、テグスは弱ってしまった。

　要求はかなえてあげたいが、煮込み料理を五則魔法でするには不安がある。

「仕方がないなあ。肉と内臓を切り分けて、残りを魔石にしよう」

「やったです。さっそく、切り分けるです！」

　ハウリナが解体し終え、テグスは残った部分を魔石化しようとして、作業を止めた。

「……この甲羅って、けっこう硬いんだよね？」

「生きている間はとっても硬いの～。でも、死んだ後は脆もろかった気がするかな～」

　試しに拳こぶしで軽く叩いてみると、脆くなると言う割には、かなり硬い気がした。

　首を傾げ、取っ手状の場所に手をかけて、ひっくり返そうとする。

　中身がなくなった甲羅だけなのにかなりの重さで、持ち上げるのを早々に諦めた。

「ティッカリ。甲羅を上下逆にして」

「は～い。よい～～～しょ～～～」

　ひっくり返してくれた後で、再び手で叩き、短剣で突いてみるが、手ごたえは硬い。

「……ティッカリ。この甲羅を、ヒビの入った棍棒で思いっきり叩いてみて」

「えっと～、また壊しちゃうかもしれないのに～？」

「思いつきを確かめるために、どうしても必要なことだから」

　頼まれたティッカリだけでなく、横で聞いていたハウリナも首を傾げた。

　しかし、頼みは聞き入れてくれるようだ。

「じゃあ、いくの～。と～～～～や～～～～～」

　ティッカリが棍棒の柄えを両手で持ち、力強く振り下ろす。

　衝突すると、甲羅にはヒビすら入らないのに、棍棒は破ふん砕さいしてしまった。

「やっぱり。死んでいても、甲羅の硬さは同じみたいだ」

「でも、前の仲間と鍋にして食べたときは、簡単に割れたの～」

　噓じゃないと訴えかけてくる目を、テグスは手で防いだ。

「たぶんだけど。火にかけちゃうと、甲羅の硬さがなくなるんじゃないのかな」

「なるほどです」

「そんな話、聞いたことないの～」

　大胆な仮説に、ハウリナは全面的に信じ、ティッカリは懐かい疑ぎ的てきな顔をする。

「まあ、理由はともかくとして。念ねん願がんの物が手に入ったじゃない」

「なにかあったです？」

「甲羅が必要なこと～？」

　二人の疑問を受けて、テグスは平手で甲羅を軽く叩いた。

「この甲羅。ティッカリが、力強く叩いても、ヒビ一つないよね？」

　言葉を区切りながら教えると、二人は気がつかなかったと言いたげに目を見開いた。

「本当です！」

「ああ～、なるほど～」

　ティッカリは甲羅の取っ手状の部分を持つと、振り回して具合を確かめた。

「亀の甲羅を武器にするなんて、考えたことなかったの～」

「見た目には盾たてだから、持ち運んでいてもおかしくなく見えるけどね」

　そのときたまたま出てきた《滑山椒魚》を、ティッカリは甲羅で押しつぶしてみた。

　攻撃に使っても、ヒビ一つ入っていない。

　これでこの甲羅は、ティッカリが壊さずに使える武器だということが証明された。

「こんな身近に、壊れない武器があるなんて思わなかったの～」

「さっき、一人だけで持ち上げられたの、ティッカリだけって言ってなかった？」

　重さゆえに甲羅を携けい行こうして使うという発想は、誰も持っていなかったのだろう。

　これで、ティッカリを仲間にしない理由も消えて、テグスたちは安心して地上に戻る。

　さらに、途中の道のりで、《取手陸亀》をもう一匹倒すことができた。

「これで予備もできて、安心なの～」

「でも、片手で一つずつ持って、重くはない？」

「中身がなくなって軽くなったから、大丈夫なの～」

　取っ手状の甲羅の輪に手をかけて、左右交互に軽々と上げ下げして見せてくる。

　新しい仲間の力強く頼もしげな様子に、テグスとハウリナは嬉しげに微笑んだ。







　地上へ戻り、ギルド支部で《取手陸亀》と《逃怯牛》の肉を、食べる分を残して買い取ってもらった。

　銅貨で六十枚近くにもなったので、頭割りして二十枚ずつだ。

「あの～、もらいすぎだと思うの～」

　頭割りは決まりなので、テグスは無理にでもティッカリに受け取らせる。

　銅貨の分配作業をしていると、甲羅を見ていた職員が、親切に助言をしてきた。

「甲羅を武器にするとのことですが、加工したほうがいいと思いますよ」

　一緒に数軒の武器屋を教えてもらい、早速向かってみることにした。

　しかし、教えられた全ての武器屋には、主に二つの理由で断られてしまうこととなる。

「甲羅を武器にしろ？　馬鹿を言わずに、刃物や鈍どん器きを買え」

「武器に使うより、防具屋で盾にしたら？」

　テグスたちは仕方なく〝雑踏区〟にある、以前に鉄てつ棍こんを買った、ツェーマ武器店を訪ねてみることにした。

「話は分かったが、なんでわざわざ持ってきたんだ？」

「鈍器専門の店なら、多少の無理な注文でも、やってくれないかなって思って」

　甲羅を武器にするという無茶振りと、初めて会うティッカリを見て、店主のツェーマは頭を掻かく。

「俺も普通の武器を勧すすめるぞ。坊主が前に買った鞘と同じ、この鉄並みの硬こう度どと木の特性がある《巌がん密みつ硬こう樹じゆ》の棍棒なら、頑俠族のお嬢じようちゃんの腕力に耐えられるはずだ」

　手渡された棍棒を受け取ると、感触を確かめてから、ティッカリは首を横に振った。

「一度使っただけで、折れちゃいそうなの～」

　仕事を侮ぶ辱じよくされたと思ったのか、ツェーマは引きつった半笑いになる。

「おいおい、自信作だぞ。ありえねえって」

「じゃあ、この甲羅に叩きつけてみて、折れたら加工を引き受けてくれる？」

「おう、やってみろや。折れたら、加工賃をタダにしてやるぜ」

　話がまとまり、ティッカリが力の限りに振り下ろすと、一撃で見事に折れてしまった。

「は、はあ～～？」

　本当に折れると思ってなかったらしく、ツェーマは間抜けな表情をさらしている。

「というわけで、加工代はタダね」

「待て。いや、二言はないが、なんだその甲羅。傷一つないぞ!?」

「なにって、《取手陸亀》の甲羅だけど？」

「重すぎて、大人三人がかりでやっと運べるっていう、アレかよ！」

　甲羅に近づくと、手で感触を確認し始めた。

「くそっ。人の言葉は当てになりゃしねえ。誰だ、死んだら脆くなるって言ったヤツ」

　どうやら、ツェーマも噂を信じていたらしいが、甲羅の硬さを確かめて目を輝かせる。

「うっし、立派な鈍器にしてやろう。少し変わり種のな」

　すでに、どう加工するか決めたのか、木片の上に三面図を描き始めた。

「その図だと、鈍器というより、防具に見えるんだけど？」

「この形状と特性を生かすなら、この『突とつ撃げき盾たて』が一番だ」

　見たところ、底辺が丸く、頂角がやや細長で鋭角な二等辺三角形だった。

　横からの図で確認すると、丸い部分は持ち手を保護する覆いのようだ。

「盾なのに、鈍器です？」

「攻撃用の手甲を発展させたもんだ。武器であり防具でもある半端物だな」

「この形にして、壊れちゃったりしないか心配かな～？」

「初の素材だから確かなことは言えんが。普通は、形を整えれば壊れ難くなるもんだ」

　そう聞いて、突撃盾に加工してもらうのに、ティッカリはうなずいて了りよう承しようした。

「というわけで。代金は鉄てつ貨かで千枚。または銅貨で百枚か、銀ぎん貨かで一枚だ」

「ちょっと、加工代はタダって」

「おう、この甲羅の加工賃はな。だが、壊した棍棒はタダじゃないぜ？」

　棍棒のことは取り決めていなかったので、テグスは少し悔しい思いをする。

　結局、ティッカリが自らの手持ちの銅貨二十枚を、手付金として支払うことになった。

「作業は進めておくが、一いち巡じゆん月づきはかかりそうだ。それまでに、残り八十枚を払えよ」

　楽しそうな笑顔のツェーマに見送られて店外へ出ると、ティッカリが肩を落とす。

「またお金が、全部なくなっちゃったの～」

「食べ物と宿の代金は、僕らが出すし。これからの分け前も、武器の分は別にするから、心配しないでよ」

「仲間なら、当然です」

「うぅ～～～。良い子たちと出会えて、幸せなの～～～」

　半泣きで強く抱きつかれて、少し苦しかったものの、悪い気はしなかった。

　その後、売らずに残していた《取手陸亀》と《逃怯牛》の肉を食堂に持ち込み、ティッカリが仲間になったことを祝う。

「カメ肉、プリプリした感じで美味しいです。でも牛肉が最高です！」

「脂あぶらの網あみ目めが入っている肉なんて初めて食べたけど、どっしりとした味でいいね」

「くふぅ～～～。味の強いお肉に、強いお酒が合うの～」

　そうやって三人で飲食を進め、今日の稼ぎのほとんどを使ってしまうのだった。







　突撃盾のための金稼ぎは、【中一迷宮】で行うと、テグスが決めた。

「【中二迷宮】なら、素材単価が高い魔物がいるよ～？」

「一巡月の間に代金を貯ためればいいなら、急いでお金を稼ぐ必要はないでしょ。なら、少し時間がかかっても、この一巡月は実力を上げるのにも使った方がいいかなってね」

　ハウリナは理由に納得しながらも、まだ疑問が残っている顔をしている。

「でも、稼げないって、テグスが言ってたです？」

「それでも稼ぐ方法はあるし、僕が慣れているから、二人を安全に連れていけるって理由もあるんだ。あと【中二迷宮】は稼げそうでも、縄張り関係で面倒になりそうだし」

〝中一区〟の雑貨店にて、以前に倒した悪あつ漢かんから入手した、革鎧三つを売り渡した。

　それと引き換えに、革の水筒を二つと、ティッカリ用の大きく頑丈な造りの背負子を手に入れる。

「水筒なら、持ってるです？」

「これは、水を入れずに持っていくんだ。ティッカリは、主に荷物持ちとして働いてもらうことになるからね」

「分かったの～」

　なんのために使うかを二人には内緒にしたまま、一緒に【中一迷宮】に入る。

　一層から四層までは、最小限度の戦闘で済ませ、足早に五層に下りた。

　そして人がいないのを確認してから、水筒と背負子を買った理由を話し始める。

「僕が仮かり証しようのときによくやっていた方法──バレスと《擬ぎ蛇じや触しよく手しゆ》の二種類の魔物で、お金稼ぎをするよ。ハウリナは前に見て知っているよね」

「はねる石と、ヌルヌルだけです？　臭いネズミと、木のオモチャは、いらないです？」

「《玩がん木き兵へい》は薪まきと同じ金額にしかならないから、背負子に余裕があればかな。トウフソは、何の役にも立たないから無視していいよ」

「初めて入る迷宮で勝手が分からないから、テグスたちにお任せするの～」

　早速移動を開始し、最初に出会ったのは、地面を這はい進む《擬蛇触手》だった。

　テグスは二人を手で押し止めると、無ぶ遠えん慮りよに近づいていく。

　すると、《擬蛇触手》が喉を絞めようと跳んできたので、軽く避けつつ糸を小こ鞄かばんから引き出し、両手で粗い目の網に手早く編み上げた。

　そして、再び跳びかかってくる動きに合わせて、その網を広げ、包んで捕らえる。

「よっとッ！　さてと。ハウリナ、さっき買った水筒を持ってきて」

「分からないけど、分かったです」

　不思議そうな顔のハウリナから水筒を受け取ると、網の下に口がくるように配置した。

　やがて、暴れる《擬蛇触手》から溢あふれる粘液が垂れて、水筒の中へ入っていく。

「ハウリナには前にも言ったけど。これが美容用品材料になるんだ」

　出が悪くなってくると、網を揺さぶって刺激を与え、さらに粘液を出させる。

「五分の一ぐらい溜まったけど、もう出ないかな？」

　動かなくなったので網から出し、短剣で適度に切り分けると、テグスとハウリナは指で摘つまんで口に運んだ。

「それって、生で食べられるの～？」

　テグスが切り身の一つを差し出すと、ティッカリは恐る恐るといった感じで食べた。

「ん～～～……生の野菜を食べているみたいかな～」

「見た目は蛇へびだけど、中身は植物みたいだからね。さて次々にいこう！」

　三人は魔物を探し歩き、トウフソはハウリナの鼻で避け、《玩木兵》の破片はテグスの背負子へ入れる。

　二匹目の《擬蛇触手》に粘液を出させているとき、通路の奥から石の魔物──バレスが飛び跳ねながら近づいてきた。

　手が離せないテグスの前に、ティッカリが立って手を広げて身構える。

　そこにバレスが跳んで、突進をしかけてきた。

「よっと～～～。捕ま～えたの～」

　直撃すれば骨折ですまないその突進を、軽く受け止めたことに、テグスは唖あ然ぜんとする。

「この魔物は、何の素材になるの～？」

　手の中で暴れるのを押さえつつ、ティッカリがはてな顔で聞いてきた。

「あ、うん。建物の石材になるんだよ。しかも、探訪者が重たいからって集めたがらないから、それなりの値がつくんだ」

「ふ～ん。なら、割っちゃ駄目かな～？」

「粉々じゃなければ、大丈夫なはずだよ」

　返答を聞き、ティッカリは力いっぱいに地面に叩きつけて、バレスを二つに割った。

「倒したバレスは、ティッカリに率先して運んで欲しいんだけど。大丈夫そう？」

「《取手陸亀》に比べたら断然軽いから、全然余裕なの～」

　バレスを背負子に乗せて、大したことはないと軽く足踏みしながら返事をする。

　それからは、テグスが《擬蛇触手》を捕まえて絞り、ハウリナがトウフソを避けつつ《玩木兵》を壊し、ティッカリがバレスを叩き割る役割で進んでいく。

　そして、ときたま見つかる宝箱からも、栓せんがされた透明な筒を回収しておく。

　中身が透明な液体だと知るたび、ハウリナががっくりと肩を落とすのが印象的だった。

　時間が経ち、用意した水筒が満杯になったとき、テグスはハウリナたちに声をかける。

「ティッカリが仲間になって初めての迷宮行だし、今日はここまでにしようか」

　背負子にまだ余裕はあったが、三人で地上まで階段で戻り、ギルド支部へ向かい、ルーディムに話しかけた。

「結構な量の素材を集めてきたと思ったら。驚いたことに、破壊屋がいるじゃない」

　陰気そうに笑いながら話す言葉に、ティッカリの額に血管が浮かぶ。

「誰だか知らないけど～～。その名前は嫌いだから、口にしないで欲しいかな～～」

　普段は温おん厚こうなのに、あだ名を聞いた途端に怒るのをみると、本当に嫌なようだ。

「あら、ごめんなさい。ギルドの回かい状じようには、似顔絵とあだ名しか乗ってなかったのよ」

「ティッカリなの～～。これからは、名前で呼んで欲しいかな～～」

「分かったし、悪かったわよ。だから、怖い笑顔を近づけないでくれないかしら」

　ルーディムが降参だと手を上げたのを見て、ティッカリも引き下がる。

　話が一段落ついたので、早速集めた素材を全て買い取ってもらうことにした。

「依頼の中から、達成できそうなのを後受け処理してあげる。多少は、受け取るお金が増えるわよ」

　ルーディムは素材の総量を確認してから、依頼の書かれた紙束を捲めくり始める。

「依頼を後受けするなんて、できちゃうんだ～」

「余っていればね。【中一迷宮】は人が少ないから、余っていることの方が多いけど」

「【中二迷宮】はたくさん人がいるから、聞いたことがなかったのかな～？」

　テグスとティッカリの話す姿に、ルーディムは作業しながら意味深な笑みを向ける。

「それにしても。頑俠族の娘こ、あだ名にしては、可愛らしい顔で体形の良い子ね」

「……暗に、顔と体で選んだでしょ、って言ってませんか？」

「あら、穿うがった見方をされて、お姉さん悲しいわ。さてっと、これが報ほう酬しゆうね」

　雑談をしている間に査定が終わり、銅貨で四十枚を受け取る。

　三人の背負子を素材で満杯にしたのに、前に【中二迷宮】で得た金額よりも低かった。

　ハウリナとティッカリは枚数を見て、探訪者が少ない理由に納得したようだった。

　そんな二人に見えるように、テグスは手の中で銅貨を分けていく。

「十枚は突撃盾に積み立てて、残ったのを三人で割るのでいい？」

「それで、いいです」

「武器の積み立てもあるから、あたしの分は、もっと少なくしていいと思うの～」

「駄目。得たお金を頭割りするのは、絶対だから」

　ティッカリの意見を退しりぞけ、一人十枚ずつ手渡すと、積み立て金は革袋にしまう。

　そこに、話を聞いていたルーディムが、割って入ってきた。

「資金作りなら、《造ぞう土ど擬ぎ人じん》の宝石の目と土の体を獲ってらっしゃいな。依頼が溜まっているから、買い取り額に色がつくわよ」

「倒すのに精一杯で、素材の状態まで気配りできませんよ」

　テグスが苦々しく言うと、深い陰気な笑みを返された。

「なら、良いことを教えてあげるわ。よかったわね、力持ちの子が加入してくれて」

　その意味深な発言に、テグスたちは身構えて、続く情報を待ったのだった。







　宿屋──憩いこいの紙し鳥ちよう亭ていで一晩明かし、疲れが残っていないのを確かめてから、テグスたちは朝から【中一迷宮】へ入った。

　昨日と同じように、バレスと《擬蛇触手》を狙って狩り集める。

　だが、五層に留まるのではなく、順々に層を下りながら行う。

　そうして九層までに、昨日の戦果より少し足りない程度まで、素材を集め終えた。

「最後の確認だよ。ルーディムさんの助言だと、ティッカリが危ないけど。やるの？」

「やめて帰っても、いいです？」

「武器で迷惑をかけているから、危険な役目でもどんとこいなの～」

　笑顔のティッカリを見て、決意は固そうだと理解し、三人並んで十層に下りた。

　そのまま〝門もん番ばんの間ま〟に入ると、通った入り口が閉じられた。そして、燭しよく台だいの炎がまばゆく瞬き、《造土擬人》が中央に出現する。

「教えてもらった通りにやってみるよ」

「分かったです！」

「頑張っちゃうの～」

　テグスとハウリナが先行して、短剣と黒棍の連撃を放つ。

《造土擬人》の防御する腕に、斬り傷やへこみができるが、数秒で元に戻ってしまう。

　だが、これは単なる足止めだ。

「到着なの～」

　足の遅いティッカリが、懸命に走り寄ってきて参戦する。

　手には残り一本になった、硬木の棍棒が握られていた。

「ハウリナ、離れるよ！」

「わふっ。とやっ、です」

　足止めを中止して二人は散開し、入れ替わったティッカリが棍棒を振りかぶる。

「と～～～や～～～」

　振り回された棍棒が当たる前に、《造土擬人》は両方の腕で防御する。

　ぶつかった衝撃で、棍棒が割れたが、魔物の両腕も千切れ飛んで空中で土に変わった。

　しかし、すぐに肘ひじ先さきから再生が始まる。

「教えられた通りに～、ここからは力比べなの～」

　ティッカリは割れた棍棒を捨て、再生する左右の肘を摑み、力の限りに押し込む。

　すると、《造土擬人》は力比べにつき合うかのように、押し返し始めた。

　その上、肘ちゆう部ぶの土が蠢うごめいてティッカリの手に絡みつき、外れないようにまでしてくる。

「押し返そうとする動きと、体に埋まった物を取り込んで武器にしようとする働きが合わさって、力比べみたいになるという説がある。って聞かされたけど……」

「負けず嫌いに見えるです」

《造土擬人》のほうが、小さい体格で力負けしているために、余計にそう見えてしまう。

「はっ、いけないけない。目を抉えぐらないと」

　力比べをしている横から、テグスは《造土擬人》の目に指を突っ込む。

　土が指に絡むのを感じながらも、目になっている宝石を引き抜くと、暴れ始めた。

「ふふ～ん、まだまだ余裕なの～」

　そのままティッカリが押さえ込み続けると、《造土擬人》の体が下半身から崩れだす。

　そして崩壊が腰元まで及ぶと、一気に土に還かえってしまった。

「あっさり、です」

　ハウリナは憮ぶ然ぜんとしていて、前に苦労したのは何だったのだと言いたげだ。

　同意するようにテグスも苦笑いしながら、手中にある宝石を指でなでる。

「でも、今後のことを考えると、この裏技に頼らずに、一人だけで《造土擬人》を倒せるようにならないと駄目だよね」

　テグスの真ま面じ目めな提案を受けて、二人は少し考えてから、うなずきを返してきた。

「ちゃんと倒さないと、強くなれないです」

「それなら、違った倒し方を考えないといけないの～」

「地上に戻ったら、宿で話し合おうか」

　そう決めると、手分けして《造土擬人》が変じた土を、麻袋へ入れ始めたのだった。







　日数が経ち、ツェーマ武器店にティッカリの突撃盾の代金を支払ってからも、テグスたちは【中一迷宮】へ連日通い続けた。

　お金を稼ぎつつ、《造土擬人》と戦って地力を育てるためにだ。

　お蔭で、突撃盾が出来上がる前日には、全員が単独で倒せるようになっていた。

「いくです。［衝撃よ、打ち砕けフラーポ・フラカシタ］」

　初めて戦ったときは使えなかった、震撃の魔術を黒棍に込めて、ハウリナは連打する。

「その首、もらったです。［身体よ、頑強であれカルノ・フオルト］！」

　防御する腕を破壊してからの、顎あごへの跳び膝蹴り。

　身体強化の魔術も合わさった蹴りの衝撃で、《造土擬人》の目にあたる二つの宝石が、顔から飛び出した。

　地面に落ちて転がると、体の形が崩れて茶色の土へと変わってしまう。

「つぎ、ティッカリの番です」

　土の中へ蹴り戻した宝石を中心にして、《造土擬人》が元の形へと再生し始める。

「は～い～。いっちゃうの～」

　ティッカリは背負子から、元はバレスの一部だった、一抱えほどの石を取り出す。

　重い石を手て鞠まりのように軽々とお手玉しながら、再生が終わるのを待ち、全身が元通りになったのを見届けてから近づく。

　すると、《造土擬人》が牽けん制せいに拳を突き出してきた。

「と～～～～や～～～～」

　しかし、ティッカリは攻撃を無視して、摑んでいる石で迫る拳を殴りつけた。

　ヒビが入ったものの、石は《造土擬人》の拳と腕を貫通し、胸元へと直撃する。

　大岩が崖がけから地面に落ちたような音と共に、石が粉々になり、魔物の胸から上が衝撃で吹っ飛んだ。

　再び目だった宝石が地面を転がり、残った腹から下が崩れて土になった。

「最後は、テグスの番なの～」

　ティッカリが宝石を拾い、土の上に置くと再生が始まる。

「もう斑紋鉈剣だと簡単に終わるから、鈍なまくらな短剣を使おうかな」

　テグスは左右に一本ずつ短剣を持って待ち、元通りに再生し終えたのを見て走りだす。

《造土擬人》は腕を拳けん闘とう士しのように構えると、素早い突きを放ってきた。

「──たあああああ！」

　素早い拳の軌道を見切って避け、テグスの顔横にある伸びた腕に、片方の短剣を刺す。

　そして、懐深くに入り込んだ。

「［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］！」

　もう片方の短剣に鋭刃の魔術をかけて、《造土擬人》の首を両断する。

　すかさず、振るった勢いを生かしての回し蹴りで、頭を遠くに飛ばしてやった。

　頭を失うと、《造土擬人》は再び宝石と土に変わって崩れ落ちた。

「さて、もう十分に戦ったし、地上に戻ろう」

　素材を手早く回収し、この先にある神像に祝詞のりとを上げて転移する。

　探訪者ギルドの〝中一区〟支部で、買い取りをお願いし、銅貨七十枚を手に入れた。

「食堂で、美味しいもの、食べるですー♪」

「これから飲むお酒もだけど、突撃盾が出来上がる明日も楽しみなの～」

「突撃盾を受け取ったら、【中迷宮】の攻略を本格的に始めるし、栄養をつけないとね」

　三人で山盛りの料理を食べつつ、ティッカリだけ酒しゆ精せいが弱いお酒も飲んでいく。

　報酬から食事の代金を払い、今日の宿代を引いたお金を、三人で頭割りにする。

　以前と分配の方法が違うのは、料理は先払いで頼むので、一人がまとめて注文して支払ったほうが手間がないからと、自然とこの形に落ち着いたからだ。

「でも～、お腹いっぱいに飲み食いしているのに、だいぶ銅貨が貯まったね～」

　分けた報酬を入れたティッカリの小袋は、重そうに膨ふくらんでいた。

「【中迷宮】で普通に活動していれば、食うには困らないお金は手に入るからね」

「ティッカリ、困ってたです？」

「それは腕力が普通じゃないからだね」

「なるほどです！」

「うぅ～、女の子に力が普通じゃないって言うなんて、酷いの～」

　二人の受け答えに泣く真似をして、次の瞬間にはお互いに笑い出す。

　そんな和わ気き藹あい々あいとした雰囲気のまま、三人は食堂を出て宿へと向かった。







　翌日、テグスは息苦しさで目が覚めた。

　背中には回された腕の、顔の両側には温かくて柔らかい感触がある。

　この一巡月で慣れてしまった事態だと理解して、体を揺らして脱出しようと試みる。

「ぁう～～んぅ～～……」

　頭の上で甘えるような声が聞こえてくるが、構わずに抜け出た。

「ふぅ。あー、息苦しかった……」

　上体を起こしてみると、テグスの寝ていた横に、ティッカリがいた。

　さっきまで抱いていたものを探して、二人寝用のベッドの上で手を這わせている。

　その様子を見ていると、テグスを挟んで反対に寝ていたハウリナを探し当てたようだ。

　そして、ゆっくりと両手で抱きつき、顔を豊かな胸の内へ引き込んでしまった。

「んふふ～～～……」

　満足そうなティッカリの寝言から少しして、ハウリナが手足を突っ張り始める。

「……ぐるる～～～」

　脱出できなくて苛いら立だったうなり声が上がり、足でティッカリを蹴りつけだした。

　すると、蹴った反動なのか、ハウリナの頭と足の位置が入れ替わる。

　息苦しさがなくなって、安らかな寝顔に戻った。

　逆に、ティッカリは顔の前にある尻尾に鼻をくすぐられて、むず痒がゆそうにしている。

　二人の互い違いな寝姿に忍び笑いしてから、テグスは木戸の閂かんぬきを抜いて外を見た。

　空に薄明かり──朝だ。

　今日中に、ツェーマ武器店に行って帰ってくるなら、ちょうど良い時間帯だった。

「ほら、二人とも。朝だから起きて」

「んうぅぅ……くあぁ～～、おはようです」

「おはよう～～～……あれ～、なんで目の前にもふもふがあるの～～～？」

　ティッカリは寝ね惚ぼけ眼まなこのまま、目の前の尻尾をぎゅっと摑んだ。

「ひゃあぅ！　ティッカリ、なにするです！」

「痛いの～。ぶたなくてもいいのに～」

　可愛い悲鳴を上げたハウリナに殴られて、ティッカリの眠気はなくなったようだった。

　テグスは忍び笑いをもらしながら、二人に宿を出る準備を促うながす。

　装備をつけ点検してから、突撃盾を受け取るため〝雑踏区〟へ歩いて向かうのだった。







　たどり着いたツェーマ武器店に入ると、店主のツェーマが腰を屈めて待っていた。

「どうして、腰を押さえているんですか？」

「なんだか湿しつ布ぷ薬やくの臭いがするの～」

「うるせー。こんなクソ重いもんを扱うのは、初めてだったんだよ！」

　痛む腰を代だい償しように出来上がった、突撃盾はというと──

　表面は、深い茶色と灰色の斑まだら模様。

　実物の形状は、二等辺三角形というよりも、片寄った菱ひし形がたといった風だ。

　丸く湾わん曲きよくした手先の内側には、甲羅の外側にあった取っ手がくっつけられており、握って保持できるようになっている。

「ほら、さっさと装備して具合を確かめてみろ。嬢ちゃん専用の武器だぜ」

「は～い。よい～しょ～～～」

　備えつけの革帯を締めて前腕に装備すると、端が少し肘よりはみ出していた。

　気になるのか、腕を曲げ伸ばし捻ひねったりして、二の腕に当たるかを確かめている。

「問題ないかな～。でも、ちょっとだけ、甲羅のままのときより軽い気がするの～」

「それは調整したときに、残っていた肉片や骨を取り除いたからだな」

　今度は、取っ手部分を摑んで、何度か殴る真似をくり返す。

　不備は見つからないようで、ティッカリは笑顔を見せた。

「大丈夫そうなの～」

「あと残るのは、強度がそのままかだね」

「おいおい、また店の武器を壊すつもりか。出来を確かめたいなら、魔物に使えよ」

「なら、迷宮で使ってみるです！」

　突撃盾に不備があると困るので、店から一番近い【小三迷宮】に入り、テグスたちにとっては弱すぎる魔物を相手に、使用感を確かめていく。

「と～～～や～～～」

　先頭を歩くティッカリは、敵を一撃で殴り潰しつつ、足早に層を下っていく。

「ギギィ！」

「て～～～や～～～」

　最下層──《迷宮主》のナイフ持ちのコキトも一度で殴り殺し、確認作業は終了した。

「強度は、変わってなさそうかな～」

「何度か地面を叩いていたけど、ヒビも傷もないしね」

　突撃盾の内側にある取っ手の接せつ合ごうも、壊れる素振りはなさそうだ。

「当たれば一発で倒すの、スゴイです」

「えへへ～。そんなことないの～。まだ、空振りとかしちゃうしね～」

「壊れない武器が手に入ったんだし、慣れればもっと当てられるようになるでしょ」

「なら、早く慣れて～。拾ってくれた二人の恩返しに、【中迷宮】で頑張っちゃうの～」

　嬉しげに突撃盾を振り回して活躍を誓う姿に、テグスとハウリナは微笑みを向けた。

　神像を磨き、祝詞で転移して地上に戻ると、ツェーマに問題はないと伝えにいく。

「そりゃよかった。そういえば、前にレアデールと会ったが。〝外殻部〟に行ってから顔を見てないって言っていたぞ。すぐ近くなのに孤こ児じ院いんに里帰りはしてないのか？」

「【中迷宮】は十層で足踏み状態ですから、報告しに行くことがないんですよ」

　ティッカリが反応して、テグスに視線を向ける。

「テグスが育った孤児院が、近くにあるの～？」

「【小三迷宮】近くにギルドの支部があるでしょ。その隣にある孤児院だよ」

　その場所に思い至ったのか、納得顔になった。

「なら。すぐ近くだし～、無事を知らせに顔を見せにいったほうが、いいと思うの～」

　ティッカリの提案に、テグスはどうしようか悩むと、ツェーマが訳知り顔で語りだす。

「何かをなしてから知らせにいきたい、って男心はあるよな。それに無事を知らせるだけなら、預金から孤児院に寄き付ふすれば分かることだしな」

「直接受け渡さなくてもいい方法が、あるんですか？」

　青銅証の説明を聞いたときにはなかった情報に、疑わしげな目を向ける。

「ギルドの支部で、預金の中からこれだけ寄付する、って言うだけでいいぞ」

「そうなんですか。それにしても、預金は〝雑踏区〟の支部にない機能なのに、よく知ってましたね」

「俺もお前らと同じ、青銅証持ちの探訪者だからな」

「そ、そうだったんですか!?」

　ツェーマが誇らしげに古ぼけた青銅証を見せると、テグスは純粋に驚きの声を上げたのだった。























　突とつ撃げき盾たてを入手し、すぐ【中ちゆう一いち迷めい宮きゆう】に入ると思いきや、テグスはハウリナとティッカリを伴ともなって別の場所に向かった。

「どこ、いくです？」

「ティッカリの突撃盾もできたし。いま僕らがどれだけ強いかを確かめに、【中迷宮】の中で魔物が一番弱い【中四迷宮】に行こうかなってね」

　ハウリナとティッカリは、初めての迷宮に行くことに不安げな表情をする。

「仮かり証しようのときに二十層まで行ったことがあるって、前に言ったでしょ。安心してよ」

〝中ちゆう一いち区く〟を移動していき、〝中四区〟に入る。

　すると周囲の雰囲気が一変し、息を潜めるような静けさに満ちていた。

「〝雑ざつ踏とう区く〟に、空気が似てるです」

「雰囲気だけね。ただ、街中にゴミはないし、建物は綺き麗れいだし、何より静かでしょ」

「けど、ず～っと警戒しているような空気なの～」

「あー。これは、【中四迷宮】での職業病、っていう人がいるからだね」

　その説明に、ハウリナとティッカリが不思議そうな顔を浮かべる。

「迷宮に入ったら、理由が分かるよ」

　その内に、見えてきた探たん訪ぼう者しやギルドの支部に入る。

「今日は、何のご用で？」

　職員も警戒しているような雰囲気で、言葉少なげな対応だった。

「お久しぶりです。二十層の《階かい層そう主ぬし》の情報を下さい」

「畏かしこまりました」

　差し出された蜘く蛛もの挿さし絵えと文字がある紙を、テグスは端まで読み終えてから返す。

「お気をつけて。それと、余裕があれば例の依頼を」

「はい。後受けでお受けします」

　端的な言葉を交換すると、テグスはハウリナたちを連れて外に出る。

　そして、近くの道具屋で、大きめな布を数枚と、十五粒の抗こう毒どく薬やくを買う。

　そのまま布は背負しよい子こに入れ、薬は一人五粒ずつに小袋に分けて持たせた。

「なんで解げ毒どく薬やくじゃないの～？」

「毒の種類に合う薬を持っていったら、それだけで背負子が満杯になっちゃうからね。よし着いたよ。あれが【中四迷宮】の出入り口だ」

　テグスが指した先にあるのは、大きな屋や敷しきの玄げん関かん口ぐちを切り取ったような、開かれた黒くろ艶つやのある木製扉。

　中には、緻ち密みつな装飾が施ほどこされた柱と、下へ延びる階段がある。

　そこを下りる前に、テグスの指示で、全員が抗毒薬を一粒ずつ飲み下した。

「うぇ～……変に甘いのに、青臭いの～」

「美お味いしくないです。これ飲むの、毒のある魔物がいるです？」

「それもあるけど、【中四迷宮】は罠だらけで、毒のある罠もあるから、念のためにね」

「わ、罠だらけなの～？」

　尻込みするティッカリを押して、三人は階段を下っていった。







【中四迷宮】の内ない観かんは、今までの迷宮とは、何もかもが違っていた。

　天てん井じようは黒い艶めく木板でできていて、延びる通路は陶とう器き板ばんが一面に張られている。

　装そう飾しよくが刻まれた石柱が等とう間かん隔かくに並び、壁は長方形の石を組み上げてできていた。

「うわ～、大きな家に入ったようなの～」

「人によっては、砦とりでっぽいって感じるらしいけどね」

「くんくん。魔物っぽい臭い、しないです」

　無用心に足を踏み出そうとしたハウリナを、テグスは摑つかんで止めた。

「そこ、罠があるから」

「……どこにです？」

　テグスが斑はん紋もん鉈なた剣けんを抜いて、先で床の一部を押す。

　小さな音の後にその場所が開き、片足が入る程度の、底が浅い穴が生まれた。

「小手調べの落とし穴なんだけど、これで足を挫くじく人もいるから気をつけて」

「ぜんぜん、気がつかなかったです」

「まずは、僕が先を歩いて教えるよ。二十層の《階層主》に力試しにいくまでに、二人とも少しは慣れてね」

　テグスは手て馴なれた調子で先せん導どうしていき、罠を見つけていく。

　床や壁にある起動場所をわざと押し、小石が壁から飛んできたり、落とし穴が現れるのを見せていく。

　中には毒矢が飛んでくる罠もあり、これが抗毒薬を飲ませた理由だった。

「こんな風に、毒矢以外は多少怪我する程度だけど、深い層だとより凶悪になるから」

「見えない罠を探すより、普通に魔物と戦うほうが楽そうかな～」

「そうです、魔物見てないです。いないです？」

　ハウリナは、今まで一匹も魔物を見かけていないことに、いま気がついたようだ。

「迷宮都市の外にもいる普ふ遍へん種しゆだけが、【中四迷宮】に出るけど。他の迷宮と比べて、あまり出会わないよ。だから仮証のとき、二十層まで行ってみようと思ったんだしね」

　歩いていると、丸い取っ手つきの扉が壁にある場所が見えた。

「……あれも、罠があるの～？」

「ある扉もあれば、ないのもあるよ。今回のは──ないね」

　テグスがその扉を開けると、中は五人ぐらいが寝られそうな小部屋になっていた。

「罠の発見は頭が疲れるから、扉のある小部屋の中で休きゆう憩けいをとりながら進むんだ」

「安全に休めるの～？」

「罠を解除すれば安全に休めるよ。たまに、宝箱が置いてある部屋もあって。中に武器やお金が入っているんだよ」

「それにも、罠があるです？」

　テグスが当たり前とうなずくと、二人とも疲れたような表情になった。

「なんだか、どこもかしこも罠に見えてくるの～」

「こうやって疑り深くなるから、〝中四区〟は警戒している雰囲気があったんだよ」

「なるほどです」

　疲れてはいないのでこの部屋で休憩はとらずに、三人は罠だらけの通路を進んでいく。







　一層から四層に出る魔物は、素す手でのコキト、中型犬の魔物である『ラヴォ』、顔大の毛虫の『ヒャリル』、そして掌てのひら大だいの蜂はちである『ヴェスホウ』の四種である。

　全て、【小迷宮】にいてもおかしくないほどに弱い。

　五層からは、罠の殺さつ傷しよう力りよくが上がる。

　落とし穴の底に刃物が置かれ、鉄てつ礫つぶてが飛んできて、糸のくくり罠が現れ、石せき鏃ぞくの矢に毒が塗ぬられていた。

　まれに出くわす魔物も、一ひと癖くせあるものに一新される。

　橙だいだいと黒色の縞しま模も様ようをした、掌大の毒どく蛙がえる──『タイワイ』。

　死んだ振りから奇襲する、腹部だけが真っ赤な毛の茶ちや狐ぎつね──『ヴファ』。

　壁の模様に体色を変化させ、長い舌で攻撃してくる大柄な蜥蜴とかげ──『レニチャス』。

「ヴファは、死体だと思って近づくと襲われるから、里の近くでは有名だったの～」

「色が変わる肌のトカゲ、前の群れのナワバリで、見たことあったです」

「【中四迷宮】は普遍種しかでないから、二人が知る魔物がいてもおかしくないね」

　解除した罠の素材を集めながら、順調に進む。

　六層へ続く階段の直前で天井板が外れ、棘とげが八方に伸びた黒く丸いものが落ちてきた。

「マキビシかな～？」

「ハリネズミです？」

「どっちも間違い。海にいる、ウニの魔物なんだって。『ルルキーノ』って名前だよ」

　内陸地の迷宮都市で育ったテグスは、海を見たことがないので、伝聞情報である。

「海かぁ～。いつかは見てみたいの～」

「潮しお臭くさい、水溜りです。見ても、面白くないです」

「あれ？　ハウリナは、海を見たことがあるんだね」

「前の群れのナワバリに、崖があったです」

　テグスは海の話を聞かせて欲しかったが、ハウリナは話したくなさそうにしている。

　すると、ティッカリが話題を変えてくれた。

「えっと～。このルルキーノって、どんな特徴があるのかな～」

「そうだなあ。特徴は、さっき見た通りに、天井裏から落ちてくる。針に毒があること。あとは、割った中身が食べられるってことかな」

「これ、食べ物です!?」

　目を輝かせるハウリナの前でそれを割り、橙色で濡れた綿のようなものが入っているのを見せる。

「はい、あーん」

　橙色のものを短剣の先ですくい、待ちきれない様子のハウリナの口内へ落とす。

「あ～～～んぅ♪」

　よほど美味しいと感じたのか、獣耳と尻尾がピンと伸びた後で激しく揺れだした。

　ティッカリにもあげたが、好みではないのか、いまいちな表情だ。

　テグスも久しぶりに食べてみると、塩スープのような香りと、臭みだけを薄くして他を濃のう厚こうにした生なま肝ぎものような味が、口内を満たしていく。

「動物の肝が好きな人──ハウリナが気に入りそうな味だったよね」

　一人で想起しつつ納得していると、袖そでをハウリナに引かれた。

　顔を向けると、大口を開け、舌をやや出して、次を求めている。

　ティッカリに食べるか視線で確認するが、いらないと、首を横に振った。

　それならと、残りを全てハウリナの口の中へ入れる。

「んふー。大満足、です！」

「それは、よかったね～」

　ティッカリがなでるのも合わさってか、尻尾が激しく振られている。

　可愛らしい姿に忍び笑いをしてから、下の層へ向かって進んでいった。







　順調な道行きと同じく、十層の《階層主》との戦いもまた、危なげなく終わった。

「〝門もん番ばんの間ま〟に入ったら、動くなって言われていたけれど～」

「これは、なるほどです」

　ハウリナとティッカリの前にあるのは、二人が並んで入るほど、大きく深い落とし穴。

　底には針山があり。その一角に、人の半分はある大きな鼠ねずみが、血を流して死んでいた。

「この『ソウソ』は、泣き声で魔物を呼び寄せるんだよ」

「『ヂュギ───』って鳴いていたのは、呼んでいたからだったんだ～」

「〝門番の間〟だと《階層主》だけしか出てこないから、呼んだところで意味がないけどね。あと、待っているだけで、勝手に罠にかかって死んじゃうし」

　そんな、知っていれば誰でも倒せるため、一番楽な《階層主》だと聞いていた。

「だから仮証のとき、罠さえどうにかできれば、二十層までいけると思ったんだよ」

　テグスは過去の話をしつつ、現れた出口の先へ進む。

「あれ、【中四迷宮】を造った、神の像です？」

「なんだか悪い事を考えてそうな、お顔をしているの～」

　悪あく童どうのような笑みを口に浮べる、童どう女じよの様に小さい体の、短髪な女神の像があった。

「この女神様は、《靡ひ導どう悪あく戯ぎの女神シュルィーミア》だよ」

「【中四迷宮】は、悪い神様が造った場所なの～？」

「狩猟の神の奥さんなら、罠の多さになっとくです」

「「──ん？」」

　お互いの知識に違いがあると分かったようで、二人は顔を見合わせて首を傾げ合う。

「二人の言っている事はどっちも合っているよ」

　仕草に微笑ましさを感じつつも、テグスは二人と共に神像を磨きながら、この女神について講義を始める。

「陰いん謀ぼうと罠を司つかさどっているから、国によっては悪あく神しんとみなされているらしいよ。でも、狩猟が盛んな国では《改良漁ぎよ猟りようの神ハップダート》の伴はん侶りよとして奉まつられているんだ」

　場所が変われば、善神が悪に堕おち、悪神が善に転じるのは、よくある話だ。

「テグスは、善い神、悪い神、どっちだと思うです？」

「う～ん……善い神様なんじゃないかな」

「どうして、そう思うのかな～？」

「悪い神様だったら、出してくる魔物を、罠に引っかけたりしないだろうからね」

　言ってから、いま思い出したという仕草をして、ティッカリに顔を向ける。

「そういえば。この女神様に悪い感情を持っている人が、女神像で地上へ戻る祝詞のりとを唱えると、悪戯いたずらされて別の場所に転移させられるって噂が──」

　テグスが話している途中で、ティッカリが必死に祈り始める。

「善い神様だと思い直したの～。だから悪戯はしないで欲しいかな～」

　その姿に苦笑してから、テグスはティッカリの肩を優しく叩く。

「単なる噂だよ。僕は何度も転移しているけど、別の場所に送られたことないし」

　ネタばらしをすると、ティッカリの頰ほおがぷくりと膨れた。

「もう、脅かさないで欲しいの～」

「だ、だいじょーぶだと、分かっていたです」

　ハウリナのほうも、少しは心配していたようで、テグスはごめんと謝った。

　それから三人で、拭ふき終わった神像に軽く祈りを捧げてから、階段を下りていく。

　そして、この先が自分たちの実力を測る本番だと、テグスは気を引き締めたのだった。







　十一層からは、十層までの通路と同じ内装に加えて、調ちよう度ど品ひんが置かれている。

　通路には台と花か瓶びんが、壁には油ゆ灯とうランタン、ときには絵画が飾られていた。

　扉の小部屋にも、部屋ごとに違った種類の家具が、一つか二つ置いてある。

　罠もより凶悪化し、鉄てつ鏃ぞくの矢、鉄球、槍、火が、いたるところから飛び出てきた。

　そんな罠の素材と、罠で死んだ探訪者の装備品を、テグスたちは回収して進む。

「さて、言ってあった通り、二人に罠を発見する訓練をしてもらいます」

「ほ、本当にするです？」

「必要だとわかるけど、ちょっと怖いかな～」

「大丈夫だよ。罠にかかりそうになったら、教えてあげるし、助けてもあげるから」

　念のために全員が抗毒薬を服用すると、まずハウリナが挑む。

　テグスの反応を見つつ、黒こく棍こんの先で怖々と通路や壁を突きながら進んでいく。

「ここはだいじょーぶです……これは危険──じゃないです？」

　たまに罠を作動させることもあるが、距離を取っているので、怪我をすることはない。

「へえ、なかなか発見するのが上手いね。ハウリナって、罠の知識があるの？」

「狩りを手伝うとき、ほかのヒトのにかからないよう、見つけ方を教わるです」

　そうしていると次第に、黒棍の先で触れるだけで、罠の判別がつき始めたようだ。

　下への階段に着く頃には、見ただけで大体の目星をつけられるまでになる。

「十二層からはティッカリの番だよ。気負わないようにね」

「が、頑張って見つけるの～」

　空元気の返事をしてから、十二層に足を踏み入れる。

　そして、狙ったかのように罠を踏み抜いてしまい、石壁の一部から槍が伸びてきた。

「ティッカリ！」

「ひゃわ!?」

　テグスが引っ張って退避させたお蔭かげで、槍は突撃盾に当たり、どうにか防げた。

　ティッカリは間かん一いつ髪ぱつだったと理解したのか、軽く顔が引きつっている。

「あ、ありがとうなの～」

「助けるとは言ったけど、もっと慎しん重ちように行かないと」

「も、もう平気なの～。いまのでコツを摑んじゃったかな～」

　今度は、十分に周囲を注視しながら進んでいく。

　やがて、罠を発見したようで、床の一部を凝ぎよう視しし始めた。

「よ～し～。と～～～や～～～」

　そして、設置されている花瓶を摑み、見ていた場所に投げつけた。

　花瓶が仕掛けに当たったのか、大きな落とし穴が開く。

「ふふ～ん～。なんか、やり方が分かっちゃったかな～」

　先へ歩きつつ、周囲を見回し、花瓶の台を叩き壊す。

　中には、鉄球を発射する機き構こうがあったが、共に粉々になって床に散らばった。

「壁から出てくるのは、こうすればいいの～」

　射しや出しゆつ口に突撃盾を掲げて歩き、罠を踏んで飛び出てきた毒矢を、突撃盾で防ぐ。

　そんな調子で、ティッカリは力任せと盾任せに、ずんずんと進んでいった。

「まぁ、罠が出てくる場所が分かっているんだから、解除法としてはありだけど」

「周りの人が、危険です」

　結局、豪ごう快かいな解除法だけで、十二層を踏とう破はし終えてしまった。

「少し時間がかかったし、ここからはちょっと早足だよ」

　二人の訓練を終えて、テグスは先導しながら、実力を知るために魔物を探していく。







　手斧ちようなか短剣を持つコキト、調度品に巻きつく蔓つる草くさに似た蛇の魔物──『ヴァマン』、内観に似合わない岩の中にいる虫の魔物──『ガパグロ』。

　三種の魔物と戦いながら、テグスは通路上にある扉を次々に開けて中を確かめる。

　そして何度目かの小部屋に、天てん蓋がいつきのベッドがあるのを見つけた。

「あった。二人とも疲れたでしょ。ベッドがある小部屋を見つけたから、休憩しよう」

　テグスの言葉に、ハウリナたちは背負子を置くと、喜びながらベッドに寝転がった。

「たいした魔物いないのに、へとへとです」

「罠のせいで疲れたの～。魔物だけ出る迷宮が、恋しく感じちゃうの～」

　どうやら二人にとっても、ここまで出てきた魔物は弱敵なようだ。

　テグスはちゃんと実力がついていることに安心しながら、解除した罠を弄いじっていく。

　ハウリナはティッカリとベッドの縁ふちから顔を出して、その手元を覗のぞき込んだ。

「なにしてるです？」

「ベッドの下に仕掛けられていた、『発はつ破ぱ石いし』を回収しようとしているだけだよ」

　テグスの手元にある小さな網の中には、黒い握り拳大の石が十個ほど入っていた。

「その石、聞いたことがないの～」

「これって強く衝撃を与えると、爆発する石なんだ。試しに爆発させてみようか？」

「ま、待つです、テグ──」

「ひゃう、危な──」

　二人が止める前に、発破石を一つ、小部屋の壁へ投げつける。

　壁に当たった石が爆発し、強く手を叩いたような音と、手で隠せるほどの大きさの焦こげ跡あとを残した。

　そして、解除し終わっていた罠が衝撃で作動し、くくり罠の切れた糸が大きく動く。

「一気に全部なら、小部屋が吹っ飛ぶけど。一つだけだと、こんな風に大したことないよ。罠を見つけるのが面倒なときは、この小さな爆発で罠を動かして解除するんだよ」

　ベッドの中に避ひ難なんしていたハウリナたちは、からかわれたと、怒った目を向けてくる。

「「──テ～グ～ス～……」」

「ごめんごめん。軽い冗談のつもりだったんだよ」

　テグスは身振りでも謝ると、発破石を網から一つずつ出していく。

「その石、持っていくです？」

「爆発する石を持つなんて、危なく見えるだろうけど。対処法を知っているから大丈夫。それに、職員の人に依頼を頼まれもしたしね」

　一つ一つを、裂いた布で包んでから網へ戻し、上からもう一枚布を巻いていく。

「それで、だいじょーぶです？」

「強く叩いたり、ぶつけたりしなければね」

　ハウリナたちは持ちたがらないだろうからと、テグスは自分の背負子に入れた。

「罠がある場所なんて、こりごりなの～。二度と【中四迷宮】に入りたくないの～」

「でも、【大迷宮】にも罠はあるから。どうせだし、慣れちゃったほうがいいよ？」

「「うへぇ～～～」」

　口から不快な気分を言葉に出すと、ベッドに突つっ伏ぷし、そのまま眠り始めた。

　テグスは二人が疲労から回復するまで待ちながら、五ご則そく魔法の本を書き写した紙を見て暇を潰す。

　少し時間が経ち、ハウリナが先に起きてきて、背伸びをする。

　ベッドの揺れを感じてか、ティッカリも眠そうに目を擦こすりながら起きた。

　二人とも、テグスが見ている紙を覗きにくる。

「【中四迷宮】二十層の《階層主》は、蜘蛛の魔物らしいから、火の壁を出す魔法が役立つかなって、復習していたんだ」

「……あれ～。テグスって、五則魔法が使えたの～？」

「言ってなかったっけ？　ちなみに、これが触しよく媒ばいとして使っている神しん剣けんね」

　仲間だからと、補ほ短たん練れん剣けんをなんのためらいもなく見せてあげる。

　薄青い剣身が視界に入ると、ティッカリの眠気が、どこかに吹っ飛んでいったようだ。

「テグスって、神剣持ちだったんだ～！　どうして黙っていたの～!?」

「悪い人に知られると危ないから、言いふらさないようにして、言い忘れただけだよ」

　そう説明しても、この迷宮に毒されてしまったのか、ティッカリは疑う目をするのだった。







　十五層に入ると、より罠が分かり難にくくなった。

「ここからは、僕でも苦戦するから、慎重にいくよ」

　ゆっくりと進み、出くわす頻ひん度どが高くなった発破石の罠は、優先して回収していく。

　加えて、相変わらず出会う確立は低いが、出現する魔物もより癖のあるものになる。

　投げ槍か弓矢で遠くから攻撃してくる、武装したコキト。

　体の甲こう殻かくが床の陶器板と同じ大きさと質感の、百足むかでの魔物──『スンベデ』。

　壁石と同じ大きさと模様の、鋏はさみ虫むしの魔物──『モルティマ』。

　慣れているはずのテグスでも、困難さによる疲れで、頻ひん繁ぱんに小部屋で小休止をとる。

　そんな風に、時間をかけながら着実に層を下っていき──。

「はぁ～……。ようやく二十層までこれたよ……」

　疲労を癒いやすために、〝門番の間〟の手前にある、準備部屋の床に寝転がった。

　その姿を見て、ティッカリが足を畳んで座ると、太ふと腿ももをぽんぽんと叩く。

「それだと休まらないだろうし～。膝ひざを貸してあげるの～」

「えっ、悪いよ……」

「いいから、休むです」

　遠えん慮りよするテグスをハウリナが引っ張って、ティッカリの膝ひざ枕まくらに寝させる。

「寝心地はどうかな～？」

「えっと……温かくて柔らかくて、気持ちいい、かな？」

「ふふ～。気に入ったようで良かったの～」

　下から見上げると、豊かな胸の向こうに、にこやかな表情が見えた。

　さらには、幼おさな子ごに母がするように、頭をなでてくれる。

　ハウリナも役に立とうと、真似をする。

　疲れからか、頭が回らないテグスは、大人しくこの状況を受け入れていた。

　少し経ち回復すると、女性二人に世話をされていることが、急に恥ずかしくなる。

「もう、十分休めた。ありがとう」

　起き上がり、内心を誤ご魔ま化かすように、《階層主》に挑む準備を始めた。

　ハウリナとティッカリは、テグスが元気に動く姿を見て微笑むと、準備を整えだす。

　だが、ティッカリだけは動くに動けなくなった。

「あうぅ～……足がしびれちゃったの～～～」

「……もう、仕方がないです」

　ハウリナが血行を戻そうと、ティッカリの足を揉もみ始める。

「あッ、待って～。あうぅ、ぴりぴりして辛いの～」

　ティッカリは痺しびれが辛いのか、くすぐったそうに身を捩よじり始める。

　テグスも手伝おうと思ったが、膝枕の気恥ずかしさが残って、言い出せなかった。

　仕方なく、集めた罠の素材で何か作れないか、考えることにした。

　真っ先に思いついたのは、糸を束ねて編んで小こ縄なわにすること。

　だが、蜘蛛の魔物は足が八本あるらしく、動きを阻害する道具は意味がない気がした。

　礫つぶてや鏃やじりが目に入るが、ただ投げるだけでは効果は見込めないはずである。

　小縄と鏃を合わせた、鞭むちのような武器も考えたが、どっちつかずになりそうで却下。

　最終的に、扱うのが危険でも、効果がありそうな道具を作ることにした。

　布に包んだ発破石三つの間に、鉄の礫や鏃を挟む。

　それを布で一まとめにして軽く縛れば、即席の爆発物が出来上がる。

　同じ物を三つ作ると、小鞄の中身を調整してから入れた。

　作業が終わり、ふと顔を上げたテグスの口から、言葉が滑り落ちる。

「人の驚く顔を笑うことこそ、我が愉ゆ悦えつに他ならない」

　危ない響きがあるその発言に、ティッカリの足を揉んでいたハウリナが、ぎょっとして振り向いた。

「いきなり、どうしたんです？」

「いや。壁に悪あく筆ひつな古代語で、そう書いてあるんだよ」

　苦笑いしながら、テグスが〝門番の間〟の入り口の上を指すと、そこには落書きにしか見えない黒い線の列があった。

「仮証のときの【大迷宮】にいくための課題が、あの文字を書き写してくることでね。懐かしさで、つい口に出ちゃっただけ」

　ティッカリの痺れが取れるのを待ち、三人は〝門番の間〟に入っていく。

「この《階層主》を倒せば、他の【中迷宮】二十層に行ける力があるって証明できる」

　そんなテグスの決意の言葉に呼応したように、入り口は複数の鉄てつ格ごう子しで閉ざされた。







　広間の四方の壁に多数あるランタンに、ひとりでに火が入り、周囲が照らされていく。

　現れたのは、こげ茶色の陶器板が敷かれた広い床と、梁はりがある高い天井。

　調度品はないものの、舞ぶ踏とう会場のように感じる場所だった。

　テグスたちが背負子を下ろしていると、一斉にランタンの火が落ち、すぐに再燃する。

　その一瞬の間に、人よりも大きな濃い灰色の蜘蛛が、中央部に現れていた。

「あれが、《階層主》──資料で見た名前は『タラングレノ』だよ」

「聞いたことあるの～。鉱山に住んで人を食べるって、悪い意味で有名な魔物なの～」

「ガギチギチギチチチチ！」

　説明に対する拍手のように顎あごを鳴らして、蜘蛛の魔物──タラングレノが身を沈める。

　テグスたちが身構えるのをあざ笑うかのように、後ろに数回跳んで壁際まで移動した。

「あおおお──」

「と～～～──」

　ハウリナとティッカリが追いかけようとして、なにかを思い出したかのように固まる。

「……二人とも。この迷宮には罠があるって、忘れてたでしょ？」

「あ、あはは～。うっかり忘れちゃっていたの～」

「ちょっと、失敗です」

　二人が反省していると、タラングレノが、周囲に糸を吐き出していく。

　天井に糸が橋のように広がると、その上を歩き始めた。

「なるほどね。ああやって、床の罠を回避しながら、探訪者を狙うわけだ」

「感心している場合じゃないの～」

「どうするです。動けないです!?」

　テグスたちが手をこまねいているうちに、糸を吐いては伝い、着実に接近してくる。

「少し遠いけど、焼き払おう。［我が魔力を火口に注ぎヴエルス・ミア・エン・フラミング、呼び起こすは火閃の炎ミ・ボキス・リニオ・フラモ］」

　補短練剣の先から直線状に伸びた炎が、糸に触れて延えん焼しようする。

「ガギチギチギチ！」

　足場が失われる前に、タラングレノは横っ跳びで、空中へ身を躍らせる。

　空中を飛ぶ間に、吐いた糸を天井にくっつける。

　そして、振り子のように、壁際まで跳んで逃げ延び、再び糸で足場を作っていく。

　一度で学習したのか、足場の延焼を防ぐように、たびたび間かん隔かくを空けていた。

「虫の魔物なのに、賢いな……」

　火か閃せんの魔法では効果が薄いと見て、補短練剣を鞘さやに戻す。

　すると、タラングレノは、再び糸を足がかりに近づき、広間の真ん中を通り過ぎた。

「どうするです？」

「仕方ない。いちいち避けるのも面倒だし、床の罠を見て分かるようにしちゃおうか」

　背負子から、布に包まれたものを引っぱり出し、結び目を解いていく。

　そして、中にある発破石を剝むき出しにすると、広間の床と広く撒くように投げ放つ。

　落ちた石が次々に小さく爆発し、衝撃で作動した罠が露あらわになっていく。

　発破石を一ひと網あみ分残して使い切ると、入り口から広間の半ばまでの罠を解除できた。

「これで、動きやすくなったんじゃない？」

「罠のあるとこ、だいたい見えるです！」

「開いた落とし穴は危険だけど～。ちゃんと避ければいいだけなの～」

「なら、反撃開始だね」

　発破石の爆発音と、無理やりな罠の解除に驚いたのか、タラングレノが固まっている。

　この隙を逃すまいと、三人は襲い掛かった。

「［身体よ、頑強であれカルノ・フオルト］。あおおおおおおおおおおん！」

　ハウリナが魔術で強化した脚力で糸の上まで跳び上がり、黒棍を振り下ろす。

「ガチギチギチギチ」

　歯は軋ぎしりするように顎を鳴らしたタラングレノは、攻撃を避けて床へ下り立った。

　向こうも、罠の位置が分かるならば、糸の足場を使わないようだ。

「と～～～や～～～」

　そこに、ティッカリは走り寄ると、突撃盾で殴りつけにいく。

　タラングレノは身を沈め、素早い動きで横へ跳び、さらには糸を吐き返してきた。

　それを突撃盾で防御するが、糸がくっついて離れなくなる。

「たああああああああああ！」

　テグスは抜いた斑紋鉈剣で、突撃盾と糸とを斬り離し、返す剣でタラングレノに斬りかかるが、横に素早く跳んで逃げられてしまう。

「ガチギチギチギチ」

　地上の戦闘では分が悪いと見るや、タラングレノは天井にある糸の橋に飛び乗った。

　それを見て、テグスは下がりながら、手振りでハウリナたちを呼び寄せた。

「ちょっと危険な方法だけど考えがあって──」

　作戦を伝えている間に、タラングレノは天井に糸を広げていく。

「──どうかな？」

「いいと思うです」

「聞く限り、そんなに危険じゃない感じがするから、賛成なの～」

　作戦が決まると、三人は散開しながら、糸を歩くタラングレノに向かっていく。

　ティッカリは直進し、テグスとハウリナは横合いから回り込む形だ。

「ガチギチギチギチ──」

　タラングレノが足止めに糸を吐いてきたのを、ティッカリが突撃盾で受け止める。

　すると、かかった獲物を引っ張り込もうと、糸を引き寄せ始めた。

「力比べなら負けないの～」

　ティッカリも全身で突撃盾を引っ張り、綱引きのような姿で両者は静止した。

「これを、食らえ！」

　そのとき、テグスが〝門番の間〟に入る前に発破石で作った、爆発物を投げつけた。

　外見が布の包みだったことに油断したのか、タラングレノは避けようとしない。

　爆発物は頭部に当たると破裂し、組み込んだ鉄礫や鏃は、飛び散ってタラングレノの外がい殻かくに食い込んだ。

「ガギギギチチチ！」

「もう一回！」

　悲鳴を上げるタラングレノに、テグスはもう一つ投げつけた。

　危険だと分かったからか、突撃盾と繋つながる糸を顎で切り、横の糸へ跳んで逃げていく。

「［衝撃よ、打ち砕けフラーポ・フラカシタ］。あおおおおおおおおん！」












　そこに、ハウリナが糸に着地する瞬間を狙い、震しん撃げきの魔術を込めた黒棍を投とう擲てきする。

「ガギ、ギチチチガチチ！」

　体に直撃し、足場から転落しつつも、タラングレノは足から着地する。

　そこに、テグスが最後の爆発物を投げると、タラングレノは慌てたように横へ跳ぶ。

「避ける方向が、横だけしかないって分かれば、倒し方はあるんだよね！」

　目で姿を追いながら、テグスは補短練剣を抜いて、呪文を唱え始める。

「横に逃げる相手には横線で。［我が魔力を火口に注ぎヴエルス・ミア・エン・フラミング、呼び起こすは噴出する炎ミ・ボキス・ラケーテ・フラモ］！」

　補短練剣を地面へ向け、横よこ薙なぎに振るいつつ、五則魔法の詠えい唱しようが完了した。

　すると、剣先からではなく、振るった軌道上の地面から壁のような炎が噴き出す。

　立ち上がった炎は、さらに横に跳んで逃げる、タラングレノを包み込んだ。

「ガギギギギチチチチ！」

　タラングレノは炎の壁から跳び出ると、火を消そうと体を地面に押しつける。

「もらったの～。て～～～や～～～」

　そこに、ティッカリが駆け寄り、燃えるタラングレノ目掛けて、突撃盾を突き下ろす。

　外殻を砕かれながら地面に押しつけられた頭が、挟まれた圧力で弾け飛んだ。

　タラングレノは頭部を失っても、しばらくはもがいていたが、やがて動きが止まった。

「よし。これで【中四迷宮】二十層の突破達成だね」

　上手く作戦通りにいって、テグスは満足顔で安あん堵どしたが、それは一瞬だけだった。

「あわわわっ。盾についていた糸に、火が燃え移っちゃったの～」

「ど、どうするです!?」

　火を消そうと、燃える突撃盾を振り回してしているティッカリと、オロオロするハウリナの姿を見て、テグスは慌てて駆け寄った。

「慌てず、振り回さずに、床に押しつけて消して」

「あわわわ、わ、分かったの～」

　燃える盾の面を床に押しつけると、ほどなくして火が消えた。

　三人とも安心したように息を吐き、顔を上げて見合わせ、おかしそうに笑いだす。

「あははっ、二人とも焦りすぎだよ」

「わきゃきゃ、盾が燃えてたです」

「あははは～、もう二人とも笑わないで欲しいの～」

　笑いがなかなか収まらなかったが、ともあれ二十層を三人は突破できたのだった。







　磨いた《靡導悪戯の女神シュルィーミア》の神像に、祝詞を上げて転移する。

　階段を上って地上に出ると、〝中四区〟の支部に戻る。

　二十層突破したので印しるしをもらうため、タラングレノの足一本を証拠に渡した。

　そして、集めた罠の素材と、使わずに残した布に包んだ発破石を換かん金きんする。

「そろそろ『人狩り』の季節ですので、発破石は助かりました」

　後受け処理をした依頼の報ほう酬しゆうが、換金した代金に上乗せされた。

　それを受け取る前に、テグスは職員に質問する。

「用よう途とは煙玉ですか？　それとも火か炎えん瓶びん？」

「煙のほうで。〝雑踏区〟だと火は怖いので」

「なるほど……用心に煙玉を自作するので、発破石を一つだけ買い戻します」

　職員は無言で、布に包まれた発破石一つと、その分を引いた金額を手渡した。

　貨か幣へいの数が二十枚ほどで報酬に疑問を持ったが、一枚だけ色が違うことに気がつく。

「あの、この枚数で銀貨だと、仲間と分け辛いんですが」

「両替もできますが、預金のほうが手間はないかと」

　預金には、収入を分配するのにも使えるらしい。

　手持ちが十分あることを確認してから、銅貨三十五枚ずつ、初めて預けることにした。

「そうだ。僕の青せい銅どう証しようから銅貨十枚を、【小三迷宮】の近くにある孤こ児じ院いんに寄付したいんですけれど」

「畏かしこまりました。お待ちを」

　すぐに処理が終わり、テグスが代表して青銅証を受け取ると、それぞれに配っていく。

　青銅証の裏面を見ると、預金した分の数字がきちんと記入されていた。

　表面に返してみると、左下に開いた魚の口のような図が刻まれている。

「この図柄って、何ですか？」

「当支部の印──その片割れで、挟み罠の図です」

　紙に書いて見せてくれた完璧な印には、同じ図の中心に、鍵かぎの絵が追加されている。

　完成図を全体的に見ると、目のように見える、不思議な絵柄だった。

「【中四迷宮】を三十層まで攻略したら、鍵の絵が追加で刻まれるわけですね」

　職員は一度うなずくと、下がっていった。

　支部での用は終わったので、三人で道具屋に移動し、テグスはニカワと炭と黒色の染料を買う。

　そして、宿の部屋で、煙玉作りを開始した。

　まず、麻袋の中で発破石と炭を短剣で削けずって粉にして、ニカワと染料を混ぜて練ねる。できた塊かたまりを十個の黒い団子に丸め分け、乾燥させるため袋の口を開けて放置する。

　そんな作業を終えると、見学していたハウリナとティッカリに、テグスは顔を向けた。

「【中迷宮】の二十層に現れる《階層主》の中で、一番弱いタラングレノは倒せたね。これで最低限の強さはあると証明できた。なら、次はどの【中迷宮】に行こうか？」

　唐突な質問に困った様子だったが、それぞれが考えて答える。

「うーん……【中一迷宮】は、十層で、途中です」

「同じかな～。十層の《階層主》を倒せているから、もうちょっとって感じだし～」

「僕も同じ意見だったよ。よし、早速明日から、突破を目指していこうか」

　こうして、次の目標は【中一迷宮】の二十層を突破することに決まったのだった。







【中四迷宮】の二十層を突破してから、十日が経過した。

　いまだにテグスたちは、次の目標である【中一迷宮】の二十層に進んでいない。

　それは、【中四迷宮】でタラングレノを倒せたからと楽らつ観かんせず、慎重に実力を伸ばしているからだった。

「ジェリムに似た『ジュポム』って魔物、溶よう解かい液えきを出してくるから困っちゃうの～」

「【小五迷宮】では《迷めい宮きゆう主ぬし》だった《精せい塩えん人にん形ぎよう》が、通路をうろついているしね」

「《双そう頭とう犬いぬ》って犬、見た目変です。肉は、まあまあです」

　この日も、【中一迷宮】の十一層から十四層まで進みつつ、話に出た三種の魔物の素材を集めていく。

　物を溶かす体液は透明な筒に、白い塩は麻袋に、二つの頭と体で犬種が違う毛皮は背負子に直接入れる。

　これらの魔物に関しては、もうテグスたちの相手ではなくなっている。

「でも、問題は次の層からの魔物なんだよね……」

　十五層に出る魔物は三種類。

　人の形に岩を積んだ外がい観かんをした、大柄な魔物──『バレスヒューレ』。

　やせ細って乾燥しきった人の死体のような形をした──『ウィザグ』。

　そして、【中一迷宮】の固有種で、甲羅は本物だが中身は機械の亀──《発はつ条じよう亀がめ》。

　強い魔物だが、膂りよ力りよくで壊すティッカリ、速度と手数のハウリナ、技巧派のテグスが、倒せない相手というわけではない。

「ウィザグは素早いから苦手なの～。バレスヒューレなら、一撃で倒せるのに～」

「どっちも、簡単です。でも、口から鉄球吐くカメ難しいです」

「僕としては、剣が通じ難いから、バレスヒューレが一番苦手なんだけど」

　役割が分担されているだけ、それぞれに苦手な魔物がいるのだ。

　相性と言えばそれまでだが、三人は克服しようと試し行こう錯さく誤ごを続ける。

　それでも、十日間も戦い続けていれば、どうにか糸口は見えてくるもので──

「むむむ～……とや～～～」

　ウィザグが殴りにくるまで待ち、ティッカリは突撃盾を構えたまま体当たりする。

　防御力に難がある乾燥した体が壊れ、ばらばらになった。

「もう、目がなれたです！」

《発条亀》の口から飛び出た鉄球を、ハウリナは苦労しながら黒棍で打ち払う。

　徐々に近づいていって、最終的に頭を叩き潰した。

「さてと、それじゃあ。［衝撃よ打ち砕けフラーポ・フラカシタ］」

　テグスは用意したより合わせた糸で、バレスヒューレを縛って動きを止める。

　そして、震撃の魔術を短剣の柄つかに込めて胴体に叩きつけ、時間をかけて砕いていく。

「もうちょっとで、苦手な魔物、こくふくです！」

「戦い方に幅もでてきたし、良い感じなの～」

「あと少しだけ上達したら、二十層の《階層主》と戦ってみようか」

　そんな話をしつつ、背負子が満杯になったので、十層の神像から転移するのだった。







　ギルドの支部で、テグスたちは集めた素材を換金してもらう。

　担当してくれるのは、もう顔見知りである、陰いん気きな表情が特徴のルーディムだ。

「人を集めて数任せに《階層主》を倒して次の迷宮に行っちゃう、多くの探訪者たちと違って。戦い方を模も索さくしながら成長しているようで、なによりね」

　どちらの皮肉とも取れる言葉に、テグスたちは苦笑いを浮かべるしかない。

「査さ定ていが終わったわよ。いつも通りに頭割りで、それぞれに預金でいいのかしら？」

　小さな紙に書いて見せてきた買い取り価格は、銀貨二枚に銅貨が四十八枚。

　三人で割っても、かなりの金額だ。

「それで、お願いします。あと僕の分から、銅貨十枚を孤児院に寄付してください」

「またなの。お養か母あさんは、出来の良い子を持てて幸せでしょうね」

　三人とも青銅証を手渡し、預金の処理をしてもらう。

　その間、良い魔術か五則魔法がないか、本を借りて読んでいく。

「そういえば、ティッカリって魔術は使えないの？」

　ふとした何気ない疑問に、諦め混じりの微笑みが浮かぶ。

「試したけれど～。鍛か冶じ魔法と同じで、不器用だから駄目みたいなの～」

「そうなんだ。悪いことを聞いて、ごめんなさい」

「謝らなくていいの～。代わりにこの腕わん力りよくがあると思えば、悪いばかりじゃないの～」

　力こぶを見せて、おどけて見せてくれる。

　心遣いが嬉しくて、テグスは思わず微笑んだ。

　すると、話に入れてと主張するように、ハウリナが抱きついてきた。

「今日こそ、いい魔術を見つけたです？」

「ハウリナも使っている、震撃の魔術を覚えてからは、なかなかなくてね」

「むぅ残念です。でも、おそろいで嬉しいです」

　ぱたぱたと尻尾を振って、喜びを伝えてきたので、テグスは頭をなでてやった。

　その後、本を返し、青銅証を受け取ったとき、ルーディムが引き止めてくる。

「寄付とか無駄遣いしていると、武器や防具の更新のときに困るわよ？」

「一応は貯めてますし、大丈夫ですよ。良い店に心当たりありますしね」

「なら、武器なら【中四迷宮】の鉄製の罠が、防具なら【中二迷宮】の魔物の皮が適しているから、持ち込むと喜ばれると思うわよ」

「覚えておきます」

　用件は終わったので帰ろうとすると、その前に手招きされた。

「それと、単なる噂を仕入れたのだけれど、聞きたい？」

　こんな風にルーディムはテグスたちを気にかけて、情報を噂として教えてくれる。

　もっとも、情報料として食堂で食事を奢おごるのが条件だ。

「じゃあ、一緒に食事しながら教えてください。僕ら、お腹減っちゃって」

　建たて前まえを言いながら、一緒に食堂へと向かう。

　料理とティッカリ用の酒を頼み、来た順に食べていった。

「ご馳ち走そう様さま。では早速、噂のことなんだけれど。貴方あなたたちが、その中心らしいわよ」

「あたしのあだ名のことなら、聞きたくないかな～」

　ティッカリの懸け念ねんに、違う違うと手を振ってから、ルーディムは話を続ける。

「三人は【中一迷宮】の素材を多く集めてくれるから、ギルド側は助かっているわ」

「どういたしましてです」

　礼を言われたと思ったのだろう、ハウリナは胸を張って誇らしげだ。

　可愛らしい姿に、ルーディムは陰気な笑みを向ける。

「でもね。ガキの癖に稼かせぎやがって、って面白く思わない人もいるの。テグスが孤児院に寄付するのを、余裕ぶっている、って受け取る人もね」

　テグスには、そういう人の気持ちが、よく分からなかった。

「……手にしたお金をどう使おうと、本人の自由でしょう？」

「稼ぎの悪い人の僻ひがみよ。孤児にくれてやるならこっちにもくれ、ってね」

　筋が通らない理屈が理解できず、テグスだけでなくハウリナも首を傾げている。

　ティッカリは微笑むと、分からなくていいと教えるように、二人の頭をなでた。

　ルーディムも彼女なりの笑顔を見せてから、話を続ける。

「その馬鹿が集まって、貴方たちのお金を奪って飲み明かそう。って言ってたらしいわ」

「迷惑ですね」

　一言で斬り捨てると、ルーディムはより陰気な笑みを浮かべた。

「そう、困った馬鹿よね。預金したお金を、どうやって引き出すのかしらね」

　青銅証を作ったときに、他人のものでは預金は引き出せないと教えられていた。

　それを忘れているのか、はたまた考えがあるのか。

　どちらにしたって、テグスたちに得のない話だった。







　噂を教えてもらってからも、三人は迷宮の十一層以下で技量を上げることに集中した。

「苦手な相手も克こく服ふくしたし。明日には、二十層に行ってみようか」

　そんな予定を話しながら、地上に戻るため層を上り、十層への階段の前で足を止める。

　二十人ほどの探訪者たちが、道を塞ふさいでいたからだ。

「おーっと。ここを通って上にいきたければ、それなりのものを渡しな」

　要求を聞いて、ルーディムが教えてくれた人たちだと、確信する。

　迷宮内で待っていたのは、地上では巡じゆん邏らに見み咎とがめられるかも、と考えたからだろう。

「聞いておきますけど。渡せって、何をですか？」

「まずは、持ち物と武器を全部だ。そして支部に戻って金を引き出し、渡してもらう」

「命だけは助けてあげるわよ。ちょーっと、お楽しみはするかもだけれどね」

　口々に勝手なことを言われて、怒った様子のハウリナとティッカリが武器を構える。

　一方で、テグスは道を塞いでいる人たちの装備を見ながら、殺すべきかを考えていた。

「……つまりは、十層に行きたいなら、通行料を払えってことですよね？」

「おいおい、聞いてなかったのか？」

「はんっ。単なる確認だよ」

　鼻で笑うと、ハウリナとティッカリを連れて、来た道を引き返し始める。

「お、おい、どこに行く!?」

「通行料を払う気はないので、別の方法で地上に戻ります」

「こ、このぉ。逃がすと思うのかあー！」

　馬鹿にされていると思われたのか、集団から飛び出した三人が襲い掛かってきた。

　ウィザグより動きが遅く、バレスヒューレより柔らかい革鎧を着た、《発条亀》のような飛び道具がない相手だ。

　瞬く間に、斑紋鉈剣で斬り殺してやった。

「お金をせびるぐらいじゃ、敵対といえないから見逃すけど。襲ってくるなら──」

　警告のために、ティッカリに指で指示し、三つの死体を集団の方へ投げつけさせる。

「と～～～や～～～」

　死体は凄い速さで一直線に空中を飛び、壁に叩きつけられて肉にく塊かいへ変わった。

「こ、こんな脅しで、俺らがここから動くと思うなよ！」

　人数では上だからだろう、青い顔で少し震えながらも威い勢せいは良い。

「どうぞ、ご勝手に。時間を浪ろう費ひしてればいいよ」

　待ち伏せしていた人たちがついて来ないか、テグスは背後を確認しながら移動する。

「……どこに、行くです？」

「十層に上がれる階段は、あそこだけなの～」

　だからやっつけようという、二人の考えはもっともだった。

「あんな人たちを相手にするより、《階層主》を倒して、二十層にある神像で転移したほうが、青銅証に印がもらえる分だけ建設的じゃない？」

　その唐突な提案に二人は少し驚いていたが、すぐに意気込んだ様子に変わっていた。







　テグスたちは突発的な状況から、二十層の《階層主》に挑むことになった。

「どんな魔物か、知っているです？」

〝門番の間〟の手前で準備をしていると、ハウリナがそんなことを聞いてきた。

「いつでも挑めるように、支部で教えてもらった情報は頭に入れてあるよ」

　テグスが聞いたのは、以下の三つ。

　一つ目、名前は《晶しよう糖とう人にん形ぎよう》。

　二つ目、人の形をした魔物で硬い相手。

　三つ目、体全体が高こう額がく買い取り対象なこと。

「なんだか、話だけなら戦いやすそうな相手なの～」

「名前に『糖』が入っているから、何でできているかは予想つくけどね」

「甘いものの予感です！」

　会話をしながら、ティッカリとハウリナは装備の準備を整えていく。

　テグスは【中四迷宮】で集めて取っておいた糸から、自分の身長より三倍以上あるものだけを選び出し、丁てい寧ねいに編み込む。

　出来上がった太い糸を石につけて、拘こう束そく武器に仕立てた。

「有効だと思うけど、《造ぞう土ど擬ぎ人じん》みたいに、利用されないとも限らないんだよね……」

　苦い経験を思い出し、初しよっ端ぱなでの使用は止めにして、前腰の小こ鞄かばんに入れてしまう。

　代わりに、硬い相手ならと、壊しても予備がある鈍なまくらな短剣を、両手に一本ずつ握る。

「さて、二人とも準備は大丈夫？」

「いつでも、いいです！」

「準備は万端なの～」

　古代語で『完璧な人造こそが知の深しん淵えん』と、書かれている入り口をくぐる。

〝門番の間〟に踏み入ると、迫せり出した石で背後の通路が塞がれた。

　十層と同じ内装で、四つある柱の燭しよく台だいに火が灯り、中央に火柱が上がったのも同じだ。

　しかし、炎が消えて現れたのは《造土擬人》ではなく、別の魔物──《晶糖人形》だ。

「ちぇ。砂糖だと思ったのに、予想が外れた」

「体が、薄うっすら透けてるです」

「見た感じだと、濁にごった水晶のようなの～」

　三人の感想のように、質の悪い水晶を、人の形に粗く削り出したような姿をしていた。

　その《晶糖人形》は動作を確認するためになのか、腕と指を曲げ伸ばししている。

「動き出した。二人とも、出し惜おしみなしで、最初から全力でいくよ」

「全力でソッコーで倒すです！」

「力いっぱい殴って、粉々に砕いてやるの～」

　本格的に動き出す前に、一気に近づいていき、途中で相手が大きいことに気がついた。

　人間の大人よりも一回り大きな──ティッカリとほぼ同身長か、やや高い。

　その長い手と足が動き、格かく闘とう戦せんの構えを見せる。

「［身体よ頑強であれカルノ・フオルト］！」「［身体よ、頑強であれカルノ・フオルト］！」

　先頭を並んで走るテグスとハウリナは、予感から身体強化の魔術を同時に使用する。

　その直感は正しかった。

《晶糖人形》は、巨体に似合わない素早さで走り、攻撃してきたのだ。

　距離が少し離れていたこと、身体強化していたことで、攻撃を避けられた。

　お返しに、テグスは交差させた短剣で斬りつけ、ハウリナは黒棍を叩きつける。

「聞いた通りに硬い。［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］」

「壊れないです。［衝撃よ、打ち砕けフラーポ・フラカシタ］」

　予想以上の硬さに、テグスは鋭えい刃じんの魔術に、ハウリナも震撃の魔術に切り替えた。

　武器に魔力の光が灯ったからか、《晶糖人形》はティッカリに向かって駆けだす。

「受けて立つの～。と～～～や～～～」

　ティッカリは走る勢いを乗せて、近づいてきた相手へ突撃盾を繰り出した。

　迎撃するように、《晶糖人形》の拳も放たれる。

　突撃盾と拳が衝突し合い、巨石がぶつかり合ったような、重々しい音を響かせた。

「ひゃわわ～」

　衝撃で、ティッカリの腕が大きく跳ね上がり、大きな隙ができる。

　だが、《晶糖人形》の方は、体ごと大きく弾き飛ばされていた。

「さすがは、ティッカリ。一撃の重さなら勝っちゃってるよ。たああああああああ！」

「あおおおおおおおん！」

　相手の体勢が崩れているのを見て、二人はがら空きの胴体を武器で攻撃した。

　短剣で削られた場所に、黒棍が小さなヒビを入れる。

　その手傷に驚いたのか、《晶糖人形》は軽かる業わざ師しのように、後方宙返りで距離を空けた。

　着地して構え直し、顔を巡らすと、次の狙いをテグスに決めたらしい。

「悪いけど、近距離で避けるのは得意なんだよねッ！」

　テグスは向かってくる攻撃を軽い足取りで体をずらしながら、ときには短剣を盾にして避ける。

　拳が顔の横を通り、髪の先を触っても、平然とした表情でかわし続ける。

「こ～～～～の～～～～」

「あおおおおおおおん！」

　テグスと戦っている間に、ハウリナとティッカリが横合いから襲しゆう撃げきする。

《晶糖人形》は、黒棍を腹部に受けながら、突撃盾だけは腕で防御した。

　腹の一部と腕全体にヒビが入り、後ろへと殴り飛ばされたのに、まだ元気そうだ。

　テグスは息を整えつつ、短剣についた《晶糖人形》を削った粉を舐なめた。

「ふーん。やっぱり、名前の通りに、ちゃんと甘いや」

　ハウリナたちにもおすそ分けすると、目を見開いて驚いてみせた。

「!?　石じゃないです」

「硬くて半透明なお砂糖なんて、あるんだね～」

　甘い物でできている相手と分かり、女性陣は俄が然ぜんやる気を見せる。

　テグスも戦意を高めつつ、両手の短剣を仕舞い、小鞄から例の拘束武器を出した。

「危なくないです？」

「硬い体だし、使われにくく縛るから見ててよ」

　先端よりやや手前に糸を持つと、石を振り回しながら《晶糖人形》に近づいていく。

　腕が届く距離になり再び襲い来る拳を、テグスは右に左に避け、一瞬だけ立ち止まる。

　そのとき、《晶糖人形》の右拳が、テグスの顔に向かって放たれた。

　だが、立ち止まったのは誘いで、テグスは簡単に拳を避けると、石を振り投げた。

　石は横を通り過ぎたが、伸びる糸が《晶糖人形》に引っかかり、軌き道どうが曲がる。

　テグスの狙い通り、その体に糸が巻きついた。

「よっとッ！」

　手で余りの糸を摑むと、《晶糖人形》の腕に糸をさらに絡からめてから、結んでしまう。

　邪魔な糸を外そうと動き出す前に、テグスは横へ跳んで場所を空ける。

「と～～～や～～～」

　そこにティッカリが助走をつけ、胴体狙いで腕を突き出した。

　糸に縛られた腕では防御できずに、突撃盾が直撃した胴体に深いヒビが入る。

　そのまま、凄い勢いで殴り飛ばされ、壁に激突してから地面に落ちた。

　それっきり《晶糖人形》は動かず、三人は本当に停止したか確かめようと、接近する。

　そして、後一歩で手が触れる距離に差しかかった瞬間に、《晶糖人形》はうつ伏せから前転し、首跳ね起きの要よう領りようで両足による蹴りを放ってきた。

　予想以上の身動きの速さに、狙われたテグスの回避が間に合わない。

「危ないです──！」

　横からテグスを押したハウリナが、代わりに蹴りを食らってしまう。

《平へい硬こう虫ちゆう》の甲殻で作られた胸鎧が、《晶糖人形》の蹴りでへこみ、粉々に砕けた。

「──きゃいん……」

　そして悲鳴を上げて吹っ飛ぶと、地面を転がって動かなくなった。

「くッ、［衝撃よ打ち砕けフラーポ・フラカシタ］！」

　ハウリナの様子を見ようとする体を止めて、手甲に震撃の魔術をかけた。

　そして、体勢が不安定な《晶糖人形》を殴りつけて、再び地面に寝させる。

「こお～～～～のお～～～～」

　ティッカリも怒り心頭な様子で、両の突撃盾で仰向けの相手を殴りつける。

　二人で殴り続けると、《晶糖人形》のヒビが増えていき、繋がっていく。

　やがて、体が真っ二つに割れて、完全に動かなくなった。

「はーはーっ……は、ハウリナ!?」

　荒い息を吐きながら、テグスは慌ててハウリナへ駆け寄る。

「ハウリナ、大丈──痛いッ、手が……」

　地面に横たわる彼女を抱きかかえようとして、両手に痛みを感じた。

　見ると《晶糖人形》を殴った衝撃からか、手が腫はれていた。

　痛みを堪こらえて、ハウリナを抱きかかえると、耳を口元へ当てる。

「──大丈夫だ、ちゃんと息をしてるよ」

「はぁ～～～、良かったの～～～」

　呼吸をしている事を確認すると、テグスはハウリナを抱えたまま、地面に座り込んだ。

　安心すると、不注意による自じ責せきや、金をせびってきた人たちを殺しておけばよかったなどと、頭に後悔が浮かんでは消えていく。

　だが、このまま座ってもいられないと思い直す。

「ハウリナの治ち療りようをしないと。背負子は──」

「はい、背負子だよ～。《晶糖人形》の回収は、あたしがやっておくから～」

「ティッカリがいて助かったよ」

「言い方が硬いかな～。仲間なんだから、ありがとう、でしょ～？」

「……そうだね。ありがとう、ティッカリ」

「いえいえ～」

　テグスは隠し箱から市販の軟なん膏こうを取り出すと、ハウリナの服を捲まくって胸元を見る。

　出会ったときと同じ構図だなと思いつつ、赤くなっている場所に丁寧に塗ぬっていく。

　指で胸骨の感触を調べ、折れていないことが分かると、テグスは安あん堵どの息を吐いた。

　気分がさらに少し楽になり、ハウリナの肌の柔らかさを、指で感じる余裕ができる。

　少し前までやせ細っていたとは思えないほど、女の子らしい柔らかさがあった。

　成長を感じて思わず微笑むと、急に後ろから頭を摑まれた。

「テグス～～、何をしているのかな～～？」

　どうやら、治療行為のついでに、胸を触っていると思われたらしい。

「いや、怪我をした場所以外は触ってないって」

「興味があるお年頃だって理解はするし～。ハウリナちゃんは、テグスなら拒まないと思うけど～。同意は、きちんと取らないといけないの～」

「だから、勘かん違ちがいなんだって！」

　どうにか疑いを解き、使った武器を回収してから、ハウリナを背負う。

　三人の背負子は、ティッカリが一まとめに持ち運んでくれることになった。

　出現した出口を進み、《深しん考こう探たん求きゆうの神ジュケリアス》の神像に向かい合う。

「怪我人がいるので、磨かないことは大目に見てください」

　そんな断りを入れてから、テグスが祝詞を上げて、三人は転移していったのだった。







　支部に入ると、ルーディムはハウリナを見て、陰気ながら心配そうな顔をする。

「どうしたの。例の馬鹿な人たちに襲われちゃった？」

「関係ないです。二十層の《晶糖人形》──いや、僕の不注意のせいですから」

　ティッカリが麻袋を置き、中の《晶糖人形》の割れた体を見せる。

「あら。三人だけで二十層を突破するなんて、無茶したわね。十人以上で組んだ探訪者でも、苦労する魔物なのに。だけど、おめでとう。青銅証に印を刻まないとね」

　呆れと感心が半々の表情のルーディムに、テグスが三人分の青銅証を手渡す。

「あと、素材の買い取りもお願いします」

「いつも通り、頭割りで預金よね。満杯の背負子三つ分だから、時間がかかるわ」

　構わないとうなずくと、ルーディムは作業に入った。

　そこで、テグスは支部をこっそりと素早く出ようとしている人に、視線を向ける。

「知っている人なの～？」

「見たことのない人だよ。十中八九、あの馬鹿たちの仲間だろうね」

　言いながら、ハウリナの体がずれたので、背負い直そうとする。

　すると、動かしたのに合わせて、自分で姿勢を戻したことが背から伝わってきた。

「……。ハウリナ、起きているでしょ」

「お、起きてないです～」

「寝てたら返事しないでしょうに。ほら、起きたなら下りてよ」

「い、嫌です。このまま運んで欲しいです～」

　普段なら勝手に下ろすが、今回の怪我はテグスをかばってできたもの。

「……仕方がないなあ」

　その負い目から、我がままを聞いてあげるべきだろうと判断したのだ。

　要求が通って嬉しそうにするハウリナの頭を、ティッカリが微笑みながらなでる。

　少し経ち、ルーディムが戻ってきた。

「青銅証を返すわ。あとお祝いに、怪我が早く治る軟膏をあげるわね」

　右上に新しく杖の図が刻まれた青銅証三つと、陶とう器きの器に入った薬を手渡された。

「もらっちゃっていいんですか？」

「構わないわ。自作品だもの」

　大丈夫かなと思わず顔に出してしまうと、ルーディムが陰気な笑みを深める。

「こう見えて、この支部で調薬師の仕事もしているのよ」

「いえ、ちゃんと見えますよ。むしろ似合っているというか──」

　毒薬を作ってそうとは、口には出さなかった。

「さて。三人は残る【中二迷宮】と【中三迷宮】にも、十分に通じる力があると思うわ。それで、先にどっちにいくつもり？」

　ルーディムの問いに、テグスは背のハウリナのことを考えた。

「防具を新調しないといけなくなったので、【中二迷宮】で素材集めですね。僕とハウリナの怪我が治った後になるでしょうけど」

「それなら、《晶糖人形》の体を買い取った代金で、防具代は賄まかなえそうよ」

　その言葉に、青銅証の預金額を確かめてみると、一人ずつ銀貨十枚が追加されていて、三人同時に驚くのだった。







　ハウリナを背負ったまま、憩いこいの紙し鳥ちよう亭ていで部屋を取った。

　大きなベッドが一つだけの部屋に入り、ハウリナを背から下ろす。

「前に助けられたとき、気絶してたから、今回は満足です」

「だから離れたがらなかったのか」

「えへへ。温かかったです」

　テグスとハウリナが、初めて出会った状況を追体験できて、嬉しかったらしい。

　それをきっかけに、三人は部屋の中で話をしながら、装備を外していく。

「《晶糖人形》手て強ごわかったね」

「硬くて速くて力が強かったです」

「そんな魔物の欠片かけらが、ここにあったりするの～」

　ティッカリが背負子から、一口大の濁った水晶のような欠片を取り出す。

「甘いものです！」

「そうだよ～。は～い、あ～～～ん」

「あ～～ん。んふ～～～～♪」

　口に入れた瞬間に、ハウリナの尻尾が満足そうに左右に揺れる。

　テグスも食べると、純粋ですっきりとした甘さが、口に広がっていった。

「甘くて硬いから、これが飴あめってやつなのかな？」

　だとすると《晶糖人形》は贅ぜい沢たくな魔物だと感想を抱き、ふとあることを思い出した。

「そうだ、ルーディムさんに貰った軟膏があるんだっけ」

　手渡された陶器の蓋を開けてみると、中には乳白色の軟膏が入っていた。

　指ですくうと、試しに自分の腫れた手に薄くのばしてみる。

　すると、痛みが引き始め、強い酒しゆ精せいの酒を肌に垂らしたような感触が広がっていく。

「へー、なんだか効きそう」

「テグス、テグス。塗って欲しいです」

「そうだね、塗って──」

　視線をハウリナのほうへと向けたテグスは、思わず固まってしまう。

　ハウリナが上着をたくし上げて、膨らみ始めた胸をさらけ出していたからだ。

「えーっと、自分で塗ってくれないかな？」

「ダメ、です？」

　上目遣いのおねだりと、治療はしたのに青くなっている胸元を見て、困ってしまう。

「なら、ティッカリが──」

「ご指名は、テグスなの～」

　同性のほうが良いという判断は、にこやかに却下されてしまった。

　その間もハウリナはたくし上げたまま、軟膏を塗ってくれるのを待っている。

「わ、分かったよ。塗るからそのままでね」

「わーい、やったです」

　覚悟を決めたテグスは、軟膏を指で取り、ハウリナの青い痕あとに塗り広げていく。

「……んッ」

「ご、ごめん。痛かった？」

「少しくすぐったかっただけです」

　ハウリナの仕草に過剰反応したりしながら、どうにかこうにか薬を塗り終える。

　傍かたわらでは、ティッカリが微笑ましそうに見ていた。

「もうなんだか今日は疲れたし、さっさと寝ちゃおうか」

「ふわぁ～、なんだか眠いです……」

「最後にバタバタして、気疲れしちゃったかな～」

　三人でベッドの上に横になると、ハウリナは怪我を癒すためか、すぐ眠ってしまった。

　ティッカリも、目を瞬かせて眠そうにした後で、ゆっくりと眠っていく。

　一方で、テグスは今日の反省が頭に浮かぶ上に、隣のハウリナをなんだか意識してしまって、中々に寝つけなかったのだった。







　宿での療養、三日目。

「だいぶ薄くなったね」

「もう、ぜんぜん痛くないです」

　ルーディムの作った軟膏は、よく効いた。

　テグスの手の腫れはなくなり、ハウリナの青アザはほぼ完治していた。

　念のために、もう一日宿泊を延ばすことにし、宿代を追加で支払う。

　すると、手持ちの銅どう貨かは五枚しかなかった。

「お金が少なくなってきたから、ギルドの支部で下ろしてくるね」

「いっしょに、行きたいです」

　ずっと宿で静せい養ようしていたので、ハウリナは外に出たいようだ。

「治りきってないから、駄だ目め。食べ物も買ってくるから、ティッカリと荷物番してて」

「う～～～……わかったです」

「いってらっしゃい～」

　見送られて、テグスは鎧よろいをつけずに、腰回りの剣や小こ鞄かばんだけの装備で外を歩く。

　支部で銅貨を三十枚引き出し、約束した通りに食べ物を買って回った。

　少しすると、急に人がいなくなり。かと思うと、二十人ほどの探訪者が現れた。

【中一迷宮】の十層へ上がる階段で、通行料を取ろうとした人たちだ。

「よう、また会ったな。しかしだ、一人で買い物ってのはまずいんじゃないか？」

「まったくしつこい人たちだな……」

　一度は見逃してあげたのにと呆れていると、なぜだか向こうが笑い出した。

「くはは。巡じゆん邏らは来ないぜ。金を握らせたからな」

「……へぇ。いいことを聞かせてもらったよ」

　テグスはもったいないと思いながら、食べ物を入れた大きな葉の包みを手放す。

　代わりに、短剣を左右に握った。

「人数差を考えろよ。どっちみち、痛い目は見てもらうがな！」

「ぼこぼこにしてから、無理やり金を引き出させてやるぜ！」

「顔は駄目よ。お楽しみが薄れるからね」

　男女が一斉に襲い掛かってくるのを見つつ、テグスは小さく呪文を唱える。

「［身体よ頑強であれカルノ・フオルト］」

　身体強化の魔術で底上げした脚力で、一気に包囲の一角を突破する。

　そして、反応の鈍い一人を狙い、鎧の隙間から内へと短剣を突き刺した。

「実は、あなたたちに感謝してるんですよ。僕に思い上がりを気づかせてくれたので」

「ぐあああああああ───！」

　悲鳴をあげて崩れ落ちる姿から目を離し、別の人へと襲いかかる。

「前に会ったとき。本当は人数に差があったから、ハウリナとティッカリを危険な目にあわせちゃ駄目だ、って思ってたんですよ」

　人数任せに迷宮を攻略してきたのだろう、一人一人は《造土擬人》より、かなり弱い。

　テグスは囲まれないようにだけ気をつけて、順々に短剣で殺していく。

「でも。ハウリナに助けられたときに、仲間ができた嬉しさで、気が緩ゆるんでいたって気がついたんだ。それに、二人を下に見るように考えていたって、反省もした」

　二人以上に同時に襲われたときは、手首の腱けんを斬って武器を落とさせ、順に殺す。

「なにを一人でぺらぺら喋ってやがる！」

　振り回された棍こん棒ぼうの下を潜り、鎧のない下腹に深々と突き刺す。

「言ったでしょ、感謝してるって。だから、死ぬ理由を教えてあげてるんだ」

　あっという間に半数を殺されて、生き残りたちが浮き足立つ。

　青ざめる顔を見回し、テグスはにっこりと笑顔を浮かべた。

「やっぱり、敵対するのは皆殺し、に限るよね」

　いつの間にか、左手には短剣に代わり、黒く丸い玉──自作した煙玉が握られていた。

　地面に叩きつけて破裂させると、噴き上がった黒い煙が周囲を覆い隠していく。

「み、見えな──ひ、ひぃいぃ。許して、助けて、もうしないからああああ！」

「やだ、そんな。なに、なにいいいいいい!?」

　煙が風で晴れると、テグス以外は男も女も関係なく、全て死体に変わっていた。

「さて、食べ物は大丈夫そうかな？」

　血に塗まみれた短剣を仕舞い、捨てた包みを摑み上げると、中身を確認する。

　中の料理にまで血が染みていて、食べられそうになかった。

「この人たちの革鎧や武器を売ったお金で、買い直さないと」

　手間がかかると肩を落とし、再び食べ物を買いに走り出すのだった。























　ハウリナの傷が癒いえてから、テグスたちは〝中ちゆう二に区く〟の探たん訪ぼう者しやギルド支部に移動した。

「おい、あれって……」

「居なくなったから、死んだのかと思ったのに」

　周りの人が、ティッカリを目にして、内緒話を始める。

　そこから漏れ聞こえてくる内容は、どれも何かを壊したというものばかりだ。

「他の地区だと、知っている人が少なかったのに」

「ティッカリ、だいじょーぶです？」

「ちょ～～っと、不ふ愉ゆ快かいかな～～」

　不ふ機き嫌げんそうに垂れ目の目じりが少し上がると、周囲の声が一段階小さくなる。

　前に来たときは気がつかなかったが、どうやらティッカリは恐れられているようだ。

「気にはなるけど、ここに来た目的は魔物の情報だしね」

　ティッカリが行ったことがない、十層から二十層までの資料を職員に見せてもらう。

　そして、再び【中ちゆう二に迷めい宮きゆう】へ入り、十層までは難なく来られた。

　すると、探訪者たちが列を作っていて、先着順に《階かい層そう主ぬし》へ挑みに入っていく。

　ギルド職員の目がないというのに、横入りする人がいないのが不思議だ。

「地上への転移目的で〝門もん番ばんの間ま〟に列ができているなんて、思わなかったね」

「おかげで、食事がゆっくりできるです」

「《取とつ手て陸りく亀がめ》をここまで運んだ甲か斐いがあるの～」

《階層主》と戦う前の腹ごしらえに、前にティッカリが教えてくれたように《取手陸亀》を裏返し、甲こう羅らの周囲に薪まきを置いて火をつける。腹側を開いて、中に飲料水の魔術で水を入れて煮込む。

「牛肉も入れるです」

　運良く仕留めた《逃とう怯きよう牛うし》の肉を薄く切って入れていくと、良い匂においが漂ってきた。

　煮えるまで待ち、背負しよい子こから出した、鉄てつ串ぐしと木もく椀わんを使って食べる。

「わふわふっ、牛肉がとろけて、美お味いしいです」

「あつあつ。《取手陸亀》の肉って、かなり濃のう厚こうなんだね」

「脂あぶらたっぷりの《逃怯牛》から味がでて、前に食べたときより煮汁が美味しいの～」

　嬉き々きとして食事する様子を、周りの探訪者たちは遠巻きにしながら、腹に手を当てている。

「はふぅ～、大満足です」

「お酒がないのが残念な気分なの～」

「流石さすがに、迷宮の中では飲ませられないからね」

　食べ終えても時間が余ったので、火で脆もろくなった甲羅を、三人で手て慰なぐさみに折って待つ。

「さて、順番がきたね」

　テグスたちは、食事の残ざん骸がいを端に寄せてから、〝門番の間〟へと入る。

　中は、円えん錐すい状じようの細い石が半円状の天てん井じようから何本も垂れていた。

「……なんだか、石でできた口の中に入っているみたいだ」

「天井に鍾しよう乳にゆう石せきもあって、故郷の里にあった天てん然ねん洞どう窟くつに似ているの～」

　そんなティッカリの言葉を聞きつつも、テグスは初めての光景に見入っている。

　その間に、入り口が白い泥のようなもので塞ふさがれ、鍾乳石の先端に光球が出現した。

　よく見えるようになると、地面から岩が突き出ている場所もあって、圧迫感がある。

　周囲を観察していると、鍾乳石の光球から強く光が放たれた。

　眩くらんだ目が元に戻ると、場所の中央に一匹の魔物が出現していた。

　蜥蜴とかげを人間大にまで大きくして、口を尖とがらせたような見た目をしている。

「あれは《地じ歩ほ鰐わに》って、迷宮都市固有の魔物らしいよ」

「見るからに、ワニです」

「体勢が低いから、叩き難にくそうかな～」

「クアアアアアアア！」

　三人が武器を構えると、乱らん杙ぐい歯ばの並んだ口を開けて威い嚇かくした後で、接近してくる。

　短い足にしては、走るのは速いようだ。

「と～～～や～～～」

　走る勢いを止めようと、ティッカリが突とつ撃げき盾たてを振り下ろす。

　脛すねを嚙かもうとしていた《地歩鰐》の頭に決まり、口を強制的に閉じさせる。

　骨が折れる音と共に硬直したのを見逃さず、テグスがわき腹へ斑はん紋もん鉈なた剣けんを突き入れた。

　すると、急に動かなくなり、ハウリナが黒こく棍こんの先で突つついて生死を確かめる。

「……もう、死んでいるです」

「あれ、そうなんだ。なんだか、呆あつ気けなかったね」

「合計二に巡じゆん月づき近くも、【中一迷宮】で鍛えたんだし～。この結果は当然だと思うの～」

　そう聞いても、消化不良のような気分を抱きながら、テグスは解体と回収を行う。

「その皮、防具になるです？」

「鞄かばんとか靴の材料になるけど、鎧よろいには向かないって、資料には書いてあったね」

　出現した出口を通り少し歩くと、茶色い石でできた神しん像ぞうが見えてきた。

「なんだか、暑苦しそうな像です」

「《蛮ばん行こう勇ゆう力りよくの神ガガールス》の像だから、この筋肉質な見た目には納得だけどね」

　三人の視線の先にある、健康と勇気を司つかさどる神の像は、やや変わった形をしていた。

　禿はげ上がった頭と、筋肉が盛り上がった肉体に、股こ間かん部ぶを覆う薄布一枚だけの姿。

　しかも、満面の笑みで大胸筋を強調するように腕を組み、裸の上半身を捻ひねっている。

「この神様は、自分勝手だけど恩を忘れず義は曲げない、っていわれがあるの～」

「言われてみれば、頑がん俠きよう族ぞくの人が好きそうな気風の神様だよね」

「受けた恩を返す、大事です」

　話が一区切りついたので、テグスたちは今後の進展を願って、神像を磨いていく。

　磨き終わると、薄うす濡ぬれているので、まるで日焼けした肌に油を塗ぬったように見える。

　そんな神像に、三人は手指を組んで祈りを捧げると、次の層へ下りていった。







　十一層では、テグスはある一種類の魔物がいないかを気にしていた。

「《肉にく弾だん鹿しか》っていう、大柄な鹿の魔物がいたら、積極的に狩っていくからね」

「その鹿、美味しいです？」

「資料によると、肉も食べられるけど、皮で良い革鎧ができるんだってさ」

　ハウリナの軽鎧は壊されてしまったし、ティッカリの革鎧は修しゆう繕ぜん跡だらけな状態だ。

　なので、防具に適した素材を集めて、鎧を新調したいと、テグスは考えている。

「十五層から出る《突とつ鱗りん甲こう鼠そ》っていう、鎧を着たみたいな鼠ねずみの外皮を貼はると、より良いともあったけど。闘ってみて十五層に行ける余裕があったらかな」

　あつらえ向きに、十層を越えたことで、通路を歩く探訪者が少なくなったため、戦える機会はありそうだ。

「鹿の前に、お猿を発見したの～」

　ティッカリが指す先に、直立していても、地面を擦こするほど両手が長い猿の魔物がいた。

「あの《大だい腕わん猿ざる》は、格闘戦を仕掛けてくるらしいけど」

　喋しやべり声が聞こえたのか、長い手を生かした四足の状態で駆けてくる。

　素す手での格闘戦に、ティッカリは先頭に立つと、攻撃を左の突撃盾で受け、右で殴った。

　当たる直前、《大腕猿》は動きを止め、そのまま攻撃を食らって体ごと吹っ飛ぶ。

　しかし、直すぐに立ち上がって攻撃し返してきた。

「手ごたえが、鉄板を金かな槌づちで叩たたいたときに似ているの～」

「そういえば、十一層からは、身体強化をする魔物が出るんだったっけッ！」

　思い出したことを言いながら、テグスは追い討ちに斑紋鉈剣で腹を薙なぐ。

　また身動きを止めた《大腕猿》に当たったが、刃やいばが通らない。

　二度の行動から推すい測そくすると、動かない間だけ、体表を硬く強化できる魔物のようだ。

「あおおおおおおおおん！」

　ハウリナが雄おたけびと共に突き出した黒こく棍こんも、《大腕猿》は静止して受けようとする。

　しかし、ハウリナが狙ねらった場所は、体ではなく目だった。

「ギギギャキキ────！」

　潰つぶれた目を押さえ、痛みで動いている間に、テグスが斬きりつける。

「たあああああああああ！」

「と～～～や～～～」

　そして、ティッカリも突撃盾で、顔面を殴りつけた。

　体を斜めに斬られ、顔と首の骨を折られて、《大腕猿》は地面へ倒れこむ。

　戦闘が終了したが、ハウリナの獣耳が何かを聞き取ったように動いた。

「なにか、こっちにくるです」

　警戒する視線の先には、角つのが額ひたいから伸びた、一抱えほどの兎うさぎの姿。

　この魔物を、テグスは別の場所で見たことがあった。

「《角突き兎》が【中二迷宮】に出るって、誤表記かと思ったのに。本当なんだ」

　テグスが成人を迎える前日に、【大迷宮】で狩って孤こ児じ院いんの土産みやげにした魔物だった。

「キシュ──！」

　鳴き声を上げ、天井や壁も関係なく、四方八方に跳び回りながら接近してくる。

　跳ぶ速さに、ハウリナとティッカリは、目で追うのが精一杯になっていた。

　しかし、テグスは壁に着地した瞬間を狙い、短剣を投とう擲てきして仕留めてしまう。

「速いのに、テグス簡単に倒したです」

「仮かり証しようのときに【大迷宮】で、散々狩ったからね。一匹だけなら軽い軽い」

　馴なれた手つきで血抜きをして背負子に入れ、先の《大腕猿》は魔石化する。

　通路を進み、何度かの戦いを経て、本命の《肉弾鹿》に出くわした。

　見た目は、人の親指ほどに小さい角を頭に持つ、大柄の鹿だ。

　もっとも、首から下の胴体が、筋肉で異様に盛り上がっていなければだが。

「あのシカ見ると、さっきの神様の石像、思い出すです」

「倒して肉を食べたら、《蛮行勇力の神ガガールス》みたいになっちゃいそうだね」

「筋肉がつくのは、良いことだと思うけど～。あんなには要いらないかな～」

　口々に勝手な感想を言っていると、《肉弾鹿》の肉体が一層に大きくなる。

「キョアアアアアアア！」

　蹄ひづめで地面を蹴けって、頭突きする体勢で一直線に向かってきた。

　左右に散開して避けると、通り過ぎてから反転し、突進しなおしてくる。

「皮が重要だから、あまり傷はつけたくないんだよね」

　小鞄から、前に《晶しよう糖とう人にん形ぎよう》戦で使った、糸と石で作った拘こう束そく武器を取り出す。

《肉弾鹿》を避けて通り過ぎる瞬間に、その武器を脚に絡みつかせて転ばせた。

「キョアアア、キョアアア!!」

　糸を外そうともがく《肉弾鹿》を、斑紋鉈剣で殺す。

　解体すると、厚みがある、かなり大きめな皮が剝はげた。

「じゅる。内ない臓ぞうが、美味しそうです……」

「肉を生で食べるなんて、病気になっちゃいそうなの～」

「違うです。生で食べないと、病気になるです」

「ほらほら二人とも、皮を剝ぐ手が止まっているよ」

　肉は筋張っているが、煮込み料理にすると美味しそうなので、こちらも回収する。

「さてと、この層でも、実力的には問題がなさそうだね」

「なら、鎧のネズミをとりにいくです？」

「皮が十分な量が獲れて、体力に余裕があれば、十五層で《突鱗甲鼠》も探そうか」

「ならまずは、《肉弾鹿》を狩り集めるの～」

　三人は気合を入れ直すと、十一層で皮を集め回るのだった。







《肉弾鹿》の皮を、ティッカリの背負子いっぱいに集め終わるのは、意外と早かった。

　疲れもさほどなかったため、テグスたちは十五層へ下っていく。

　狙うは、革鎧の表面に貼ると強度が上がるという《突鱗甲鼠》の硬こう皮ひだ。

「目的の魔物以外は、できるだけ戦せん闘とうせずに済ませるから」

「襲ってくるのに、どうやるです？」

　ハウリナの疑問に、テグスは小鞄から手に包めるほどの黒い玉を取り出した。

「それ、なんです？」

「前に宿で作った煙けむり玉だま。叩きつけて破裂させると、一面を覆うほどの煙が出るんだ」

「あぁ～。それって、【中四迷宮】の職員の人がちょっと言っていた道や具つだったんだ～」

　二人が納得したのを見てから、煙玉を片手に、魔物を探しながら進む。

「［動体を察知パルピ・ベスタ］」

　索さく敵てきの魔術を使い、反応のある場所を、通路の角からそっと顔を出して確認する。

　視界の先にいたのは、大型の猫のような魔物だった。

「見た目から、《跳ちよう躍やく山やま猫ねこ》かな。次に行こう」

　小さい声で指示し、また別の反応を探しに、壁伝いにこそこそと向かう。

　今度は、後ろ足だけで二足歩行をする蜥蜴だった。

「あの魔物は、きっと《歩ほ行こう蜥蜴》だね。次だ」

　その後も何度か魔物を見るが、先の二種だけだ。

「見つからないです」

「先に、人の死体を見つけちゃったの～」

　別の場所で魔物に襲われ、ここまで逃げてきたのか、死体が一つ通路に転がっていた。

　剣と硬こう貨かが入った小袋、身元が分かる青銅証を回収する。

「どの魔物にやられたかはわからないけど、気を引きしめていこう」

　防具更新の前に死んではたまらないので、より慎しん重ちように行動していく。

　何度か魔物をやり過ごし、死体の遺い品ひんを回収して、ようやく狙った魔物と遭遇した。

「……あれ、ネズミです？」

「出てくる魔物は三種類だから、残ったあれが《突鱗甲鼠》のはずだよ」

「でも、団だん子ご虫むしみたいなの～」

　見た目は、テグスの胸元まである、歪わん曲きよくした板を張り合わせたような薄茶色の球だ。

　どこからどう観察しても、鼠には見えない。

　三人でおかしいと首を傾かしげていると、ゆっくりと、そして段々速く転がり始める。

「こっちに、転がってきたです!?」

　壁際まで逃げてやり過ごすと、大球は曲がり角にぶつかって止まった。

　少しすると、球の一部に線が入り、そこから顔が出てくる。

「鼻とか額に鱗うろこみたいなのがなければ、顔は鼠っぽいね」

　どうやら、歪曲した板に見えるのは、《突鱗甲鼠》の硬い外皮のようだ。

　出した顔で周囲を確認し、テグスたちを見つけると、再び引っ込めて丸くなる。

　すると、板のような硬皮を立ち上がらせて、何本もの刃を球に等とう間かん隔かくに埋め並べたような出で立ちになった。

「攻撃形態になったのかな……」

　テグスの嫌な予感どおり、硬皮で地面を削りながら転がってくる。

　咄とつ嗟さに、止めようと投げた短剣は、弾かれてしまった。

「やっぱり、転がるのを止めるのは無理だ！」

「逃げるです！」

　二人が横に避けるが、ティッカリは留まって、突撃盾で防ぎ止めた。

「この程度の突進なら、受け止められるの～」

　突撃盾を硬皮が削る音がするが、自じ慢まんの膂りよ力りよくで《突鱗甲鼠》を受けとめきった。

　回転が止まるのを待つと、全員で一斉に襲いかかる。

「と～～～や～～～」

「［衝撃よ、打ち砕けフラーポ・フラカシタ］。あおおおおおん！」

　ティッカリとハウリナが武器を叩き込み、その衝撃で隠れていた頭を出させる。

　すかさず、テグスは斑紋鉈剣を振り上げる。

「［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］！」

　鋭えい刃じんの魔術をかけ、《突鱗甲鼠》の頭を切り落とした。

　仕留めきったと安心するのも束の間、通路の曲がり角から《跳躍山猫》が現れる。

「ミャオオオ───！」

　飛び跳ねるように駆けてくるのを見て、テグスはすぐに煙玉と短剣に持ち替えた。

「二人は《突鱗甲鼠》を持って。防具の素材集めが終わったし、逃げるよ！」

　指示に従い、ハウリナとティッカリが協力して持ち上げる。

「わかったです！」

「すたこらさっさなの～」

　そして、上への階段がある方向に走り出した。

　テグスは逃げる時間を稼かせぐために留まり、《跳躍山猫》の爪を短剣で受ける。

　続けて振るわれた反対の爪に、胸鎧を切り裂かれながら、煙玉を足元へ叩きつけた。

　瞬間的に充満した、黒くきな臭い煙の中で、四本の傷が刻まれた鎧が割れ落ちていく。

「［身体よ頑強であれカルノ・フオルト］！」

　身体強化の魔術をかけ、短剣を投擲すると、テグスも逃げだす。

　煙と短剣に惑わされてくれたのか、《跳躍山猫》は追ってこない。

　先に逃げたハウリナたちと合流し、一目散に階段を走って上り続けた。







　地上に戻った足で、〝雑ざつ踏とう区く〟にあるソディー防具店へ向かう。

「〝外がい殻かく部ぶ〟のお店じゃないの～？」

「この胸鎧と手てつ甲こうの仕立てを見れば分かると思うけど、腕がいい人だよ」

「この脛当ても、メイピルが作ったです」

　ティッカリは鍛冶好きが多い頑俠族だからか、防具を見て納得してくれたようだ。

「こんにちはー。メイピルさんいますかー」

「はーい。あら、久しぶりじゃ──ああー、防具を壊したわねー」

　奥から笑顔で出てきたが、テグスとティッカリの装いを見て、柳りゆう眉びを逆立てる。

　思わず二人とも、素直に頭を下げてしまった。

「ごめんなさいです」

「ごめんなさい。でも、ハウリナは僕をかばって壊したから、怒らないでください」

　テグスの必死な弁べん明めいに、メイピルは肩の力を抜いた。

「まったくもう。それで、どんな魔物と戦って壊しちゃったの？」

「ハウリナのは《晶糖人形》で、僕のは《跳躍山猫》です」

「……えっ。二人は、【中迷宮】の十層以下まで行っているの!?」

　テグスとハウリナがうなずくと、メイピルは納得顔になった。

「もっと早くに壊れてもいいのに、二人の戦い方が回避主体だから保もっちゃったのね」

　そこでようやく、メイピルは二人の後ろにティッカリがいると、気がついたようだ。

「あら。珍しい素材の盾を持っているその子は、二人の新しいお仲間さんかしら」

「はい。〝外殻部〟で仲間になってくれた──」

「頑俠族のティッカリなの～。よろしくお願いします～」

「店主のメイピルよ。その盾、《取とつ手て陸りく亀がめ》を素材にしてるわよね。ちょっと見せて」

　素材のことが分かっているからか、手には取らず、持たせたまま手で触れていく。

「変わった形状だけれど、これは誰の作品かしら」

「えーっと。鈍どん器きが専門の武器屋の人が、作ってくれたの～」

「……なんで盾を武器屋で作ったの？」

「ティッカリ用の武器として、甲こう羅らを持ち込んだら、突撃盾を勧められたんです」

「他の材料だと、力が余って壊しちゃうの～」

　それを聞いて、メイピルは困ったように息を吐く。

「処理が甘いのは、武器屋が作ったからかしら。そのせいで、盾の片方は熱を受けて、強度が劣れつ化かしちゃっているわね」

　特に熱を突撃盾に加える真似をした覚えはなかったが、とある戦闘を思い出した。

「あっ。盾についていた、タラングレノの糸が燃えたときだ！」

　燃え移った火を床に押しつけて消したことを、テグスはメイピルに伝えた。

「水で消していたら、きっとヒビが入っちゃっていたわよ。運が良かったわね。それにしても、【中四迷宮】の二十層を突破しているなんて……」

「【中一迷宮】もです」

　ハウリナが誇らしげに、印が二つある青銅証を見せる。

「そうだった、《晶糖人形》と戦ったって言っていたわね。でも、よくこんな短期間で印を二つも得られたわね」

「ほぼ毎日迷宮に通って、地道に実力をつけましたから」

「……普通の探訪者なら、お金目当てで楽に倒せる魔物しか狙わないのに。真ま面じ目めね」

　どうやら、感心を通り越して、呆あきれられてしまったようだ。

「それで、三人とも新しい防具が欲しいのかしら？」

「鎧の素材は、持ってきてあります。【中二迷宮】の二十層までに手に入る素材のうち、最良の組み合わせだって、資料に書いてあったやつです」

《肉弾鹿》の皮を十匹分と、丸のままの《突鱗甲鼠》の死体を、取り出してみせた。

「……《肉弾鹿》ならまだしも。三人だけで、《突鱗甲鼠》をよく倒せたわね」

「がんばったです」

　再度誇らしげな態度をするハウリナに、メイピルの困惑顔が崩れて微笑ほほえみに変わる。

「ふふっ、それもそうよね。なら、こっちも頑張って作らないと」

　一度大きく呼吸をすると、舞台女優のような大おお仰ぎような身振りを見せてきた。

「さて。お客様がた、本日はどのような防具が欲しいのでしょうか」

「僕は、前と同じ軽装鎧が欲しいですね」

「テグスとおそろいです！」

「えーっと、とにかく丈夫なのがいいかな～」

「ではでは、お二人が軽装鎧、お一人が複装鎧ですね、承うけたまわりました──お代は余った《肉弾鹿》の皮で相そう殺さいね。できるまで十日ぐらいかかっちゃうけど、いいかしら？」

　急な態度の変化に当惑したが、テグスは態勢を立て直す。

「でも十日って、そんなに早く作れるんですか。ティッカリの盾ができるまで、一巡月もかかったんですけれど」

「その武器屋の腕がヘボなのよ。あくまで防具作りの腕が、って意味でね」

　ばっさりと斬り捨てる物言いに、テグスは苦笑いしかできない。

「ああそうだ、おまけに鎧以外の防具も、手直ししてあげるわ」

　テキパキと防具が外され、突撃盾まで台車の上に置かされてしまう。

「あの、これだと、迷宮にいけなくなるんですけど？」

「部屋は余っているから、出来上がるまでここに住んでいいわよ。その代わりに、防具作りを手伝ってね。この盾、一人だと滑かつ車しやを使わないと運べないから、助かっちゃう」

　問答無用具合がレアデールに似ていて、流石さすがは同じ樹き人じん族ぞくと、テグスは感想を抱いた。

　ちょっと前に怪我の治ち療りようで休みをとったのに、また迷宮に行けないなんて間が悪いと、テグスは思った。しかし、防具の作りかたも気になるので、その提案に乗ることにした。

　そして、三人が防具作りを住み込みで手伝うこと、十日間。

「はい、これで出来上がりよ。ほらほら、着て見せなさいな」

　約束通りに完成した防具を、メイピルは三人につけていく。

「うんうん。良さそうな感じね」

　新しい防具をつけてみると、それぞれの外見は一新されていた。

　軽装鎧は、胸から腹の中ほどまである《肉弾鹿》の革鎧を下地に、《突鱗甲鼠》の硬皮を表面に貼りつけた軽鎧だ。

　テグスの手甲とハウリナの脛当てにも、同じ硬皮が貼られ、統一感がある見た目に。

　ティッカリの鎧は、貼り合わせて厚くした革鎧の上に硬皮も重ね合わせた、首下から足のつけ根まで覆う、大きい複装鎧。

　豊か過ぎる乳房を圧迫しないよう、胸元が形にあわせて湾曲している。

　腿ももから脛までを守る足防具もあるが、《突鱗甲鼠》の硬皮だけを使った単一製だ。

　突撃盾は、《突鱗甲鼠》に削られた跡が消え、新品のようだった。












「着心地はどうかしら。突撃盾も処理して、火で劣化せず、少し硬くしたのだけど？」

「重さもさほどじゃないですし、跳ねても浮いたりしない良い鎧です」

「鎧は動きやすいし、突撃盾もより腕に合う感じがするの～」

「いい感じです！　ありがとうです！」

　三人の感想に、メイピルは嬉しそうだ。

「どういたしまして。防具が傷ついたら、自己補修や壊す前に見せに来てね」

　メイピルからの揶や揄ゆするような注意に、三人は苦笑いする。

　こうして防具を一新したテグスたちは、新たな気持ちで【中二迷宮】に、再び向かうのだった。







【中二迷宮】を、三人は手早く層を下りていき、十五層に到着する。

　ここから慎重に通路を進んでいく。

　最初に出会ったのは、煙玉を使ってまいた、あの魔物──《跳躍山猫》だった。

「……いくよ」

　テグスは短剣と念のための煙玉を持ち、二人に小さな声をかけ、一斉に走り出す。

「ニャオ─────！」

《跳躍山猫》も、地面を跳ねるように接近してくる。

　だが、動きが一番速いハウリナが、先に攻撃を仕掛け、黒棍で胴体を打ち据える。

「あおおおおおおおん！」

「ャ──────！」

《跳躍山猫》が痛みに呻うめきながらも、爪を振るってきた。

　ハウリナは後ろへ避けたが、伸びた爪の一本が新しい鎧をなで、硬質な音が響く。

「──！　傷がないです!?」

　だが、あれほど異質な音がしたのに、本当に軽鎧には傷一つなかった。

　逆に、《跳躍山猫》は爪が折れでもしたのか、痛そうに前足を振っている。

「鎧で防げると分かれば、戦いの選せん択たく肢しが広がるねッ！」

　必要なさそうな煙玉は小鞄に仕舞い、代わりに糸を引っ張り出して柄つかにつけ、短剣を《跳躍山猫》へ投擲した。

「ミャ──────！」

　身を捻って回避されたが、慌てずに手で操作して、糸を《跳躍山猫》に絡みつかせた。

　しかし、絡む糸をものともせず、四足で跳んで襲いかかってくる。

　そこに、ティッカリが立ちはだかった。

「と～～～や～～～」

「ニャオ────！」

　突撃盾と爪を伸ばした前足が激突し、打ち勝ったのは、ティッカリのほうだ。

　競り合いに負けた《跳躍山猫》が吹っ飛ぶ先では、ハウリナが黒棍を振り上げて待つ。

「［衝撃よ、打ち砕けフラーポ・フラカシタ］。あおおおおおおおん！」

　震しん撃げきの魔術をかけ、吠ほえ声と共に、ハウリナは黒棍を相手の背中へ振り下ろす。

　背骨が折れる音と共に、地面に叩き落されると、《跳躍山猫》は動かなくなった。

「よっし、です！」

「どうやらこの防具があれば、多少無茶な選択肢も取れそうだね」

「鎧で攻撃が効かないなら、全力攻撃ができるの～」

　この後、他の二種の魔物──《歩行蜥蜴》と《突鱗甲鼠》にも、戦いを挑んでみた。

　結果、鎧や他の防具にも、一つの傷もつかなかった。

「このまま、二十層まで行けちゃいそうだね」

「信頼できる防具のお蔭かげだよね～。メイピルさまさまなの～」

　実際に、鎧に守りを期待できるのが大きく、テグスたちは難なく層を下っていった。







　順調に歩みを進め、十九層にある下への階段までたどり着いた。

　ここまでの十分な手ごたえに、三人は確信をもって二十層へ下りていく。

「テグス。二十層の《階層主》、どんな魔物です？」

「《玉ぎよく角かく牛ぎゆう》という牛の魔物らしいから、戦い方は予想つくでしょ」

「牛なら、戦ってきたです」

【小迷宮】には《一眼ひとつめ牛うし》がいたが、この迷宮にも《逃怯牛》がいる。

　全く同じではないだろうが、牛の魔物と戦う経験は十分にあるといえた。

　会話しながら階段を下りきると、〝門番の間〟の前にある待機部屋に先客の姿が。

　思わず身構えるテグスたちに、車くるま座ざの探訪者たちが笑いかけてくる。

「坊ぼう主ずたちも《玉角牛》に挑むのか？」

「無茶は止やめとけ。命あってこそ、食べ物が美味しく楽しめるんだぜ？」

「挑むなら、せめて【中一迷宮】か【中四迷宮】の二十層を突破してからにしろよ」

　軽い調子で忠ちゆう告こくしてくれたのは、二十代後半に見える男女六人。

　人間種以外で組んでいるようで、頑俠族の男が三人、猫っぽい獣耳がある獣じゆう人じんの男と女が一人ずつに、樹人族の女性が一人。樹人族の人以外、全員気さくそうに見える。

「なら、僕らは大丈夫ですね。なにせ、どちらの二十層も突破してますし」

　テグスがふてぶてしい言葉を選んで使うと、興味を持った目を向けられる。

　証拠にと、二つ印が刻まれた青銅証を見せると、彼らの顔が感心したものに変わった。

「まあ、ここまで来られるんだから、挑戦する力はあるだろうな」

「最初から、坊主たちはできる奴らだって分かっていたぜ」

　掌てのひらを返すような言葉を聞いて、テグスが突っ込みを入れる。

「まったく、調子がいい人たちですね」

　物もの怖おじしない姿と発言が気に入られたのか、げらげらと笑ってくれる。

「あはははっ。キツイこと言わないでよ」

「そうだぞ──おっ、《跳躍山猫》を持ってんなら、この魔石と交換してくれね？」

　獣人の男が持つ魔石を確認してから、背負子にある《跳躍山猫》の死体を一つ渡した。

「ありがてぇ。ウチらは倒した魔物を、魔石にしちまうことが多くてな」

「肉は焼かなきゃ食べられない、って人が多くて。換かん金きん用以外は、持ち運ばないの」

「それは、ダメです。肉は、生が一番美味しいです」

「だよなー」「だよねー」

　ハウリナも加わって、獣人同士で肉にく談だん義ぎを始めた。

「フンッ。生肉を食するなど、野や蛮ばん人じんがすることぞ」

「生で肉を食べるなんて、病気が怖いわ」

「なー。こんなデッカイなりなのに、小心者と潔けつ癖ぺき症しようなんだぜ。ぷくくっ」

　仲間の頑俠族の背を叩きながら、獣人の男が馬鹿にしたように笑った。

「肉を焼けばいいなら、そちらの樹人族の人が精せい霊れい魔法で料理すればいいんじゃ？」

　レアデールがそうしているからと提案すると、露ろ骨こつに眉み間けんに皺しわを寄せるのが見えた。

「料理の手伝いなんて、精霊に臍へそ曲げられちゃうわ。特に、火の精霊は気難しいの！」

「そ、そうなんですか……」

　強い語調に引きながら、レアデールのときは精霊が喜んで手伝っているようだったけどと、テグスは少し納得いかない気持ちになる。

　その間に、獣人と頑俠族同士で仲良くなったのか、ハウリナとティッカリのほうは会話が弾んでいるようだった。

「獣人なのに道具使ってんのかよ。オシメは卒業したほうがいいんじゃねーか？」

「この棍は良いものです」

「娘は、面白い武器を使っとるな。中々に重そうで、いい破壊力を生みそうぞ」

「この突撃盾は直したばかりの、新品なの～」

　ただ一人人間種のテグスは、手持ち無ぶ沙さ汰たになってしまった。

　仕方なく、閉じている入り口の上に書かれた、古代文字に目を向ける。

『素晴らしい筋肉には、素晴らしい破壊力が宿る』

　変な標ひよう語ごのような文字に、テグスは意味が分からず首を傾げた。

　そうして時間が経つと、閉じていた入り口が開き、先に待っていた彼らが立ち上がる。

「皆さん、頑張ってくださいね」

「おじちゃんたち、がんばってです！」

「せめてお兄さんって──まあいいか、ありがとよ」

「お前らも頑張って倒せよ」

「ちゃんと殴り倒してやるの～」

　入った彼らとテグスたちとを、白い泥のようなものが入り口を塞いで分けた。

「……同族で他の里の人を初めて見たの～」

「優しい人だったです」

「強い人に気のいい人が多いっていう、探訪者の不思議話に相応ふさわしい人たちだったね」

　そう三人で彼らのことを話題にして待っていると、少しして〝門番の間〟が開き、テグスたちが挑む番になったのだった。







《玉角牛》との戦いは、《階層主》ということもあり、楽にとはいかなかった。

　隆りゆう起きした筋肉による力強い突進に、蒼あおい宝石でできた角と額が合わさって、大変に危険だからだ。

　実際に、《玉角牛》が衝突した岩壁には、二つ大穴が開き、ヒビが入っている。

「流石に、防具任せに受けるのは、無理だしね」

「テグス、あの糸と石の武器は、使わないです？」

「使ってみてもいいけど、効かないと思うなぁ……」

　試しにと、編んだ糸と石で作った拘束武器を投げ、脚に絡みつかせて動きを止める。

　だが、《玉角牛》は硬い宝石の角を擦こすりつけて、切ってしまった。

「モイィ──────！」

　次の突進の標的には、ティッカリが選ばれた。

「ひぃん～～～。逃げるのも一苦労なの～～～」

　横に走って間かん一いつ髪ぱつで避けると、一番足が遅いと見破られたようで、続けて狙われる。

「この～～。いい加減にしてほしいかな～～」

　五回逃げたところで、ティッカリは怒りの声をあげる。

　そして、六回目は避けずに、突撃盾を振って《玉角牛》の角を横から打ち当てた。

「モイィ────……」

　ティッカリの攻撃で横に吹っ飛んだが、すぐに起き上がって元気な様子を見せる。

　突撃盾を受けた角には、ヒビすら入っていなかった。

「力いっぱい殴ったのに～。自信なくなっちゃうの～」

「こうなると、向こうを動き回らせて疲れるのを待つか。脚を失わせるとかで、動きを止めるしかないんだろうけど……」

　とりあえず、三人は逃げるのを優先しつつ、それぞれが攻撃を試していく。

　テグスが背後から斬りかかろうとすると、後ろ脚での蹴りが襲ってきた。

　ハウリナは寸前で避けて前脚を叩こうとするが、角ですくい上げられそうになる。

　ティッカリは左右の突撃盾を合わせ、大おお槌づちのように振り下ろしたが、宝石の角と額と強きよう靭じんな筋肉によって、少し怯ひるませるのが精々だ。

　しかし、疲れるのを待つ案も、疲労を見せないその姿を見ると、使えそうもなかった。

「仕方ない。ちょっと無理しなきゃね。二人とも、耳を貸して」

　突進を避けつつ作戦を伝えると、大丈夫かという目を向けられてしまった。

　そこでテグスはあえて、簡単だと言いたげな笑みを作り、うなずいてみせる。

「じゃあ、ティッカリ。《玉角牛》を引きつけるの任せるよ」

「もう～。難しい注文は困るけど、やってあげるの～」

　ティッカリは二人から離れると、大きな仕草で《玉角牛》を誘導していく。

「モイイイイ────！」

「う～。と～～～や～～～」

　限界まで引きつけてから、避けざまに軽く突撃盾で角を殴る。

　ただし、ティッカリの基き準じゆんなので、《玉角牛》の頭には強い衝撃が走ったようだ。

　少しだけ速度が弱まった突進の先に、左右に短剣を握るテグスが前で、黒棍を持つハウリナが後ろの順で立っていた。

《玉角牛》は頭突きの体勢で、そのまま進んでくる。

　あと五歩で衝突という瞬間、テグスが前に出て、左右の角を二本の短剣で押さえた。

「［身体よ頑強であれカルノ・フオルト］！」

　身体強化の魔術で力を底上げして、押し留めることに成功する。

「モイイイイ──────！」

　しかし、《玉角牛》は一鳴きすると、膨ふくらんだように体格が一回り大きくなる。

【中二迷宮】に現れる魔物特有の肉体強化だ、そう気がついたときには、テグスは空中を舞っていた。

　だが、太くなった首で撥はね上げられる一瞬前に、自分から跳んでいて、怪我はない。

「ハウリナ、好機だよ！」

「あおおおおおおん！」

　頭を上げて無む防ぼう備びになった《玉角牛》の前脚の膝ひざに、ハウリナは黒棍を叩き込む。

　湿った枝を折ったような音が聞こえ、《玉角牛》は地面に倒れこんだ。

　すると、後ろ脚だけで立とうとして、暴れ始める。

「モイイイ、モイイイイ！」

「て～～～や～～～。そして、押さえ込みなの～」

　ティッカリが殴りつけて、《玉角牛》を横倒しにすると、突撃盾で頭を押さえる。

「［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］」

　その間に、テグスは鋭刃の魔術をかけてから、斑紋鉈剣を突き刺した。

　駄目押しに首の血管を斬ってから、緊張を解く。

「ふぅ……ハウリナ、無茶な作戦につき合ってくれて、ありがとう。ティッカリも、時間稼ぎと誘導、ありがとうね」

「んふぅ～、ほめられたですー」

　ハウリナの頭をなでると、ティッカリがなぜだか少し不満そうな顔をしていた。

　思い立ち、テグスは手を伸ばし、足りずに爪先立ちになり、その頭をなでてみる。

　すると、まだティッカリは複雑な表情ながらも、満更でもなさそうだった。

　少し経ってから手を止め、三人で《玉角牛》から角や肉などをとっていく。

「予想よりも苦戦しちゃったけど、僕らに実力がついてきている感じはあったね」

「作るの手伝ったからかな～。この鎧は信用できる気がして、攻撃に集中できるの～」

「わふ。次の【中三迷宮】二十層も、どんとこいです！」

　感想を喋りつつ、剝はいだ残りを魔石化すると、三人並んで現れた出口を進む。

　短い通路の先に、準備部屋で会った探訪者たちが待っていてくれた。

「ほらな。坊主たちならやると思ってたんだ。賭かけはこっちの勝ちだな」

「ふん。賭けが成立せんから、反対に賭けただけのこと」

「チッ。まあいいわ、案外やるじゃない」

【中二迷宮】の二十層突とつ破ぱを口々に祝ってくれて、思わず嬉うれしい気分になる。

　そんな気持ちも、《蛮行勇力の神ガガールス》の像を目にして、しぼんでしまった。

　なにせその像は、後ろ向きに片膝をつき、鍛え上げた背筋を盛り上げ、腕を掲かかげ曲げつつ笑顔で振り向いている、禿げ頭の大男を象かたどっていたのだから。







【中二迷宮】の二十層を突破した翌日、テグスとハウリナとティッカリの三人は、荷馬車に揺られていた。

　延びる道の周りには、麦と野菜の畑が広がり、用水路に使う川が流れている。

「くあぁ～……暇です……」

　牧ぼつ歌か的てきな風景と、何もせずとも進む荷馬車に、ハウリナが大おお欠伸あくびをする。

「移動が楽なのはいいんだけどね～……」

　ぼんやりと揺れる麦むぎ穂ほを眺め、ティッカリはゆったりとした気分に浸ひたっているようだ。

　季節の上では夏真っ盛りのはずなのに、空気は柔らかで暖かい。

「くあ～～～うぅ……眠いです……」

　荷馬車の揺れも合わさり、思わず眠気に誘われて、ハウリナが目を擦こすった。

　のんびりとした二人とは違い、テグスは周囲を興味深そうに観察している。

「外と同じです。なにが、おもしろいです？」

　ハウリナの言葉にテグスはさらに面白そうに周囲を見回す。

「へぇー。これが迷宮都市の外の風景なんだ。初めて見るものばっかりで、楽しいよ。やっぱり、迷宮に挑み続けると、見たことのないものが見られるや」

　ワクワクとした目で頭上を仰ぐと、『青色の苔こけが覆っている天井』が広がっていて、太陽代わりの『光る球』もたくさん並んでいる。

「ギルド支部で、魔物の情報を聞いて～。ついでにって、【中三迷宮】の中は馬車で移動するって教えられたけど～。冗談だと思っていたの～」

「僕も、噓うそだと思ってたんだけど、本当だったね」

　そう、この馬車が進む長い道と一面に広がる畑は、【中三迷宮】内の風景なのだった。







　荷馬車は小さな町か集落のような、家が集まって建つ場所に到着する。

「はーい。下の層への階段行きは、こっちだよー。もう少しで出発だよー」

　声に従い、テグスたちも荷馬車を乗り換える。

　迷宮内を進んでいって、何度目かの集落ともなれば、テグスもなれて落ち着いてきた。

　銅貨一枚を払って荷馬車に乗ると、他の探訪者たちと乗り合わせになった。

「こんにちは」

「ああ、こんにちは。君らはどこに行くつもりかな？」

「印が欲しいので、二十層までですね。そちらは？」

「俺たちは、依頼でとある商会が提てい携けいした農場へ、野菜を受け取りに行くんだ」

　道中の暇つぶしにそんな会話をしながら、二層への階段に到着すると、他の迷宮にはなかった、手すりのない螺ら旋せん階段が下へ延びている。

　一段一段下りていくと、岩の壁が途切れた。

　どうしたのかと観察すると、顔の横には青い天井、足下には畑と家が見える。

　どうやら、螺旋階段は上の層の地面を貫き、下の層の地上まで続いているらしい。

「天空に立っているみたいだね」

「ひうぅ～～～。高いところは怖いの～～～」

　下を直視したのか、ティッカリの腰が引けていた。

　仕方なく、テグスとハウリナが手を引き、時間をかけて二層に下りていく。

　ようやく地面に下り立ったときには荷馬車の姿はなく、再び来るのをゆっくり待った。

　やってきた荷馬車に乗り込み、次の集落へ、さらに次の集落へと進む。

　これだけ広大な土地があると、魔物とも出くわし難いらしく、戦せん闘とうは一度もない。

　そして、時間が経たつと天井にある光球の光量が落ちていく。

「そろそろ、夕ご飯の時間です」

　ハウリナの言葉で、光球と地上の日が連動しているらしいと、テグスは理解する。

　やがて次の集落につくと、御ぎよ者しやの男が声をかけてきた。

「はーい。日が落ちたので、荷馬車の運行はもうお終いだよ」

　荷馬車から降りると、テグスは御者に近寄った。

「あのー。この集落は、二層のどの辺りにあるのか教えてもらえますか？」

「そうさなあ。あとちょっとで、三層の階段がある、ってぐらいだな」

　ということは、荷馬車を利用して、今日一日で二層分の距離を進めた。

　それでも単純に考えると、二十層まで行くのに十日かかる計算だ。

　先に進んで、もし荷馬車が利用できない場所があったら、さらに日にちがかかる。

「たびたび、すみません。この荷馬車の運行って、何層まであるんですか？」

「さて。十層まではあるのは知っているが、その先には行ったことがないからなぁ」

「いえ、参考になりました。ありがとうございました」

　とりあえず、十層までは暢のん気きな馬車旅が続くと知れたのは収しゆう穫かくだった。







　荷馬車で移動すること五日目。

　ようやく十層の〝門番の間〟の手前に来ることができた。

「お、お尻しりが、痛いです……」

「ずっと、荷台に座りっぱなしだったからね。手前の集落で一日休んで、翌日の朝一番に挑むって気持ちが、よく分かったよ」

「二人とも、お尻の鍛え方が足りていないの～」

　座り移動し続けて鈍なまった体を解ほぐしつつ、《階層主》への準備を始める。

「どんな魔物が出るの～？」

「〝中三区〟支部で見た資料だと、『侵入者を飲み込む大だい蛇じや』っていう蛇だったね」

「んぅ？　なんだか、長い名前です」

「普ふ遍へん種しゆや固有種の名づけかたとは、違った響きなの～」

「【中三迷宮】を造った女神様──《清せい穣じよう治ち癒ゆの女神キュムベティア》を題材にしたおとぎ話に出てくる大蛇に似ているから、その名前を流用しているんだってさ」

「おとぎ話の蛇が、魔物なの～？」

「魔石化できるから、そういうことにしたらしいよ。しかも、十層の《階層主》の中で、一番強い魔物なんだってさ」

　一人分しか幅と高さのない、〝門番の間〟の入り口を通り抜けた先にあったのは──

「木がいっぱいの、森です」

　ハウリナが思わず呟つぶやいた通りに、森の一角を切り取ったような場所だった。

　広さは他の【中迷宮】の〝門番の間〟と同じぐらい。

　森の中に入ったことがないため、テグスは興味深く木や下草を眺める。

　こんな場所で《階層主》と戦うのかと感じ入っていると、ハウリナが声をかけてきた。

「……なにか、変じゃないです？」

　テグスとティッカリは首を傾げると、とりあえず周囲を見回してみた。

「周りの木々に、問題はなさそうなの～」

「そういえば、他の〝門番の間〟は、入ると何かしら内ない観かんに変化が──二人とも気をつけて。もう出てきている！」

　周囲に魔物の姿は見えないが、全員が武器を構える。

「魔物でてるって、どういうことです？」

「《階層主》や《迷めい宮きゆう主ぬし》は、挑んだ人が倒すのに失敗すると、そのまま広間の中に居続けるんだ」

　以前【小七迷宮】にて、戦っていた探訪者が逃げ出して《遊ゆう動どう若じやく樹じゆ》がそのまま残り、テグスとハウリナがすぐに戦ったことがあった。

「前に人が戦っているなら、倒しやすくなっているんじゃないかな～？」

「どうかな。瀕ひん死しなときもあるし、全然傷を負ってないこともあるから」

　会話が途切れ、三人は気配を探るのに集中する。

「見つけたです！」

　一番感覚が鋭いハウリナが魔物を発見し、黒棍の先を向ける。

　あるのは、太い木に巻きつく宿り木──違う、樹じゆ皮ひに見える鱗を持つ大きな蛇だ。

　大蛇はゆっくりと動きつつ、木の洞うろに似た目ま蓋ぶたがある瞳で、三人を観察している。

「あおおおおおん！」

　ハウリナが殴りかかるが、するすると木を上って逃げられてしまった。

　そして、枝を伝って別の木から木へと移動していく。

「目印があれば、見つけやすいよね──［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］！」

　目で追いつつ、テグスが短剣を投げ放つと、短剣は大蛇の目元に刺さった。

　これでは隠れられないと悟ったのか、大蛇は木から離れ、嚙みつこうとしてくる。

「シャアアア──」

「これを、食らうです！」

　不用意に襲ってきた相手に向かい、ハウリナが走り、跳んだ。

　空中で振るわれた黒棍が鼻面を上から叩き、大蛇の頭が下へ弾かれる。

「て～～～や～～～」

　いい位置に下りてきたとばかりに、ティッカリが突撃盾を打ち込んだ。

　頭の骨が折れ、目や口から血を流しながらも、大蛇は頭を持ち上げようとする。

「たあああああああ！」

　そこへすかさず、テグスが斑紋鉈剣でその頭を切り落とした。

　少しの間、頭がなくなっても体をくねらせていた大蛇は、やがて動かなくなった。

「木に擬ぎ態たいして不意打ちする上に、耐久力がありそうな魔物だったね」

「見破れなかったら、ぱっくり食べられちゃうところだったかもね～」

　よく発見したと、二人はハウリナの頭を一緒になでる。

「んふ～。ほめられたです」

　喜びを表すように、尻尾しつぽを振り、獣耳を動かしている。

　ひとしきりなで終わると、大蛇の解体に取りかかった。

　一抱え以上の太さの胴体を森から引っ張り出していくと、身長が一番高いティッカリでも、十人分はありそうなほど長さがあった。

　首の断面から食道に刃を入れて、腹を引き裂いていくと、ごろりと何かが出てくる。

　体と革鎧が半ば溶けかけた、七つの男女の死体だった。

「僕らの前に挑戦した人たちのようだね」

「あうぅ～～～……今日は肉を食べられそうにないかな～」

　死体の装備品は使い物にならないので、青銅証だけ水で洗って集めた。

　流石に二人とも、人が入っていたモノは食べたくないようで、大蛇は魔石化して回収し、出口の先にある《清穣治癒の女神キュムベティア》の像を磨いて、祈りを捧げる。

　その後、気を取り直して、十一層への螺旋階段を下りていった。







　十一層からも馬車の運行はあるようで、また荷台に座って進む。

「馬車の利用賃は取らねえが、魔物がきたら倒してくれ」

　十層までとの違いは、御者からそう頼まれたことと、一層にかかる時間が少し短くなったこと。

　そして、大急ぎで畑で収穫を行う農のう夫ふたちの姿を見ることだった。

「上の層とは違って、こっちでは収穫期なんですね」

　テグスが収穫作業を興味深く見ながら尋ねると、御者も作業に目をやった。

「そろそろ人狩りが始まる時期だからだよ。商会の偉い人はその前に元の国に帰るから、ついでに穀こく物もつを早めに買いつけて運搬するらしい」

　理由を聞いて、テグスは迷宮の中なのに外の国と繋つながりがあるのが、面白く感じた。

　一方で、ハウリナは不思議そうな顔になる。

「前にも聞いた単語です。人狩り、ってなんです？」

「そうか。ハウリナは今年に迷宮都市にきたから、知らないんだっけ。人狩りは──」

　ハウリナが元もと奴ど隷れいだと知るテグスが、少し考えて柔らかい言い方で伝えようとする。

「簡単に言っちゃうと～。〝雑踏区〟の人を、外の人がさらいに来る時期なの～」

　その前にティッカリが直ちよく截せつ的な表現で教えてしまい、ハウリナは驚いた表情になる。

「さらうの、どうしてです？」

「持ち帰って、畑仕事や鉱山の採掘で使う、奴隷にするためなの～」

「ティッカリ、しーしー！」

　制止の言葉は遅かったようで、明らかにハウリナは不機嫌になっていた。

「獣人のお嬢さんが機嫌悪くなるのも無理ないよ。迷宮都市で育った人なら、親兄弟や顔見知りを連れてかれた経験があるだろうさ」

　御者の言葉は的外れだったが、ハウリナはその意味を問う目をテグスに向ける。

　厳しい視線に、下手な誤ご魔ま化かしは不信に繋がると分かってしまった。

「……僕は、外の国のことを見知ってないから、レアデールさんから聞いた話だよ」

　断りを入れてから、人狩りという行こう為いの説明を始める。

「迷宮都市の近くには、広い畑を持つ国があるんだ。秋の刈り取り作業は大変で、多くの人が欲しくて、奴隷が大量に必要なんだよ」

「奴隷じゃなくても、手助けし合うと、いい話です！」

　当然の怒りだと、うなずきながら説明を続ける。

「もう一つ理由があって。畑の国と友達の鉱山を持った国がね、鉱山で働かせるから奴隷を送れって言ってくるんだって。だから、奴隷をとりに迷宮都市に来るんだ」

「人は、ものじゃないです!!」

　歯を剝むくほど怒るのを見て、テグスは困ってしまう。

　そこに、御者から助け舟が出される。

「仕方ねえ。迷宮都市は法がないんだ、身の安全は自分でなんとかしなきゃなんねえ」

「それ、のん気です」

「壁と関せき所しよがあるから、人狩りは〝雑踏区〟にしか来ない。【中三迷宮】の村々も安全さ。それに〝雑踏区〟の人でも、頑張ればこっちにこれるんだ。自業自得さ」

　なにせ、探訪者になるために資格は要らないし、十三才未満には仮かり証しようがある。

　条件を満たせば〝外殻部〟に入れるのだから、御者の言うことにも一いち理りはあった。

「それでも、人はものじゃないです」

　考えに理解は示しても、心で納得はできないらしい。

　そのとき、テグスが唐突に、ハウリナの額を指で弾いた。

「あうっ！　──なにするです」

「迷宮都市の住民が、大人しく奴隷にされるわけないでしょ。なのに、奴隷になるって決めつけて考えているの、失礼だよね？」

「人狩りがきたら、みんなでやっつけようってするんだよ～」

「わうぅ～……でも、奴隷にされる人、いるはずです」

　二人に言われて、赤くなった額を押さえながら、ハウリナは少し涙目になっている。

「なあ。会話するのは良いが、出てきた魔物を倒しちゃくれねえかい？」

　道の真ん中に、一抱えほどの太さの木に見える魔物が一匹いた。

　ごつごつとした表面と色合いも合わせて、木肌は黒こく曜よう石せきのように見える。

「木の魔物だから、あれが《巌がん密みつ硬こう樹じゆ》だね」

「前に折っちゃった、棍棒の原料だったかな～」

「──ふんっ。戦わないです」

　先ほどのことでへそを曲げたハウリナに、仕方がないと二人で戦いにいく。

　硬さは鉄並みでもが動きが鈍い魔物なので、鋭刃の魔術をかけた斑紋鉈剣で切れ目を入れ、突撃盾で殴れば容易たやすく折れてしまった。

　枝葉は落として、幹みきの部分を馬車に積み、先へ進む。

「今度は牛の魔物──《安あん閑かん水すい牛ぎゆう》ですね？」

「そいつは、乳が採れるから倒さないでくれ。後ろから押してやれば退どくからよ」

「なら、ちょっと押してくるの～」

　ティッカリが向かい、テグスは荷台の上でハウリナに顔を向ける。

　すると、目を合わせないように、顔を背けられてしまった。

　孤こ児じ院いんの子供みたいな反応に苦笑いしてから、手を獣耳の間に置く。

　びくりと反応するが、構わずに髪をなで下ろしていく。

　まだツンとした態度を取ったままだが、尻尾はゆっくりと振れていた。

「ねえ、ハウリナ。僕らの言葉の、どこが気に入らなかったの？」

「……人が奴隷にされるの、納得してるです」

　ぽつりと言われ、奴隷制度を受け入れているわけではないと、テグスは思ったが──

「生まれも育ちも迷宮都市だから、人狩りなんて見慣れてしまった風ふう物ぶつ詩しだしなぁ」

「むっ。人さらいを見慣れたなんて、変です」

「そう言われても、〝雑踏区〟にいれば、見慣れちゃうよ」

　テグスと一緒に迷宮を巡り続けたから、ハウリナは目にしていないだけだ。

「でも、言いたいことは分かったよ。見捨てているようで、気が咎とがめるんでしょ？」

「……そうかもです」

　内心を言い当てられたからか、恥ずかしそうにうつむいてしまう。

　やっぱりと微笑みながら、テグスはさらに頭をなでやった。

「ならさ。人狩りがきたら、ハウリナがやっつけに行けばいいんじゃない？」

「……えッ？」

　それは考えになかったという、驚いた顔を見せた。

「やりたいことしなよ。僕も手伝うよ。きっとティッカリもね」

「……本当です？」

「順調に二十層突破して青銅証の印が四つ揃そろったら、次は【大迷宮】だ。その前に、二人に多数の相手と戦う経験をさせる、良い機会だしね」

　まあ要するにと、一層の優しさを込めて、手て櫛ぐしで髪を梳すいていく。

「仲間のお願いを聞かないほど、狭きよう量りようじゃないってことだね」

「わふっ……」

　嬉しそうにテグスに抱きつくとハッと体を離し、まだ不機嫌ですという態度をする。

　そこにティッカリが戻ってきて、荷馬車に腰を下ろした。

「移動させ終えたの～。あれ～、仲良しに戻ったのかな～？」

「まあね。そうそう、ハウリナがね、お願いがあるんだって」

「むぅ～。自分で話すです！」

　半笑いのテグスを押しのけて、人狩りをやっつけたいという話をしていく。

「ハウリナちゃんがやりたいなら、喜んで手伝うの～」

　あっさりとティッカリから同意を取れて、ハウリナは拍子抜けをした表情になる。

　そして懸け念ねんが晴れたからか、いつの間にかハウリナの表情は普段通りに戻っていた。







　移動し続け、十五層からの景色は、畑や集落が小さくなり、森や草原が増えた。

　その理由は、【中三迷宮】で初めて、積極的に人を襲う魔物がいるからだろう。

　いくつも掘った穴の一つに潜み、通った人を襲う鼬いたちの魔物──《乱らん掘くつ鼬》。

　周囲を歩き回り、見つけた人に嚙みついてくる大きな白しろ蟻ありの魔物──《大おお顎あご白蟻》。

　この二種類は、【中迷宮】の二十層を三つ攻略したテグスたちの敵ではなかった。

「あおおおぉぉぉん！」

「と～～～や～～～」

　だが、最後の一種、鋸のこぎりのようなくちばしの鳥の魔物──《鋸きよ歯し鴉からす》に苦戦していた。

　いまも、ハウリナとティッカリの攻撃は当たらず、空中高くに逃げられた。

「飛んでいる相手が、こんなに厄介だなんて」

　テグスも短剣を投げようと狙うが、なかなか難しい。

「唯一の手段は、襲ってきたところを叩くことだけどッ！」

　分かっていても、くちばしを避けてから攻撃をするのでは、遅すぎた。

「こうなると。メイピルさんの防具を信じて、受けとめるしかないね」

「なら、一番鎧が厚いあたしが適任なの～」

　ティッカリが手を広げると、旋せん回かいしていた《鋸歯鴉》が急降下して襲ってきた。

「くふっ──」

　飛びこんできた衝撃で胸を押され、口から息が漏れるが、鎧には傷一つつかない。

　そして、広げていた腕を閉じて、抱きしめるように拘束した。

「このまま、抱き潰してあげるの～」

「クケ──クケクケェエ──」

　骨折する音が響いてからティッカリが手放すと、地面に落ちても動かなくなっていた。

「……ティッカリに、抱かれたくなくなったです」

　ハウリナは一緒に寝るとき、抱きしめられることが多いからか、その光景に少しだけ引いていた。

　それを見て、ティッカリは腕を広げると、じりじりと距離を詰め始める。

「ちゃんと手加減するから、大丈夫だよ～」

「逃げるです」

　二人の追いかけっこを、御者とテグスが笑いながら見ていると、どこからか声がする。

「おーい、おーい。その馬車待ってくれ！」

　顔を向けると、草が入った袋を持つ、六人の探訪者たちがいる。

　テグスが何を袋に入れているんだろうと興味を持つと、耳に舌打ちが聞こえてきた。

「チッ。魔物を引き連れてきやがった。俺っちの荷馬は足が遅いんだぞ！」

　御者の言葉の通りに、彼らの後ろには《大顎白蟻》が二匹いた。

「危険だし、助けないとね」

「ウマがケガすると、移動がたいへんです」

「二匹でも、たいした相手じゃないの」

　六人組とすれ違い、さっさと《大顎白蟻》を斬り捨て、殴り潰す。

　死体を引きずって引き返すと、御者と先ほどの探訪者たちが言い争いをしていた。

「どうしたんですか？」

　テグスが声をかけると、ぎょっとした目を六人組から向けられた。

「い、いやー、助かったよ。薬草の採取をしていたら襲われちゃって」

「下がりながら戦っていたら、別のに鉢はち合あわせしちゃってさ」

　なぜか、少し顔を青くして、弁べん明めいをし始める。

「坊主たちを置いて逃げよう、なんて言ってたぞこいつら」

　御者が言い争いの内容をばらしてくれて、理解した。

「倒す自信がなくて、救きゆう援えんに行く人なんていないと思いますけど？」

「うぐっ……そ、その通りだが。慌てていて、そこまで考えられなかったんだ」

　それでも結局その人たちと相乗りすることになり、再び荷馬車が動き出す。

　その後も恐きよう縮しゆくしっぱなしの六人組に、テグスは彼らの袋の中身が気になり、声をかけてみることにした。

「そういえば、薬草摘つみとかいってましたけど。どんなものが採れるんですか？」

「えっ？　そ、そうだな……これは傷や打ち身に効く軟なん膏こうの原料で、これは口に含んで嚙むと元気になれる草だろ。この根を煎せんじると腹痛に効くんだ」

「十五層からは森や草原が多くあるから。こういう貴重な薬草もわんさとあるのさ」

　実物を並べて見せてくれるが、そこに御者が声を割り込ませる。

「噓を言うな。薬草が多くあるのは、《清穣治癒の女神キュムベティア》様の御み業わざだ」

「ああ、【中一迷宮】と【中四迷宮】の宝箱。【中二迷宮】の鉱こう床しよう。その代わりですね」

「そういうこった。楽に稼げるから、魔物と戦うのを忘れる奴もでてくるがね」

「おいおい、楽なんかじゃないぜ。ちゃんと薬草を見分ける目がいるんだからな」

　御者の渾こん身しんの皮肉は、六人組には空振りに終わったようだった。







【中三迷宮】に入って八日目に、テグスたちは二十層に到着した。

　十九層の集落で集められた《階層主》の情報は、少ない。

　魔物の名前は『逃げる背を抉えぐる大おお鷲わし』──地上の支部で聞いていた。

　姿は大きな鷲で、爪で攻撃してくる──名前から予想がつく。

　倒すのに矢が有効──弓矢を持つ仲間がいないので意味がなかった。

「《階層主》は空を飛ぶ魔物って聞いて、対策作りで昨日は一日情報集めしたのに」

「みんな、大して知らなかったです。でも、ワシのおとぎ話、面白かったです」

　それは、女神の物を盗んだ人を追いかけ、背を爪で抉って殺して、取り返す話だった。

「大鷲が苦難を乗り越えるところが、ぐっときたの～」

　そう熱弁されても、テグスにはピンとこない。

　そんなおとぎ話のことはさておき、三人は準備部屋で装備を整える。

《鋸歯鴉》と戦った経験から、テグスは小鞄から出した糸を編んで、投と網あみを作ってみた。

　念のために予備を一つ作り、絡まないように丁寧に小鞄へ仕舞う。

「さて、ここを突破すれば【大迷宮】に行けるようになるよ。二人とも準備はいい？」

「もちろんです」「もちろんなの～」

　意気込んで三人は〝門番の間〟へ入り、入り口が閉じられた。

　十層では森だったが、二十層は脛半ばほどの長い草が茂った、狭い草原だった。

　テグスが初めて見る草原に背負子を置くと、一陣の風が顔を強くなでた。

　思わず目を瞑つむり、様子を見つつ目を開ける。

　すると、人を乗せられそうなほど大柄で、頭だけ白く他は茶色い大鷲を見つけた。

「クェアアアアアアアアアアアア！」

　高々と一鳴きすると、大きな翼を打ち振るって、空中に浮き始めた。

　テグスは投網を出して投げようとするが、翼による風が強くて叶かなわない。

　やがて、高々と舞い上がると、三人の頭上で円を描くように飛び始める。

「あんな巨体で、よく空が飛べるの～」

「飛べないワシは、鳥肉です」

「って、話している場合じゃないよ！」

　円えん軌き道どうから一転して、翼を畳たたんで直降してきた。

　そして、テグスたちの直前で翼を広げて急停止すると、脚の爪を振るってくる。

「てやっ、です！」

　狙われたハウリナが、飛び込み前転で避ける。

　空くうを抉った爪を握り、大鷲は翼を振るって素早く上空へと逃げていく。

　再度、円軌道で狙いをつけて、今度はテグスへ襲い掛かってくる。

「よし、来いこい！」

　ギリギリまで引きつけて、避けながら投網を放った。

　狙いは違たがわずに、大鷲に被さる軌道を取っている。

　しかし、大鷲は翼を振るうと、起こした風で投網を吹き飛ばしてしまった。

　草原に落ちた網は、草が絡からんで使えそうもない状態だ。

　テグスは急いで予備を小鞄から取り出すが、伸びた大鷲の蹴け爪づめに引き裂かれてしまう。

「クェアアアアアアアアア！」

　さらに、大鷲は翼を振るって空中に静止したまま、長い爪で蹴りつけてきた。

　テグスは草原に身を投げながら、小鞄から出した煙玉を破裂させる。

　噴き出した真っ黒な煙に邪魔されて、狙いを外したその爪は地面を抉った。

「と～～～や～～～」

　すかさず、ティッカリが煙から出てきた大鷲を狙うが、当たらない。

　大鷲はそのまま草原を低空飛行して、ハウリナへ向かう。

「あおおおおおおおおん！」

「クェアアアアアアアアア！」

　黒棍と蹴爪が打ち合わさり、お互いに弾かれた。

　ハウリナはすぐに体勢を整えて突きを、大鷲は翼を振って空中に止まり蹴りを放つ。

　交差の瞬間。蹴爪で払われたハウリナの黒棍は、大鷲のもう片方の脚に捕まった。

「クェアアアアアアアアア！」

　大声で鳴き、武器を奪おうと、翼を大きく振るい始めた。

　ハウリナは黒棍を握って阻止するが、大鷲の力が凄すぎて足が地面から浮きあがった。

「わふっ!?　空に持ってかれそうです！」

「いま助けにいくの～──!?」

「クェアアアアアア！」

　近づこうとしたティッカリに、大鷲は力任せにハウリナを投げつけた。

「わわっ──わふっ!?」

「ハウリナちゃん──きゃう！」

　一緒くたで転がる二人を見ながら、テグスは短剣を左右に握り、斬りかかる。

「はあああああああああ！」

「クェアアアアアアアア！」

　そして、大鷲の二本の脚との、斬り合いが始まった。

　刃と爪が交差し、硬質な音が周囲に流れる。

　空中に静止している相手なのに、テグスの手に伝わってくる感触は、異常に力強い。

「無視しちゃ、駄目なの～」

　一人と一匹の戦いに、ティッカリが割り込み、腕を振り回す。

　すると、大鷲は片脚で短剣二つをまとめて摑み、迫る突撃盾ももう一方の脚で止めた。

　その攻防の巧たくみさに、この大鷲が今までの魔物で一番強いと、テグスは思ってしまう。

「だけど、こっちの突撃盾の重さまでは予想してないよね？」

　打ち合わせなしの、目での合図をティッカリは理解して、腕の力を抜く。

　普通の人では持つことができない突撃盾の重さで、空中に止まる大鷲の体が傾いた。

「［衝撃よ、打ち砕けフラーポ・フラカシタ］。あおおおおおん！」

　ついに見せた隙を突いて、ハウリナが震撃の魔術をかけた黒棍で翼を殴る。

「グェアアアアアアアアアア！」

　片翼を折られては飛べないのだろう、短剣と突撃盾を離して、大鷲は草原に落ちる。

　好機と見た三人は追つい撃げきしようとするが、大鷲は仰向けで蹴りを放ってきた。

　慌てて下がると、脚を曲げた状態で警戒している。

「……その場から動けないなら、もう近づくつもりはないよ」

　テグスは後ろ腰から補短錬剣を抜き、青い剣身を向ける。

　この意味が分かったのだろうか、大鷲は諦あきらめたように全身の力を抜いた。

「［我が魔力を火口に注ぎヴエルス・ミア・エン・フラミング、呼び起こすは噴出する炎ミ・ボキス・ラケーテ・フラモ］！」

　炎壁の五則魔法を唱え、噴き上がった炎が大鷲を焼いていく。

　悲鳴や断だん末まつ魔まは上がらず、炎の噴出が終わると、表面が焦げた死体が残った。

「前評判の通りに手て強ごわかったけど、怪我なく倒せたね。それで突破の証拠はどこにしようか？」

「爪が大きくて立派だから、脚だけを回収すれば判ると思うの～」

「この鳥、強かったです。食べずに、魔石化したいです」

　大鷲の最さい期ごに何かを感じたのか、ハウリナにしては珍しい申し出をしてくる。

　なので、脚を片方切り取り、残る全てを魔石化して回収した。

　出口を進み、《清穣治癒の女神キュムベティア》の像を磨き、軽い祈りを捧ささげた。

　こうして、三人の【大迷宮】に行くための試練は、達成されたのだった。
















〝中ちゆう三さん区く〟の探たん訪ぼう者しやギルド支部にて、大おお鷲わしを倒した証拠を渡し、印しるしを青せい銅どう証しようにもらう。

　これで、四つの印が集まり、三人は【大だい迷めい宮きゆう】への挑戦ができるようになったのだ。

「やったね」

「やったです！」

　テグスとハウリナは、ぱんっと手を合わせて喜びを見せる。

　その横で、ティッカリは青銅証を、なぜかまじまじと見ていた。

「どうしたの。なにか問題があった？」

「ううん～。二人と出会ったときには、一つもなかったのにな～って思てたの～」

　ティッカリは迷宮都市で過ごした年月を思い出して、感かん慨がい深ぶかくなっていたらしい。

　そんな感かん傷しように浸ひたらせるよりもと、二人で協力して両手を上げさせる。

　そして、テグスとハウリナは伸ばした手を見せて催さい促そくする。

　遅まきながら、ティッカリは理解して、大きく手を上げる。

「やったの～～～」

　勢い良く手を叩きつけようとして、直前で自分の腕力を思い出したように止め、触れるように二人の手に合わせた。

「あの～。嬉うれしいのは分かりますが、混こみ合っているので、別の場所でお願いします」

　職員からの注意に、三人で照れ笑いしながら、周囲の人の多さにいまさらに驚いた。

「なんか、ずいぶん人がいますけど。どうしたんですか？」

「人狩りが来る時期なので、〝雑ざつ踏とう区く〟上がりが押し寄せているのです」

「おい、あんたら。用が済んだなら退どいてくれよ！」

　説明を聞いていたら、後ろの探訪者たちにせっつかれてしまった。

　仕方なく、テグスたちは支部の隅すみへと移動して、改めて支部内を見回す。

　怪我をしている人が多く、中には死ぬ寸前のような、顔色の悪い人もいた。

　人狩りという危機を目前にして、無理に【小迷宮】を攻略したのだろうと、テグスは呆れる。

「みんな、青銅証もらって、喜んでるです」

　青銅証を手にできたら、人狩りに襲われない〝外がい殻かく部ぶ〟にいられるのだから、彼ら彼女らが喜ぶのも当然だった。

「でも、喜んでばかりはいられないだろうけどね」

「どうしてです？」

「覚えているでしょ。〝外殻部〟に来た最初、僕たちお金がなかったって」

「鉄てつ貨か十枚と銅どう貨か一枚で交換だからね～。ここにいる人たちの多くは、〝外殻部〟だとお金が足りずに、ご飯と住む場所に困るはずなの～」

　そして【中迷宮】で稼かせげなかったら、人狩りが来る〝雑踏区〟に戻るしか道はない。

「けど、僕らがここにいても邪魔なだけだろうし、移動しようか」

「どこに、いくです？」

「人狩りたちをやっつけたいんでしょ。なら〝雑踏区〟に戻らなきゃ」

　外に出て、押し寄せる探訪者たちを逆流しながら、テグスたちは進んだ。







　なんだかんだ三さん巡じゆん月づきぐらいぶりに、テグスは仲間を伴ともなって孤こ児じ院いんに戻ってきた。

　中へ入ろうとすると、唐突にティッカリが立ち止まってしまう。

「なにか、心配事や忘れ物でもあった？」

「そうじゃないの～。あたしが孤児院にお邪魔しても、いいのかな～ってね～」

　どうやら初めての場所なので、尻込みしているらしい。

「駄だ目めなんていう人、この孤児院にはいないと思うよ」

「お母さん、喜ぶです」

「むしろ、なんでいままで紹介しなかったのって、拗すねられるかもね」

　二人の言葉に安心したのか、ティッカリの足が前に進んだ。

「じゃあ、お邪魔しちゃうの～」

　どうぞどうぞと先導して孤児院に入ると、すぐにレアデールに見つかってしまった。

「二人とも、お帰りなさい。そっちの子は、新しいお仲間かしら？」

「そうだよ、ティッカリっていうんだ。この人が僕のお母さんで、レアデールさん」

「ティッカリちゃんっていうのね。この二人を、これからもよろしくね」

「い、いいえ～。あたしを仲間にしてくれて、こっちがお世話になったほうなの～」

　矢や継つぎ早ばやの言葉にオロオロしながら、なんとか返事をしている。

　すると、レアデールがテグスの横に忍び寄り、肘ひじで小突いてきた。

「テグス、ティッカリちゃん良い子じゃない。大事にしてあげるのよ」

「お母さん。それだとティッカリが、僕の恋人のように聞こえるんだけど」

　軽く睨にらみながら訂正すると、レアデールは面白いものを見つけた顔になった。

「なになに。ティッカリちゃんが好みなの？　それともハウリナちゃん？」

「だからそういう話じゃなくて」

　再び止めようとするが、ハウリナとティッカリが何を話しているのかと見てくる。

「ふふふっ。二人のどっちが、テグスの好みか聞いていたの」

「わふっ!?　それは気になるです」

「え、ええ～。好みがどうとか言われても、困っちゃうかな～～～」

　そこから、女性三人で会話が始まってしまう。

　少しでも早くこの話題を終わらせようと、テグスは横から口をはさもうとした。

「だから、ハウリナとティッカリは仲間なだけで──」

「この場の話ってことで良いから、ちょっと考えてごらんなさい。どっちなの？」

　微笑みを浮かべながらの言葉に、発言を遮さえぎられてしまった。

　どういう興味があるのか、ハウリナとティッカリも面白そうな表情で待っている。

「ほら。ハウリナちゃんは、髪も艶つややかになったし、肌はきれいな白色よ。胸もお尻も少しふっくらしてきたし、かわいらしいと思わない？」

「いや、だから──」

「ティッカリちゃんは、体が大きいけど、その分だけ体に迫力があるじゃない。出るとこ出ているしね。性格も優しげだし、なにより赤しやく銅どう肌はだで年上のお姉さんよ？」

「だーかーらー。二人は仲間。それだけ。この話はお終しまい、お終いだからね！」

　語気を荒くして言うと、レアデールはつまらなそうな顔をした。

「仮の話なんだから、どっちかすぱっと言えばいいのに。はいはい、テグスは二人とも好みって事にしておいてあげるわね」

「いや、だから──もう、それでいいや……」

　なんとなく、どうやっても駄目な気がして、これ以上言うのを止やめてしまう。

　すると、ハウリナとティッカリが、テグスの袖そでを引っ張ってきた。

「テグス。ハウリナのこと、好きじゃないです？」

「テグスは、同じ種族じゃないと駄目な人なのかな～？」

「いや、違うよ。二人とも凄すごく魅み力りよく的てきだし、意識するといけないような気が──って、僕をからかったね？」

　途中から二人がくすくすと笑い出したのを見て、テグスは憮ぶ然ぜんとしてしまう。

「二人とも魅力的、って言葉使えるなんて。女泣かせになるか、背中を刺されるかね」

「お母さん！　変な事を言わない！」

　面白がる言葉に釘くぎを刺すと、話題を変えるべく真面目な顔を作る。

「そろそろ人狩りの季節だけど。孤児院はいつもの通りだよね？」

「はいはい、話題を変えてあげるわよ。人狩りの話ね」

　あまりやるとテグスに嫌われると思ったのか、レアデールは話題に乗ってきた。

「例年と同じで、子供たちは終わるまで基本的に孤児院で待たい機きよ。外国の坑こう道どう掘りでは、背丈の小さい子供が人気らしいから。テグスたちはどうするの？」

「僕らは青銅証に四つ印を集めたから、【大迷宮】にいけるんだけど」

「人狩り、殺やるです！」

　この主張で誰の意見で方針が決まったか分かったらしく、レアデールは微笑ましげだ。

「テグスとティッカリちゃんは、それでいいのね？」

「ハウリナの、食事以外では、珍しいわがままだからね」

「お願いもそうだけど～。どんな理由でも、人助けは良いことだと思うの～」

　三人の意見が合っていることを知って、笑顔でうなずき返してくれた。

「分かったわ、そうしなさい。可愛い、ハウリナちゃんの頼みだものね」

「【大迷宮】の前に、多数対多数の戦いを経験しておこう、って理由もあるんだよ？」

「そういう、こじつけた理由を聞くと、テグスねって気がするわ」

「意味が分かんないんだけど……」

　ふてくされるテグスの頭をなでて、他意はないと伝えてきた。

「人狩りを相手にするなら、孤児院の一角に住まわせてあげる。その代わりに、三人で【小迷宮】か【中迷宮】で、備び蓄ちくする食料を集めて欲し──」

「今年は兵隊を連れてきやがるらしいので、レアデールさんの手をお借りしたい！」

　突然会話に割り込んだのは、慌てた様子の支部の男性職員。

　その後、レアデールと職員から漏れ聞こえた内容で、どうやら今年はいつもと毛色が違う風ふう物ぶつ詩しになりそうな予感がした。







　迷宮都市中で、今年は人狩りに他国の兵隊が加わる、という話が駆け巡った。

　すると、狙われることになる〝雑踏区〟住民の行動が──

【小迷宮】を急いで突破しようとする、探訪者。

　人狩りたちを迎え撃ってやると、決けつ起きした者。

　建物に隠れてやり過ごそうと、避難する者。

　酒や女や薬などで現実を忘れて過ごす、逃避した者。

　これら四種類に分かれていく。

　そのお蔭で、〝雑踏区〟は正や負の感情が混ざり合い、妙な熱気に溢あふれていた。

「いつも以上に、ジャマです」

「馬鹿な真似をする人も、いつもより多いね～」

「ほんと。どう過ごすのも勝手だけど、僕らの邪魔はしないで欲しいよ」

　三人の足元には死体が十体ほどあった。

【中二迷宮】で獲ってきた魔物の肉を、孤児院に運うん搬ぱんしている途中で襲われたのだ。

「ぎゃははははー！」

　死体をまたいでいると、薬や酒で自分を失っている様子の人が、摑つかみかかってきた。

　さらに、底が抜けた壷つぼを掲げて、三人の後ろから忍び寄ってくる人もでる。

　テグスとハウリナで、どちらも足元に転がるモノの仲間にしてあげた。

「毎年、こんな感じです？」

「今年は兵隊がくるからか、例年の二倍ぐらい襲われているよ」

　話しながら、やってくる襲撃者を殺しつつ、三人は進む。

「で、孤児院の手前まで来たけど」

「手前の道が、人で塞がってしまっているの～」

「人、多すぎです」

　孤児院に隣りん接せつする探訪者ギルドの支部に、大勢が詰めかけていた。

　手に小さな赤い魔石を持っているので、【小三迷宮】を攻略した人たちなのだろう。

　彼らは人数任せに攻略したのか、一つの魔石に対して十人ほどが、一緒に印をもらおうとしているようだった。

　人が多くて通れなさそうなので、三人は裏うら路ろ地じを通って、孤児院の裏口から入る。

「あら、おかえりなさい。随ずい分ぶんと早かったわね」

　外が騒がしいのに、いつもと変わらない微笑みで、レアデールは迎えてくれた。

「ただいま、お母さん。魔物の肉を持ってきたよ」

「【中二迷宮】、十一層からガラガラで、獲り放題だったです」

「〝外殻部〟の野菜屋が、少し萎しなびたものを投げ売りしていて、買いしめてきたの～」

「あら、助かっちゃったわ」

　大量の肉と野菜が、どんどんと調理台の上に置かれていった。

「これで、孤児院の備そなえは万全ね。そろそろ、子供たちを出さないようにしないと」

「外にでてるです？　危なくないです？」

　子供が歩くには、いまの熱狂の渦うずのような〝雑踏区〟は危険だろう。

　テグスは心配するハウリナを安心させるように、頭に触れるように軽く手を乗せた。

「向こう見ずな子以外は、大人しく部屋にいるさ──お母さんの言いつけが怖いから」

　言い終わるや否いなや、テグスの耳を細い手指が摑んだ。

「言いたいことがあるなら、声を大きくして言わなきゃ駄目って、教えたでしょ？」

「ならなんで耳引っ張るの!?　聞こえてたってことでしょ、これ。痛だだだだっ！」

　レアデールの手指に力が入ると、万まん力りきで締めたような痛みが走る。

　少ししてから、ようやく指を離してもらえた。

「もう、痛ったいなぁ……それで、お母さんはどうするの？」

「どうするって、これから食材が腐らないように保存作業するわよ」

「そっちじゃなくて。ほら、職員の人が、兵隊が来るから手伝ってくれって」

「ああ、そのこと。断っちゃったわ」

　あっけらかんと言ったことに、テグスは少しの間だけ言葉が出なかった。

「……断っちゃったって。いいの、それ？」

「まったくもう。テグス、私は誰で何かしら？」

　変な質問をされたが、テグスは考えることなく口を開く。

「お母さんは、この孤児院のお母さんでしょ」

「そう。お母さんである私は、この孤児院を守ることがお仕事よ。だから、兵隊と表立って戦う役目は他の人に回しなさい、って言っておいたわ」

　それでいいのかと思ってしまう発言だが、レアデールの意見を変えられる人は、泣きだした赤ん坊だけだ。

「心配しなくても。この孤児院を襲いに来たら、なんであろうと八つ裂きよ」

「……それは、とても安心だね」

　テグスは、自分なら絶対に襲わない、と強く思った。

「そんな、私のことよりも。テグスたちは、どう人狩りたちと戦うか決めたの？」

「うん。人数が少ないし、移動しながら遊ゆう撃げきしようってね」

「いつもどーりに、戦うです」

「なるほどね。なら、無茶は駄目。危険だと感じたら、見捨てることも必要よ」

　テグスは当然だと、ティッカリもその通りだというように、首を縦に振る。

　だが、ハウリナは少し困ったような顔のままだった。

「ハウリナちゃん」

　レアデールは呼びかけると、伸ばした両手で頰ほおを左右から挟み、その目を見つめる。

「私はそこら辺にいる誰かより、ハウリナちゃんが大事よ。これは分かる？」

「……分かるです」

「なら。無茶して、捕まったり、死んだりして、私を悲しませたいの？」

「ち、違うです。ただ……」

「捕まった人を見たら、奴ど隷れいの気持ちが分かるから見過ごせないのよね」

　おずおずとうなずくのを見てから、レアデールは言葉を続ける。

「でも、相手次第では見捨てなさい。私に怒られるからごめんなさい、って逃げるの」

「そんなこと、きっとできないです」












「これはお願いじゃないの、言いつけなの。そうしろ、って言っているのよ」

　いつになく真剣な迫力に、ハウリナは息を呑のんでうなずく。

　すると、レアデールはにっこりと笑いかけて、頰から手を離した。

「約束よ。破ったら、酷ひどいお仕置きしてあげちゃうわ♪」

　話はお終いと、食料の保存作業に入っていった。

「……テグス。質問があるです。お母さんのお仕置き、怖いです？」

「あー、うん。酷いお仕置きを見たことがあるけど、体験したくないって思ったね」

「わううぅ……怒られるからごめんなさいです。怒られるからごめんなさいです」

　気持ちと折り合いをつけるためか、ハウリナは言いつけを、繰り返し唱えた。







　数日経ち、テグスたちは〝雑踏区〟の最外縁部に、足を運んでいた。

　この辺りは、孤児院がある付近より、さらにみすぼらしい街並みである。

　建物は掘っ立て小屋と穴の開いた天てん幕まくで、住人は飢うえて無気力な眼めの人ばかりだ。

　だが、テグスたちの目的はこの場所ではなく、さらに先にある。

　比較的頑がん丈じようそうな小屋の屋根に、テグスは跳び乗り、迷宮都市の外へ視線を向けた。

　成功への大通りの延長線上にある空き地に、天幕と作りかけの柵さく、そして人が見える。

「あそこに、人狩りたちと兵隊がいるようだね」

　隣に登ってきたハウリナが、鼻をひくつかせる。

「ふんふん、ご飯の用意、始めたです」

　見れば、天幕の付近で煙が上がっている。

　別の方角にも、煮に炊たきの煙が上がり始めた。

　どうやら、迷宮都市の周りの何ヶ所かに、集合場所を別に作ってあるようだ。

「二人とも～、危ないから下りるの～」

　地面の上で、ティッカリが心配そうな声を上げるので、二人は屋根から下りた。

「お待たせ。見た感じだと、人狩りが本格的に始まるのは、明日からみたいだ」

「いつ始まるか分かって、よかったの～」

「明日、人狩り、倒してやるです！」

「通年だと、短くて三日間、長くて六日間もあるし。気負い過ぎないようにね」

　来た道を引き返して少しすると、安やす食しよく堂どうから人の声が聞こえてきた。

「今年の相手は、奴隷商人が雇った人狩りだけじゃねーぞ！」

「噂じゃ、農業国──ザルメルカ王国の、エクスクリメント侯こう爵しやく様と配下の私兵だぜ」

「このゴミ溜めで死んだガキのために、腹いせに奴隷を集めるんだとよ！」

「「「ぎゃはははっ！　世間知らずでバカなクソッタレ貴族に！」」」

　酒盛りの音頭を聞いて、テグスは気がついたことを口に出す。

「兵隊を動かしているのは、僕らに少し因いん縁ねんがある相手のようだね」

「どういうこと～？」

　ティッカリが不ふ思し議ぎそうにしているので、テグスは説明をする。

「エクスクリメントって、僕らが殺した、ハウリナの『元飼い主』の家名なんだよ」

「……そんな昔のこと、忘れたです」

　そうは言っていても嫌な記憶はあるようで、ハウリナは獣耳と尻尾を直立させて、怒りを表している。

　テグスの説明とハウリナの仕草を見て、ティッカリも合点がいったようだ。

「だとすると～。テグスたちが原因で、兵隊が動いたってことなのかな～」

「聞こえた噂の限りではね。でも仮に、あの兄弟が生きていたとしても、死んだことにして兵隊を動かしたと思うよ。必要ない子だから、迷宮都市に向かわせたんだろうし」

「……世せ知ち辛がらい話なの～」

　孤児院に戻って、レアデールに見たことを伝えると、三人は明日に備えて早めに休むことにした。







　夜が明けてすぐの頃から、〝雑踏区〟の方々で戦いが始まった。

　最外縁部から順々に侵攻しているのか、かなり遠くから音がしている。

　孤児院を出たテグスたちは、戦いの音がする方向へ走っていく。

　一人でも多く人狩りを倒すため、移動を重視して、背負しよい子こは持ってきていない。

　走り続け、戦闘音の一つにたどり着いたが──

「あれ、もう終わっちゃいました？」

　戦闘は終わっていて、倒れた人たちの横に、頑がん俠きよう族ぞくや樹き人じん族ぞくや獣じゆう人じんが立っていた。

　すると、生き残っている彼らに向けて、ハウリナが無造作に手を上げる。

「前に会った人です。おじちゃん、久しぶりです」

「よお、狼おおかみの嬢じようちゃん。こんなところで会うなんて奇き遇ぐうだな」

　テグスもその口調と雰囲気で、【中二迷宮】の二十層で会った人たちだと分かった。

「そんで、坊主たちも人狩りを相手にするのか？」

　移動の準備をしながら聞かれたことに、テグスはうなずいた。

「はい。【大迷宮】に行く前の肩慣らしです」

「それもあるけど～。はい、ハウリナちゃん～」

「人狩り、ゆるさないです！」

　促うながされたハウリナが、意気込みを語った。

「なるほど。なら、忠ちゆう告こくだ。必要がねえなら死体は捨てて、次に行ったほうがいいぜ」

「早さ優先。一ひと所ところにかまけていると、それだけ他を取り逃すわ」

「わふっ、分かったです！」

「頑俠族なら、体を張って仲間を護まもるのが本分だぞ」

「ちゃんと分かっているの～」

「……なあ。狼の嬢ちゃんが元気なのはいいが、あまり突っ走らせるなよ」

「怖ーい人から釘を刺されてますから、無茶はしないと思いますよ」

　言葉を交わしていると、また遠くに戦う音が聞こえてきた。

　時間が経って起きてきた住民も多くなったのか、戦闘音は加速度的に増えていく。

「じゃあ、お互い頑張るとしようか」

「自分の身優先。危ない事はしないことよ」

「はい。では、またどこかで」

「おじちゃんたち、じゃあねです」

　別れの挨あい拶さつをした後で、それぞれ別方向へ走り出していった。







　住民や人狩りたちのもの関係なしに、街中に怒ど号ごうと悲鳴が木こ霊だましている。

　ある一角でも、装備で勝まさる人狩りと、人数で勝る住民たちの戦いが始まった。

「いまだ、襲えー！　金と装備を奪え！」

「去年連れ去られた、女によう房ぼうを返せー！」

「うろたえるな。貧弱な武器を持つ流る民みんどもを、逆に捕まえてやれ！」

「獲え物ものが向こうからくるたあ、奪とり放題だぜ！」

　人狩りは倒せば奴隷が手に入り、住民は殺せば質の良い武器と金品を奪える。

　そんな互いの欲を乗せ合った戦いは、今回は人狩りたちが制した。

「このヤロウ。さんざん手こずらせやがって！」

「おごぉ、げぶっ、げはっ……」

　額ひたいから血を流す人狩りの一人が、倒れた男の腹へ執しつ拗ように蹴りを放つ。

　他の人狩りも、倒した人たちを痛めつけながら、細縄で腕や足を縛っていく。

「分かっていると思うが。価値が一気に下がるから、足だけは折るなよ」

「死ぬ心配はしないんですかい？」

「馬鹿か。こいつら母国民じゃないんだ、死んだら次を探せばいいだけだろうが」

「こいつら持って帰ったら、次は女を探しましょうよ。そんで足を折るんです」

「はぁ？　何でそんなことすんだ。価値が下がるって、言ったばっかりだろ」

「なら、ちょっとナニを突っ込んで汚しても、もう下がらないんじゃないですか？」

「……ああー、なるほど。そうすれば、楽しみが増えるな。頭いいな、お前」

　完全に物として見ている態度に、倒れた住民の一人は悔しそうに唇を嚙かみしめる。

　その後、移送準備を終えた人狩りたちは、二人ずつ住民を抱えて移動し始めた。

　唯一手ぶらが許された先頭の手には、木炭で線を書いた粗そ末まつな板がある。

　どうやら、来た道を書き込んだ地図のようだ。

　しかし、少しすると、唐突に足を止めて、周囲と地図を見比べ始める。

「どうした、場所を見失ったのか？」

「おかしい、この道は続いていたはず……」

　地図にある道の場所に、小屋が建っていた。

　他の人狩りも、周囲の建物に見覚えがあるのか、不思議そうに近づいていく。

　そのとき、いきなり小屋の外壁が倒れてきた。

「なんだ、崩落か!?」

　人狩りたちは下がったが、壁が書かき割わりだと倒れる前に気がついたようだ。

「小屋は、見せかけだったのか」

　地図が間違っていた理由が分かって気を抜いたのか、彼らに安あん堵どの空気が広がる。

　そこに、倒れる書き割りの裏に隠れていた、テグスたちが襲いかかった。

「たあああああああ！」

「あおおおおおおん！」

「と～～～や～～～」

「なぁ──!?」

　人狩りは担いでいる人の重さで反応が遅れ、大した抵抗もできずに全員死亡した。

「スゴく、弱っちいです」

「不意打ちしたしね～。でも、【中迷宮】の魔物より弱いのは当たり前なの～」

「人狩りは、戦闘力よりも、運搬力が問われる仕事だからね」

　テグスたちは感想を言い合いながら、さらわれかけた人たちの縄を解いてやる。

「ほら、逃げるです」

「あ、ありがてえ。それで相談なんだが──」

「次に行くから、死体は好きにしていいよ」

　テグスは言い捨てると、次の人狩りを見つけに、ハウリナたちと一緒に去っていった。







　テグスたちが路地を走っていると、風景が刻々と変わっていくのが分かった。

　住民たちが、用意した書き割りや、分解した掘っ立て小屋で、道を塞いでいるのだ。

　かと思えば、積み上がったゴミや板を撤てつ去きよして、新たな道を作ってもいた。

　その光景を、ハウリナが不思議そうに見ているので、テグスが説明する。

「こうやって、風景と道を変えて、人狩りたちを迷わせているんだ」

「……街が、生きているみたいです」

　ハウリナが言うように、いまや〝雑踏区〟は蠢うごめく生き物のようだ。

　道を見失った人狩りを襲う住民は、さしずめ魔物に変わったというところだろうか。

「ま、待って～、二人とも～」

　どうにか追いすがっているティッカリを見て、走る速度が上がっていたと反省する。

「少し足を緩ゆるめよう」

「むぅ～。ティッカリ、がんばって走るです」

「二人みたいに、速くは走れないの～」

　速度を落として、三人で走っていると、少し先に人が見えた。

　格好がまちまちな人狩りが多い中、頭から足先まで黒一色で、儀ぎ礼れい用に見える短剣を腰に差す、一風変わった姿の四人組がいた。

　それぞれが一人ずつ縄で縛った人を持ち、書き割りや障害をものともしていない。

　手て馴なれた様子から、人狩りを長年行ってきた、熟じゆく練れん者しやたちだろうと予測できた。

「追っているのを、気づかれたようなの～」

　見ると、黒尽くめの四人のうち二人が、さらった住民を仲間に渡していた。

　手ぶらになった方が、何かしかけてくるつもりだと、テグスたちは手の武器を構える。

「ふッ──」

　短い呼気が聞こえた瞬間に、黒く艶消しがされた投剣が、何本も飛んできた。

　三人それぞれが武器で打ち落とすと、テグスは右手に持つ短剣を斜めに放り投げる。

「ほらッ──お返しだよッ！」

　黒尽くめ二人の視線が、空中の短剣を追うのを見てから、残る左の短剣を投げつけた。

　虚きよをつかれて、一人の黒い頭ず巾きんが破れる。

　目鼻立ちが平坦で印象の薄い顔をした、テグスと同年代に見える若い女性だ。

「くッ──」

　女性の人狩りは、悔しげな吐息と共に、頭巾の切れ端を繋つないで、顔を再び隠した。

　そして、折りたたみ式の短弓を背から出し、素早く矢を番つがえて放ってくる。

「顔を見られて頭にきたからって、すぐ殺そうとするのは、人狩り失格じゃない？」

　言いながら、テグスは先に放り投げた短剣に追いついて、摑み取る。

　そのまま眼前にきた矢を斬り飛ばすと、後ろを走るティッカリに目を向けた。

「このままじゃ追いつけないから、先に行くよ？」

「ど～ぞなの～～～」

　次に視線をハウリナと合わせると、一気に走る速さを上げる。

　ハウリナが先に、黒尽くめたちへ襲いかかった。

「人を返せです！」

　力強く振られた黒こく棍こんだったが、人狩りの一人が手で張った細縄で、防がれてしまった。

　ハウリナは追つい撃げきせずに、軽く横へ跳び、テグスが投げた短剣が入れ替わりに飛来する。

　相手をしていた人狩りは、少し上体を反らしてそれを避けた。

　箱はこ鞘さやから新たに短剣を抜いたテグスは、ハウリナと共に攻撃していく。

　そして黒尽くめ二人も儀礼用に見えた短剣を抜き、応戦してきた。

　何度かの攻防を続けていると、誰かがテグスたちの後ろに、走り寄る音がしてくる。

「やっと、追いついたの～」

　嬉しげなティッカリの声がして、テグスはしてやられたと、遅まきながら気がついた。

　視線を、人を運んでいる黒尽くめに向けてみると、かなり遠くを走っている。

　テグスが何を見ているか気がついたのか、女性だった黒尽くめが地面に何かを投げた。

「白い丸──煙玉!?」

　地面に落ちた玉が破裂し、白はく煙えんが噴き出した。

　煙で周囲が見えなくなる前に、テグスは近くの建物の屋根に急いで登る。

　黒尽くめたちを目で追うが、人を連れ去るほうの人物は、建物の陰で見えなくなった。

　そして、短剣を交えた二人は別々に逃げて、行き先が分からなくなる。

　その後、ハウリナも屋根に上がってきて、周囲を見回す。

「追いかけないです!?」

「相手をしたあの二人にやられたよ。こっちが分からないように、走る速度を遅くして、先行するほうを遠くに逃がしていたんだ。もう、追いかけても意味がないよ」

「でも、急げば──」

　言いい募つのろうとするのを、テグスは押し留めた。

「レアデールさんからの言いつけ、覚えているよね」

「うぅ……あきらめないと、お母さんに怒られるです……」

　うな垂れる頭を、よくできましたと、テグスは優しくなでてやる。

「けほけほ。どうなったか、あたしにも教えて欲しいの～」

　路地に取り残されたティッカリは、吸った煙で咳せきが止まらないようだ。

　二人は屋根から下りると背をなでて落ち着かせ、別の人狩りを探しにいく。

　程なくして、立て直しを図はかるためか、人狩りたちが引き上げていった。

　こうして、今年の人狩りの一日目が終了したのだった。







　翌日も早朝から、テグスたちは人狩りを倒して、捕らえられていた人を逃がし続けた。

「さっさと行くです。今度は捕まらないようにです」

「あ、ありがとよ。逃げさせてもらうよ」

　その間も、テグスは気になることがあって、屋根の上で陣営の動きを警戒していた。

「テグス、気にしすぎです」

「いやだって。昨日から人狩りの姿だけで、兵隊の姿がないからさ」

　懸け念ねんするとおりに、まだ〝雑踏区〟に兵隊を見たことがなかった。

「まだ二日目だから、温存しているんじゃないかな～」

「でも、警戒して悪いってことは──いや、むしろ良かったね」

　テグスの視界の先には、綺き麗れいな鎧よろい兜かぶとをして白い盾を持つ、他の人狩りとは格好が違う人物がいた。

　その人は、人狩りらしき六人組と多数の捕らえた住民を連れて、撤てつ退たい中ちゆうのようだ。

　テグスは屋根の上にハウリナを呼び寄せ、分かるよう指してみせる。

「でも、一人だけしかいないです」

　確かに、周囲に目を向けても、あれほど綺麗な装よそおいをした人は他に見当たらない。

「護衛についていって、街並みを記憶しているのかもね」

「とりあえず。捕まった人、助けにいくです」

　疑問は残るが、彼らの行き先を先回りするように、テグスたちは路地を移動する。

　やがて、集団の影が見え、襲いかかろうと体を屈めた。

　その瞬間、付近の屋根から誰かが跳びかかってくる。

「魔術の光!?」

　襲ってくる人の体が、薄く光っているのを見ながら、テグスは短剣を投げつける。

　だが、相手の構える円形の盾に弾かれてしまった。

　それでも、足を止める効果が少しあったようで、相手は攻撃せずに地面に下り立った。

「ほう。判断と思い切りは良い」

　着地し振り返ったのは、人狩りたちを護衛していたはずの、綺麗な鎧兜の人だった。

　感心する口ぶりの声は、頭から頰までを覆う金属製の兜で、くぐもって聞こえる。

　さらに、鎧に覆われて体の起き伏ふくが見えないので、男か女かも分からない。

　兜の内からの視線で、テグスたちの鎧や武器を観察してから、声をかけてくる。

「探訪者であるとお見受けする。何を思ってかは知らぬが、引いてはくれぬだろうか」

　てっきり、斬りかかる前まえ口こう上じようがくると思っていたので、テグスは拍ひよう子し抜ぬけした。

「僕らの理由が知りたいんでしたら。人狩りから、迷宮都市の住民を助けることです」

　喋りながら、鎧兜の相手の実力を推おし量はかる。

　三対一の状況なのに、優位性を信じて疑っていない態度から、相当な実力者だろう。

　その証拠に、相手は兜の顎あご先さきに人差し指を当てて、考える仕草をする余裕がある。

「ふむ。連れ去る者の中に、親しん類るい縁えん者じやがいるという話ではないのだな。ならば、幼き身を危険に晒さらすこともないであろう。大人しく立ち去るのが、賢い選択と考えるが」

　単なるこけおどしではなさそうな物言いに、テグスの脳のう裏りに撤退の文字がちらつく。

「テグス。もうそろそろ、追えなくなるです」

　ハウリナの忠告に、人狩りたちを目で追おうとするが、鎧を着た体で遮さえぎられてしまう。

「容易たやすく追わせるとお思いか？」

　鎧兜の人物は言いながら、テグスたちを通せんぼうするように、白い盾を構える。

　その盾を注視していると、いつの間にか、盾とは反対の手に剣が握られていた。

「どうやって剣を抜いたんだ……」

「変なことを。もちろん、腰に吊つった状態から引き抜いたまで」

　抜く手が見えないということは、それだけの技量を持っている証あかしだ。

「なんだかずいぶんな強きよう敵てきが、いきなり現れたもんだね」

「強敵と言ってくれるとは、嬉しい限り。騎き士しの末席に連なる者として、誇らしい」

「騎士だって!?」

　テグスが驚いたのも、無理はない話だ。なにせ──

「騎士って、海を割ったり、雲を斬ったりする、人です？」

「それはおとぎ話だよ。本来は、どんな魔物と戦っても、負けない人らしいよ」

「なんでそんな人が、迷宮都市にいるの～……」

　三人が話しているのを聞いていたのか、この騎士は軽く笑い声を上げる。

「ふふっ。そんな力は持ち合わせていないが、君らをあしらう程度なら軽いな」

　テグスたちでは相手にならないと言いたげに、剣を鞘に収めて頭の兜を取り外す。

　その下から現れたのは、二十代前半の女性らしさに、戦う者の精せい悍かんさが加わった顔。

　兜から零れ出てきた、後ろを三つ編みにした髪は、日の光を照り返す金色だった。

「私は叙じよ勲くん騎士ベックリア・メル・シェルケット。女だてらに、仲間内では『正義の盾』と呼ばれている。この度たびは、侯爵家への助じよ勢せい任にん務むにて、この地に参った次第」

『叙勲』という称しよう号ごうの意味は、テグスには分からなかったが、特別なものだろうという予想はつく。

「正義と冠かんむりがある騎士として、人狩りの手伝いなんて、思うところはないんですか？」

　予想外の相手に喋りかけながら、念のために、こっそり煙玉を準備する。

　しかし、隠し握る手に相手の目が向いていて、ばれてしまっているようだった。

「そうです。人を奴隷にするの、ダメなことです！」

　ハウリナの含みがない真っ直ぐな意見。

　すると、ベックリアと名乗った騎士は、ティッカリに顔を向けた。

「ふむふむ。そちらの頑俠族の娘も、同じ考えか？」

「人を連れ去るのが良いっていうのは、無理があるって思うかな～」

　三人の気持ちを聞いて、女騎士ベックリアはうなずくと、テグスの目を真っ直ぐに、そして真しん摯しに見つめる。

　見つめ合う形になって分かったが、意外と瞳は女性らしい大きく可愛らしい形だった。

「確かに。只ただ人びとを連れ去るのは、良くない行いであろうと同意しよう。だが、迷宮都市の外縁に住む者たちは、例外ではないかね？」

　唐突な問い返しに、テグスは言葉が出なかったが、ハウリナはすぐに反応を返した。

「家族とはなればなれは、いけないことです！」

「ならば、家族ごと連れればよいのか。否、本質はそこではないだろう」

　発言を断つように切って捨て、ベックリアは三人に視線を向ける。

「この地区にいる者どもは、他国から流れてきた流民と難民。これは知っているな」

「なんの関係が──」

「大ありだとも。確かに、迫はく害がいを受け、捨てられ、流れたものもいよう。だが、大半は税を払えぬから土地を去り、人に誇れぬ行いを犯して国から逃げた、罪つみ人びとどもよ」

　内心の怒りが言葉と共に出るのか、テグスには放たれる一言ごとに威い圧あつを感じた。

「その罪人に罪を悔くいる心があるのならば、まだ目を瞑つぶろう」

　顎をしゃくって、テグスたちを示す。

「この地は、神が造り給たもうた試練の場。君らと同じ探訪者となり、迷宮という神の試練に挑めば、罪の浄化は果たされよう。だが──」

　苛いら立だたしげに剣を振り下ろし、巻き上がった風が三人の髪を揺らす。

「試練に挑まず、外縁にて享きよう楽らくに耽ふけり、罪を重ねる者どもに、価値などあるものか！　むしろ、神々のお膝元を汚けがす不ふ埒らち者ものどもなど、奴隷に落とされて当然よ!!」

　建前ではなく、本気でそう思っているのだと、表情と発言に込められた力で分かる。

「考えは分かりました。でも、その一方的に過ぎる正義は、迷宮都市には合いませんよ。なにせ、他国の法による罪なんて、ここでは喧けん嘩かをする建前にもならないですしね」

　テグスの考え方とベックリアの価値観は、全く合わないことが分かった。

「相互理解が得られなかったついでに、勘かん違ちがいを正しておこう。正義と名を冠すのは、この盾に《大たい義ぎと断だん罪ざいの神ビシュマンティン》の加護があるため」

　誇らしげに掲げてみせた盾は、人の手では作れない、汚れ一つない真っ白さだ。

「なので、私こそが正義を体現している、などと言う気は毛頭ない。もっとも、この盾に見合うようにと自じ己こ研けん鑽さんは続けているがね」

　話し振りとその見た目から、白い盾には祝福が施されている──つまりは、神しん盾じゆんだ。

　テグスは、思わず鞘に入れている神剣、薄青い剣身の補ほ短たん練れん剣けんを意識する。

「あの盾。五ご則そく魔法の発動体にしてそうだな……」

　独り言の後で、口の中で小さく舌打ちをする。

　魔法を使う騎士という、おとぎ話に出てくる人物と対たい峙じしていると気がついたからだ。

「言われたこと、半分もわからないです。でも、人を奴隷にするの、反対です！」

　黙ってしまったテグスの代わりにか、ハウリナは大口を開けて言葉を吐き出した。

「君に関係のない、赤の他人であろうともか？」

「自分がやられてイヤなのは、人にやらないです！」

「それも真理であると理解しよう。頑俠族の子は、何か言うべきことがあるか」

「あなたの考えも分かるけど～。気分的に、二人を支持するの～」

　言い分を聞き終えたベックリアは、三人を順にもう一度だけ見回した。

「有意義な答とう弁べんであった。自分の考えを持つ気持ちのいい子らと、この地で二度と相あい見まみえぬことを願っている──これにて、時間稼ぎは終わりだ」

　ベックリアが軽く足を上げて、隣にあったあばら屋を蹴りつけた。

　蹴り足に魔力の光を見て、テグスはハウリナとティッカリの腕を摑んで退避する。

　軽く蹴られたはずのあばら家は、一瞬で全体にヒビが入り、崩れ落ちた。

「二人とも大丈夫!?」

「わう～……目に砂が入ったです」

「けほけほ。口がじゃりじゃりするの～」

　もうもうと立ち込める粉ふん塵じんの中、ちゃんと二人から返事がきた。

　少しして吹いてきた風で粉塵が薄まると、ベックリアの姿はなくなっていた。

「逃げられたです」

「見逃してもらえた、って感じだけどね」

　完全にしてやられて、テグスはベックリアを探す気にすらならなかった。
















　テグスたちは女騎士ベックリアと別れた後で、孤こ児じ院いんに隣接する探たん訪ぼう者しやギルドの支部に入ると、珍しく職員の人たちまで武装していた。

「おう、お前ら。怪我はしてなさそうだな」

　珍しい光景を見ていたテグスに、職員のテマレノが声をかけてきた。

　彼も傷があり使い込まれた革かわ鎧よろいをきて、柱のように太い戦せん槌ついを持っている。

「とうとう、馬鹿貴族の私兵までもが、動き出したようだな」

「その件で報告があるんだけど」

「なんだ改まって。私軍の兵隊の他に、魔法を使う騎士でも出たか？」

「あれ、知ってたんだ。ベックリアって名前の、白い盾の女騎士さんのこと」

　冗談口調の言葉に真面目に返すと、テマレノが固まった。

「……マジで騎士が出張って来たのか。しかも、正義の盾かよ」

　その反応を見るに、ベックリアは有名人のようだ。

「他の場所の迷宮で、神しん盾じゆんを手に入れた女騎士だ。聞き覚えぐらいはあるだろ？」

　テグスたちは顔を見合わせ、首を傾げた。

「迷宮の攻略に役立つ情報じゃないし、耳に入らなかったかもね」

「女の人の話より、お肉の話が好きです」

「ちょっと前まで、食うや食わざるやだったから～」

「もういい。お前らが、変わり者同士だって分かった」

　深呼吸をしてから、テマレノが難しい顔で頭を掻かく。

「騎士が出張ってきたんなら、お前らはどうする。〝外がい殻かく部ぶ〟へ逃げておくか？」

　どうしようかと、ハウリナとティッカリの顔を見る。

　ハウリナはまだまだ人狩りを倒し、人助けしたい、という目をしていた。

　ティッカリは、テグスが決めればいいとばかりに、微笑んでいる。

　元々、ハウリナの求めで始まったことなので、選せん択たく肢しは決まったようなものだ。

「でも、あの女騎士さんに会ったときのために、買い物にはいこうかな」

　発言した途端に、テグスに企たくらんだ表情が浮かび、テマレノが面白そうに見る。

「ほうほう。『いたずらっ子』に逆戻りか？」

「〝外殻部〟にある材料も使うから、逃走用じゃなくて戦闘用に仕様変更だね。それと、買い物の後で新しい五ご則そく魔法を覚えたいから、本の貸し出しを予約するよ」

「構わねえよ。人狩りが終わる──あと二日か三日後に、どうなったかは教えろよ」

　テマレノとの会話が終わり、レアデールに買い出しにいくことを伝えに孤児院へ。

　その後、すぐに〝外殻部〟に向かって歩き出す。

　ハウリナとティッカリは不思議そうな顔で、テグスの後ろについていった。







〝雑ざつ踏とう区く〟は人狩りでてんやわんやなのに、〝外殻部〟では別世界のように平穏な景色が広がっていた。

　だが、テグスたちはそんな光景に構わず、〝中ちゆう一いち区く〟のギルド支部へ向かう。

「あら、別の迷宮に行っていたんじゃなかったかしら？」

　顔見知りの職員であるルーディムに、テグスは近づいていく。

　そして、背負子から紙と羽ペンを取り出すと、文字を書きつけてから見せた。

「これに書いたものを、全部下さい。なければ、ある場所の情報が欲しいんです」

　ルーディムは目を通すと、急に呆れた様子になった。

「作るものから、相手は人狩りだろう、って分かるけど。いまさらじゃない？」

「人狩りや兵隊相手なら、今の装備で十分に勝てるか逃げられると思っていたんです。女騎士がやってくるなんて想定外だったんです」

「あら。女騎士が出張っているなんて、初耳だわ。ふーん、なるほどね。それにしても、この支部が材料集めの狙い目だなんて、よく知っていたわね」

「仮かり証しようのとき、〝中一区〟は錬れん金きん術じゆつが盛んだって聞いて。なら、素材も集まるかなと」

「いい勘かんしているわ。さてと、代金は預金から引き落としでいいかしら？」

　すぐさま、テグスは青せい銅どう証しようを手渡した。

「はい、お願いします」

「そうそう、紙にある品目にはないけど。女騎士が相手なら、いい物があるわよ？」

　少し話を聞き、陰いん気きな笑みを見て、提案された物の追加購入を決定する。

　二人の横では、ハウリナとティッカリが展開についていけず、はてな顔をしていた。







　三日目からは、兵隊が本格的に動き始めた。

　迷宮都市の外側から侵攻すると、人を見つけ次第、兵隊たちが捕らえる。

　そして、集団で建物や天てん幕まくに押し入り、作業のような手つきで住民を連行していく。

「きゃあああああああ！」

「おかあさん。やめろ、はなせよ！」

「手間をかけさせるな、さっさと歩け」

　兵隊が入った後で、人狩りたちが家中を探して、兵隊が発見し損ねた人々も回収する。

　さらに悪いことに、どちらの手にも、〝雑踏区〟の正確な地図が握られていた。

　道に迷わせることができなくなり、住民側がより追い込まれていく。

　そんな、刻々と動いていく主戦場に合わせて、テグスたちも移動する。

　三人が狙うのは、十数人で動く兵隊ではなく、そこから離れた少人数の人狩りたちだ。

「ひいいぃぃ、なんでオレだけを追ってんだよー！」

　移動した先で、やせた男を人狩り四人と護ご衛えい一人が追う場面に、出くわした。

　彼らを、テグスたちはこっそりと追う。

「道を間違えた！　ああ、くそくそ、逃げられねえ!!」

　左右を見て、どこにも逃げ道がないことに、やせた男は悪あく態たいを吐ついている。

「こんなところまで追わせやがって、こりゃあ一発二発は殴らねえとなぁ！」

　追い詰めた獲物に近づいていく人狩りの顔に、飛来した何かが当たった。

「──げふぁ。げほげほ、なんだ、息が、げほげほ」

　それを皮切りに、次々に何かが飛んできて、他の人狩りたちの頭にも当たる。

「なんだ、陶とう器きの破へ──目が、目がいてぇよ～～～！」

「喉のどが、げはっ、喉が焼ける、げほげほげほ」

　壊れた物から出た粉末を吸い込んだ人たちが、苦しげに咳をし始める。

　中には、息が吸えずに、倒れて痙けい攣れんしだした人もいた。

「うん。久々に作ってみたけど、効果は変わらないね」

　男たちに何かを投げたのは、物陰に隠れているテグスだった。

　手にあるのは、茶色い素焼きの破片を張り合わせた、歪いびつに丸い玉。

　これが何かというと──

「風に乗って、臭いがこっちにまでやってきたの～」

「鼻が、ピリピリ、むずむず、するです」

「乾燥させた《辛しん葉よう椒しよう草そう》の葉を、粉にしたものだからね。あまり吸っちゃ駄目だよ」

　テグス手製の、目潰し用の催さい涙るい玉だまである。

　見ての通り、目や喉に入れば、一発で戦闘不能に追い込める非道さが売りだ。

「くっ、お前たちがやったのか！」

　護衛は頭に兜かぶとをして効果が薄かったようで、見つかってしまった。

　鎧兜はベックリアが着ていたものと似ているが、盾と声で別人だと分かる。

「あの女騎士さんじゃないなら、これを食らえッ！」

「また粉の入った玉か。馬鹿の一つ覚え──」

　防具を信じて受けたのだろうが、それは悪手だった。

　なにせ、テグスが投げたのは同じ丸い形でも、煙玉だったのだから。

「ぶあっ、なんだ、視界が!?」

　兜に当たり破裂して、黒い煙が瞬またたく間に彼を包み込む。

　視界が利きかないことを見越して、小こ鞄かばんから糸を編んで作った投と網あみを投げつける。

「なんだ、体が縛られて……どこにいるんだ！」

　煙の中で見えないが、音から想像するに、混乱して暴れているらしい。

　少しして煙が晴れると、護衛は投網に絡まって動けなくなり、地面に倒れていた。

「無力化したし、さっさと殺しちゃおうか」

　咳き込み続けている人狩りのほうは、ハウリナとティッカリに任せ、テグスは動けない兵隊の近くにいく。

「ちょっと、聞きたいことがあるんですが」

「ふん。俺は単なる兵士だ。重要なことなど、何も知らされていない」

「あっそう。なら、時間かけられないし、あなたの持ち物に聞くよ」

　兜の隙すき間まから短剣を入れ、後ろ首を刺し貫ぬいてから、荷物を漁あさっていく。

「おおー、〝雑踏区〟の正確な地図だ。武器防具の他に、お金も多少持ってるや」

　今日は理由があって、ティッカリだけ背負子を持っている。

　折角だからと、死体から奪った武器と盾を回収することにした。

　背負子に積みがてら、元々載せてあった四つの麻袋の一つから、催涙玉を取り出す。

「昨日、夜通しで何か作っていたけど～。これ全部、その目潰し用なの～？」

「それ以外の種類や道具もあって、袋ごとに分けてあるよ」

　確かに、四つの袋には、それぞれ別の色で、大きな印がつけられていた。

「この玉を使ってたから。テグス、いたずらっ子です？」

　テマレノが言っていたことを思い出した様子で、ハウリナが尋ねてきた。

「仮証をもらった最初の頃に使ってたんだ。これじゃなくて、似た別の道具だけどね」

　思い出しかける懐かしい記憶を止めて、テグスは二人に顔を向ける。

「この催涙玉は、いっぱい作ったから。二人とも、どんどん使って」

　それぞれに、三つずつ配っていく。

「たぶん、使わないです。けど、もらっておくです」

「ありがとう～。機会があったら使わせてもらっちゃうの～」

「さて。兵士でも、あの女騎士さんみたいに、強くはないと分かったし。これからは、様子見なしで狩っていこうか」

「わふっ。狙って、撲ぼく殺さつです！」

「二人とも～。住民を助けるってことを、忘れちゃ駄目だよ～」

　三人並んでこの場を離れると一人残されたやせた男は、地面に座り込んだ。

「た、助かったのか？」

　しばらく呆ぼう然ぜんとした後で、死体からテグスたちが残した物を奪って、逃げていった。







　護衛の兵士は、一人だけなら、恐れる相手じゃない。

　そう分かり、テグスたちはより積極的に戦いを挑んでいった。

「ぎゃあああー、目が、目がほげほがほ」

「い、息が、げほげほがほ」

「目潰し。目は細めろ、息は大きく吸わず細かく吸──たわッ!?」

　何組もの人狩りと護衛の兵士を、催涙玉で無力化してから殺していった。

「兵士なのに、簡単すぎです」

「装備とかを考えれば、《造ぞう土ど擬ぎ人じん》ぐらい強いんだろうけど。怪我がすぐ治ったりしないから、戦いやすいんだろうね」

　死体から物を集めた後で、ティッカリが背負子から催涙玉を出し、テグスに手渡す。

「これ、迷宮で使わないの～？」

「効かない魔物もいるからね。それに、地道に力をつけたほうが早道だよ」

「経験からの、教えです？」

「半分はね。残りは、似たものを使ってた頃、レアデールさんにそう怒られたから」

「なるほどで──テグス、すぐそこです」

　ハウリナの警告の言葉に、話を途中で切り上げ、通路の陰に隠れて進む。

　見つけたのは、兵士だけの三人組だった。

　血がついた無ぶ骨こつな片手剣を握る彼らの前に、傷ついた全裸女性の死体が転がっている。

「ふ～、満足満足。やっぱり、兵士の報ほう酬しゆうには、物と女の略りやく奪だつがつきものだよな」

「兵隊が奴隷集めなんて、って思ったが。法がない土地なら、やりたい放題できるしな」

「おいおい。やりすぎは駄目だぜ。今回は、怖い騎士さまが同行しているしよ」

　下げ卑びた言葉に、テグスはもとより、ハウリナとティッカリも怒りに肩を震わせる。

　すると、止める間もなく、二人は兵士たちに殴りかかった。

「死ぬといいです！」

「ちょ～～っと、怒っちゃったの～～」

　二人の不意を打ちに、盾を構えて防御しようとするが──

「ぐぅ、くそ、攻撃が速すぎ──げはっ」

「ぐべぁ──ぐぞ、盾を壊されるなんて……」

　一人は、ハウリナの速さに対応できずに、黒棍の突きで喉を潰されて窒ちつ息そく死しする。

　もう一人は、ティッカリに盾ごと体を殴り飛ばされ、あばら屋に突っ込み失神した。

　そして最後の一人と、テグスは対たい峙じする。

　ティッカリが、失神した兵士に止めを刺す音を合図に、二人は同時に動いた。

「よくも、よくも仲間をやりやがったな！」

　叫びながら振られた片手剣を避け、その大口に歪な玉を一つ押し込む。

　続けて、顎あごの下から上へと拳こぶしで打って、口の中で玉を割ってやった。

「げばっ、なにをす──あぎぃ。あへ、星が、昼に星が見え、星が動いて、虫に？」

　たちまちに玉の中身の効果が表れ、兵士は膝ひざから崩れ落ちて地面に転がった。

　そして、割れた破片で口から血を流しながら、変な呟きを繰り返し始める。

「……なに使ったです？」

　引き気味のハウリナの質問に、催涙玉と見た目は同じの、別種の玉を取り出す。

「幻げん覚かく薬やくに使われる《浮ふ燐りん蝶ちよう》の燐りん粉ぷんを、こっちには入れてあるんだ。本来は、相手に吸わせて、判断力を鈍らせる程度なんだけど」

「ああ～。全部吸っちゃったから、大変なことになっちゃったんだ～」

「あれ、キラキラは、どこに。母さん明日の今日は、くそ、誰だ今夜の飯当番は──」

　意味不明なことを喋しやべる邪魔なモノを短剣で黙らせて、地図を見ながら次へ向かう。







　催涙玉と幻覚粉の玉を多用した戦いは、四日目も続けて、多くの戦果を上げた。

　そして、五日目になった。

　テグスたちへの対応なのか、人狩りの護衛が二人に増え、三人組の兵隊が多く現れる。

　しかし、テグスたちは構わず、人狩りと兵隊を見つけては襲いかかる。

　また戦闘が一つ終了したところで、ティッカリがテグスに疑問を投げかけた。

「そういえば、まだ使っていない袋があるけど～。何が入っているの～？」

　ティッカリの背負子に預けている袋の数は四つ。

　一つは催涙玉。一つは幻覚薬が入った玉。

　残る二つは、いままで使われていない。

「使っていないのは、あの女騎士さんへの用心だから。使わないに越したことは──」

「──テグス。すごい速さで、誰かこっちに来るです」

　ハウリナの言葉に、テグスは凄く嫌な予感がする。

　その勘が正しいと証明するように、近くの屋根から人が飛び下りてきた。

「『人物の名を言葉に乗せると、その人がやって来る』って言うけどさ」

　言った途端に来るのは早すぎると、テグスは理り不ふ尽じんを感じていた。

「報告にあった、迷惑な存在の容姿と使用武器を聞いて、君らだと確信していた」

　地面へ降り立ったのは、真っ白い盾が特徴の女騎士、ベックリアだった。

「再び会わないことを願っていたのに、自みずからお出まししてますけど？」

「言葉を違えるのは心苦しいが、上司からの命令は断れないのでな」

「あの、僕らその上司って人に会った記憶がないんですけど？」

「報告をご覧になったのか、面白そうな奴だ連れて来い、との仰せだ」

　喋りながら、テグスは準備した物が、この路地では使い辛いと見ていた。

「テグス。どうするです？」

「ここでは駄だ目めだね。まずは、成功への大通りまで、逃げないと」

　小声で話し合っていると、なぜかティッカリが前に出ようとしていた。

　テグスは慌てて止めて、どういうつもりかと目で問いかける。

「あたしは足が遅いし、逃げられる自信がないの～。だから──」

「悪いけど、ティッカリがいないと困るんだ。ハウリナ、身体強化の魔術を使って、引っ張って移動してあげて」

「わかったです」

「あうぅ～。お手数かけて、ごめんなさい～」

　背の高いティッカリの腰に、ハウリナは片手を回して摑つかむ。

「テグスは、なにするです？」

「あの女騎士さんから全員で逃げられるように、まずは殿しんがりを担当するよ」

　テグスはティッカリの背負子から、一つの袋を出し、つけてある紐ひもで肩掛けに抱えた。

　そして、二人を先に行けと身振りする。

「［身体よ、頑強であれカルノ・フオルト］！」

「ひきゃああああああ～～。はやい、はやいの～～～～!?」

　身体強化したハウリナが、ティッカリを引いて逃げていく。

　ベックリアは追わずに、テグスと向かい合ったままだ。

「相談事は終わりかな？」

「ええ、十分に」

　テグスは、抜いた短剣を左右の手に握る。

「ふむ。悪くはない」

　ベックリアも、白い盾を構えてみせる。

　そして、短剣と盾が合わさった音を合図に、二人の戦いが始まった。







　テグスは逃げながら、ベックリアと戦っていく。

　あまり速く走っていないのは、ティッカリを支えて逃げるハウリナに、追いついてしまわないようにだ。

　そのために、参考にしているのは、前に戦った黒尽くめの人狩りたちの戦法だった。

　飛び道具を含めた攻撃で注意を引き、走る速度を段々と遅くして、足止めをする。

　意外なことに、この作戦は成功していた。

　だが、ベックリアの余裕ある姿から、あえてつき合ってくれているようにも思える。

「なら、とことんつき合ってもらおうかなッ！」

　テグスは小鞄から出した、催涙玉と幻覚粉入りの玉を一つずつ投げつけた。

　だが、ベックリアは盾で打ち払い、巻き上がる粉は鎧兜で防ぎ、追ってくる。

「どうした。その程度かね？」

「いいえ。前にあなたに会えたお蔭で、色々と準備をしてきましたよ」

　テグスは両手の短剣を放った後で、小鞄から出した二つの煙玉を、逃げる先の地面に叩きつける。

　噴き上がった黒い煙に入り、体の前に紐でかけた袋から、投網を出すと後ろへ投げた。

　短剣と煙を盾で打ち払ったベックリアの頭上に、投網が広がり落ちてくる。

「ほほう、考えたものだ。だが、甘い」

　ベックリアが抜きざまに片手剣を一いつ閃せんすると、網は真っ二つになって地面に落ちた。

「なら、次はこれだ！」

　テグスは抱える袋から、布巻きの玉を二つ出すと片方を投げつけ、走る速さを上げる。

　べックリアは、投網と同じように剣で斬ろうとして、直前で止めて盾で受けた。

　破裂音がして、鏃やじりや鉄てつ礫つぶてなどが周囲に飛び散る。

「やるな。剣で斬っていれば危険であった。しかし、爆発物だと知れれば対処できる」

【中四迷宮】でタラングレノ戦で使った、発はつ破ぱ石いしを利用した爆発物だったが、白い盾には焦こげ跡あと一つない上に、爆発で飛んだ物も鎧で防がれていた。

「でも、本当に対応できるかな？」

　テグスが試すように、下手投げでもう一つ投げたものが、白い盾で防がれる。

　だが、破裂音と共に撒まき散ちらされたのは、大量の粉だった。

「くっ。催涙系の粉に、中身を、替えたものか」

　兜の隙間から入ったのを少し吸ったのか、声が苦しげに震えていた。

　追い討ちにと、テグスが袋からさらに道具を取り出そうとする。

　だが、ベックリアは急に走る速度を上げると、その袋を片手剣で斬り裂いた。

　テグスの用意した物が、ばらばらと地面に落ち、走っているので後ろへ流れていく。

「ちぇっ。落ちる前に取り出せたのは、コレだけか」

　テグスが持っているのは、また別の小さな袋に入ったなにか。

　ベックリアはそれを使わせる気はないのか、再び袋を斬り裂いた。

「しまった、中身は武器か!?」

　裂かれた袋から出てきたのは、一見すると茨いばらのついた鞭むちだった。

　だがそれは、糸を縒より合わせて細ほそ縄なわにし、網目に鉄てつ鏃ぞくを組み込んだ、手製の武器だ。

　しかも、全ての材料が、【中四迷宮】の罠からの流用品である。

「出す手間が省はぶけたので、ありがとうございましたッ！」

　テグスは鉄茨の細縄の持ち手を摑むと、本物の鞭のように振るった。

　ベックリアが盾で受けると、その縁ふちから縄が回り込み、持ち手を傷つけにくる。

　すると、打ち払うように腕を振るって、縄の先を弾き飛ばして防御してのけた。

「これは厄介な武器であるな。だが、武器の特性は、一度見れば摑めるぞ」

「それは、どうでしょうかね」

　テグスは鉄茨の細縄を上から下に振るいながら、反対の手で煙玉を投げた。

　空中で二つがぶつかり、黒い煙が噴き出て、周囲に充満する。

「［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］」

　鋭えい刃じんの魔術で鉄茨が薄く光る細縄が、煙の中にいるベックリアに振るわれる。

　だが、盾か鎧に防がれた音がした後で、何かが斬られた音が返ってきた。

　テグスが慌てて引き戻すと、鉄茨の細縄が半分斬り落とされている。

　そして、煙の中から、無傷の輝く鎧を見せつけるように、ベックリアが出てきた。

「少年。君は中々に、面白い戦い方をするのだな」

「喜んでもらえたようで、なによりですよッ！」

　役に立たなくなった鉄茨の細縄を投げつけ、短剣を抜いて構える。

　ベックリアは、片手剣で縄を切り払ってから、笑い声を上げた。

「ははっ。しかしいいのかね」

「何がですか？」

「直すぐ前に、お仲間がいるようだぞ？」

　進行方向に目を向けると、ハウリナとティッカリの背中が見えていた。

　テグスがつけ焼やき刃ばの戦法を失敗したのか。

　それとも、ベックリアが走る速度を巧みに操ってみせたのか。

　どちらにせよ、作戦負けしたことには変わらなかった。

「さて、では。こちらも攻撃を始めようか」

　宣言の後で、急所以外の場所に、ベックリアの片手剣が伸びてきた。

　それをテグスは短剣で弾き、より困難になった逃走は続く。







　テグスがハウリナたちと合流してからは、ベックリアの独どく擅だん場じようだ。

　三人の力を測るように、片手剣と盾で翻ほん弄ろうしてくる。

「やっぱり、置いていってくれていいの～」

「だから、ティッカリがいないと困るんだってば！」

「泣き言の前に、足動かすです！」

　ティッカリに泣きが入るが、三人で協力しながら逃げる。

　出くわした住民たちが、泡を食って逃げる中を進み、路上のゴミを後ろに投げつけた。

「投げられる武器は、品切れかね？」

　手詰まりだと見たのか、ベックリアの走る速さがさらに上がった。

　追いついてきたところを、テグスが震しん撃げきの魔術を込めた手てつ甲こうで殴りつける。

「［衝撃よ打ち砕けフラーポ・フラカシタ］！」

「その程度、この盾の前では無力！」

　実際に、盾にはへこみ一つつかず、代わりに殴った手が痛くなった。

　焦りながら進行方向に目をやれば、成功への大通りが見えてくる。

「目的地だ！」

　テグスが大声で叫ぶと、警戒からか、ベックリアが足を緩ゆるめる。

　その間に、三人は大通りの上に逃げ切った。

「ティッカリ、重すぎです。あの騎士、速すぎです」

「前に重たいは禁句、って言ってくれたのに～」

「仕方ないよ。抱えて逃げるには、本当に重かったし」

　ティッカリを手放して、ベックリアに振り向く。

「……ここが目的地とのことだが、単なる石いし畳だたみの道ではないか」

　その言葉通り、この大通りは迷宮都市の物流の要かなめなので、全て石で舗ほ装そうがしてあった。

「まあ良い。もう追いかけっこも、腕うで比くらべも終わりだ。大人しく捕まるといい」

　言いながら、目潰しの粉がついた盾や兜を軽く払い、身だしなみを整え始めた。

　余裕な仕草でも、相応しい実力があると知ったので、テグスは腹立たしく感じない。

「目的地はここって言いましたよね。だから、ここからが反撃ですよ！」

　テグスは小鞄から再び歪な形の玉を取り出し、ベックリアへ投げつける。

「今まで見せてもらったが、どれも気にするほどの物では──？」

　盾で受けてから、今までのものと違っていると、気がついたようだ。

「粘ねん性せいのある液体……油!?」

　盾から滴したたる液体に、驚いたような声を上げる。

　構わずに、テグスは斑はん紋もん鉈なた剣けんを抜いて斬りこんだ。

　防いだ白い盾から出た小さな火花で、ついていた油が盛大に燃え始める。

「［盾よ打撃せよシルド・ペルクテイア］！」

　ベックリアが叫ぶように魔術の呪文を唱えると、盾の前方へと火が弾け飛んだ。

　燃える油が飛んできて、テグスは泡を食って横に跳んで逃げる。

　その火は、大通りの石畳に落ちても小さく燃え続け、少し経ってから消えた。

「目潰しと見せかけての火ひ攻ぜめとは、対応の難しい策を講じるものと感心する」

「的確に仕返しをしてきたのにですか？」

「本気で、多少は焦ったぞ」

　次の策はなんだと、これ見よがしで大げさに片手剣を向けてきた。

「ハウリナは少し時間を稼かせいで。ティッカリはちょっと耳を貸して」

「わかったです。［身体よ、頑強であれカルノ・フオルト］」

「直接戦闘は、こちらが有利な行こう為いだぞ？」

「あおおおおおおおおおん！」

　身体強化の魔術を使い、目にも留まらぬ速さで移動しながら、黒棍が振るわれる。

　ベックリアは平然と盾と剣を構え、的確に打撃に対処をしていく。

　その間に、テグスはティッカリに耳打ちする。

「背負子に預けた、まだ使ってなかったこの袋。中身の使い方は──」

　使い方を説明しながら、一つ取り出して手渡す。

「ふ～ん～。なるほど、任せてほしいの～」

「じゃあ、お願いね。［身体よ頑強であれカルノ・フオルト］」

　ハウリナが打ちかかるのに合わせ、テグスも遅ればせながら参戦する。

　二人による、目まぐるしい交互攻撃。

　だが、斑紋鉈剣も黒棍も、白い盾に阻はばまれ続けられてしまう。

　しかも、ベックリアは余裕そうに、その場から動いていない。

　さらには、攻撃の切れ目に割り込み、鋭い突きを二人へ放ってくる。

　そのとき、ティッカリから声があがる。

「いくから、気をつけるの～」

「分かった、やって！」

　テグスはハウリナと目を合わせてから、横へと跳ぶ。

　ハウリナも一瞬だけ遅れたが、反対側へ跳んだ。

　すると、避けた二人の間を通って、歪な陶とう器き製せいの玉が飛んできた。

　しかし、暴ぼう投とうだったのか、ベックリアの足元、石で舗装された道に当たっただけ。

　足元に広がる、少しとろみのある液体を見たベックリアは、鼻で笑ってきた。

「ふふん、また性しよう懲こりもなく油か。なるほど、狭い場所では周囲の建物に燃え移る可能性があるため、ここにおびき寄せたわけか。だが種が割れれば、いかほどのものか！」

　再度、テグスとハウリナは、動き回りながら交互攻撃を続けた。

　だが、二人の動きを把は握あくしきったのか、盾で受けた後の攻撃に苛か烈れつさが加わりだす。

　援えん護ごするように、ティッカリが歪な玉を投げるが、再び路上に当たり液体が広がる。

　そんな攻防を、何度も繰り返し行っていった。

「速さを生かした攻撃。合間に豪ごう速そつ球きゆう。三人の特性を生かした攻撃であると言えよう。惜おしむべきは、投げる者が器用ではなきことか」

　その言葉どおり、ティッカリが投げる玉はベックリアに当たらず、大半はその足元に落ちて割れているだけだった。

「将来有望な少年少女で気が咎めるが、怪我をしても悪く思わないで欲しい」

　テグスたちの攻撃方法は分かったとばかりに、ベックリアは一転して攻勢に移る。

　盾でテグスの斑紋鉈剣をかち上げ、片手剣で腕を狙ってきた。

「くぅッ！」

　右手を柄つかから離し、手甲で切っ先を滑らせて、どうにか回避する。

　剣が良いのかそれとも腕前か、手甲に一筋の傷が刻まれていた。

　テグスを助けようと動いたハウリナへ、高速の刺し突とつが何度も放たれた。

「くっ、ひゃ。あぶない、です！」

　黒棍で打ち払い、足元への攻撃は脛当てで防御する。

　一方的な戦況に豪速球が割り込み、今回はベックリアへ直撃する軌き道どうで飛んできた。

「［盾よ阻めシルド・ネイパシオ］」

　ベックリアは慌てずに、盾を構えると、余裕な口調で呪文を唱える。

　すると、盾の前面に透明な板が張られたかのように、玉が少し離れた場所で砕けた。

　広がる液体も、当たった場所でとどまり、浮いたように広がっている。

「これで敵かなわぬともう分かったであろう。大人しく捕まるのであれば、手ひどく扱ったりはせぬと、この盾に誓って約束しよう」

　魔術の効果が切れたのか、掲かかげた盾から、浮いていた液体が石畳へ落ちた。

「身の安全は、嬉しい申し出です。けれど、まだ手を出しつくしてはないですよ」

　テグスは後ろ腰から補短練剣を抜き、切っ先をベックリアへ向けた。

　薄青い剣身の美しさから、神の祝福を受けた剣──神しん剣けんであると看かん破ぱしたのだろう、ベックリアから口から感かん嘆たんの声が漏れる。

「ほう。炎の五則魔法で、私の足元に撒いた油に火をつけ、火の海にしようという腹か。だが、こちらにも五則魔法の発動体があると、忘れてはいないかね」

　テグスに無む駄だだと知らしめるように、神盾である白い盾を掲げ見せてきた。

「……なら、どっちの五則魔法が上か、試してみますか？」

　二人の対決の邪魔にならないように、ティッカリはハウリナを摑んで下がっていく。

　そして、手に余った玉を捨てるように、テグスたちの間へゆっくりと投げた。

　その玉が石畳に落ちて砕け散った瞬間、二人は一斉に五則魔法の詠えい唱しようを始める。

「［我が魔力を呼び水にヴエルス・ミア・エン・サブアクヴオ、溢れ出すのは振り撒く水ミ・エルテイリ・デイスバーシオ・アクオ］！」

「［我が魔力を呼び水にヴエルス・ミア・エン・サブアクヴオ、氾濫するは鉄砲水ミ・インウンドス・トウレント・アクオ］!?」

　呪文の出だしが一緒だったことに、ベックリアが驚いたように声が震える。

　そして、補短練剣から出たのは、白い盾と同じく、炎ではなく水だった。

　使用した五則魔法の差か、テグスが押し負けて後ろへ押し流される。

「ぐはっ……やっぱり、僕のよりも威い力りよくのある『水』の五則魔法を使ってきたね」

「……一体何がしたかったのだ？」

　勢いよく水に押し流されたテグスに、不可解そうにベックリアが首を傾げた。

　しかし、すぐに考える素振りをやめて、テグスたちへ近づこうとする。

　その瞬間、濡れた石畳で滑ったように、ベックリアの踏み出した足が横滑りした。

「なッ、うわわ、キャッ!?」

　転倒しないよう踏ん張った逆足も横滑りし、そのまま股また裂さきのように大股開きになった後で、堪こらえ切きれずに可愛らしい悲鳴をあげて転んだ。

「な、なんだ。下が石で舗装されているとはいえ、水に濡れた程度で滑るはずが」

　手を地面について体を起こそうとして、手すらも横滑りして、再び転ぶ。

　滑り続けるベックリアへ、テグスの口から笑い声が上がった。

「あはははっ。《滴てき油ゆ鼠ねずみ》の油を撒いたなんて、誰が言いましたか。ティッカリに投げさせていたのは、全くの別物ですよ」

　指摘を受けて、ベックリアは石畳の道に広がる水を手ですくい上げる。

　掌てのひらの液体と濡れた地面の間に、滑なめらかな粘性を持つ液体の糸がかかった。

「こ、これは、まさか、迷宮都市の魔物から得た粘液か!?」

「その通り。《擬ぎ蛇じや触しよく手しゆ》と《滑ぬめり山さん椒しよう魚うお》の粘液を凝縮したものを、詰めてたんです。ああ、危なくはないですよ。むしろ、粘液を塗った肌はツルツルになるんだそうです」

　思い通りにいったことが嬉しいのか、いたずらっ子全開な笑顔で補足説明をする。

　一方で、ベックリアからは、歯は軋ぎしりの音が聞こえてきた。

「こんなものは、流してしまえばよい。［我が魔力を呼び水にヴエルス・ミア・エン・サブアクヴオ、氾濫するは鉄砲水ミ・インウンドス・トウレント・アクオ］」

　白色の盾を石畳に当てて呪文を唱えると、勢いよく水が周りに撒かれていく。

　盾からの水が止まると、粘液を流したと判断したのか、ベックリアが立ち上がった。

「──ひやぁー!?」

　そして、足を振り上げるようにして、見事なまでに転び、後頭部を石畳に強打した。

「くうぅぅ……な、何故だ。ちゃんと水で押し流したはずなのにぃ……」

　後頭部を押さえて悶もん絶ぜつしているからか、口調が大人しめなものに変わっている。

　醜しゆう態たいをさらし続けるベックリアに、テグスは粘液のない場所から声をかけた。

「言い忘れてましたけど、凝縮した粘液は、水を多量に蓄たくわえることができるそうです。多少水を加えたところで、薄まった大量の粘液を作るだけだと、教えられました」

「先ほどの魔法は、人を押し流す強さと量の水を呼ぶのだ。足りないはずなかろう！」

「全部で何個の玉を、地面に投げつけさせたか覚えてますか？」

　攻防の間に投げられた玉の数は、両手足の指の数を確実に超えていた。

　一個一個に入っていたのは少量でも、それだけの数が集まれば、かなりの量だ。

　一個分でどれだけの水で流せるかを知らなくても、相当量が必要であると分かる。

「くぅっ。死に体であるとは把握した。だが、君らもこれではこっちに近づけまい」

　粘液に踏み入ったら転んでしまうならば、確かにテグスたちも近寄れない。

「ここから、更なる一手があるというのなら見せてみるがいい！」

　吠えるベックリアに、テグスはしばし静止し、首を傾げた。

「……いま状況を再確認したんですけど、両方とも詰んでますね、これ」

　あっけらかんとテグスが言ったことに、ベックリアは滑って額を石畳に打ちつけた。

　兜が頭からはずれ、粘液の上に転がる。

「おいぃ！　この状況で引き分けでは、こちらが辱はずかしめられ損ではないか！　せめて、こちらに負けを認めさせる一手を用意してはいないのか！」












「だって。盾と鎧があるから、遠距離からの攻撃は効かないでしょ。僕より五則魔法に詳くわしそうだから、防ぐ方法を知ってそうだし」

　だから手詰まりですと肩をすくめると、ベックリアは肩を震わせる。

　どうしたのかと見ていると、再び盾から水が噴出して、粘液を薄めていく。

「ふ、ふふふ。そこで待っていろ。闘いを汚した罪で、手打ちにしてくれる」

「いや、事前に考えた作戦だと、これで決着つけられるはずだったんです」

「……あははは。この私に勝つつもりだったとは──絶対に見逃さぬ！」

　なにが原因かは知らないが、怒いかり心しん頭とうの様子だ。

　死なずに戦いを終わらせる状況は作れたので、生きて帰るという探訪者の理ことわりに則のつとれば、テグスにはこれ以上やる意味が見当たらない。

「でも、追ってこられると迷惑なので、粘液を足しておきますね」

「わっ、こら、止めないか！」

　袋の中から、粘液が入った玉を全て出して、次々に投げる。

　滑って転がるベックリアにほぼ全部に当たり、投げ終わった頃には、頭から足先まで粘液塗れの状態になっていた。

「ふ、ふふふふふ。女性を粘液塗れにする所しよ業ぎよう──絶対に許さない！」

　むきーと、今までの騎士的な振る舞いをかなぐり捨てて、盾から水を出し始めた。

「それじゃ、頑張って脱出してくださいね。ハウリナ、ティッカリ、行こう」

「生きて帰れば、それで勝ちです」

「後で狙われそうで怖い気がするけど、ここは逃げるのが最善なの～」

　明日の心配をするより、今日を生き残ることが大事だと、テグスたちは逃げ出した。

「少年、これほどまでにコケにしたのだから、覚えていなさい！」

「じゃあ、頑張って忘れます！」

「この、待ちなさい。ああもう、粘液が邪魔っ！」

　くわばらくわばらと、遠回りをしてから、孤児院に無事に帰った。







　ハウリナとティッカリから、今日あったことを聞いた途端、レアデールは美しいまなじりを釣つり上げた。

「テグス。悪戯いたずらするのにも、限度があるって、何い時つも言ってあったでしょ！」

　食堂の椅い子すにテグスを座らせて、くどくどと説教を始める。

「敵わないって思った相手には、立ち向かわないで逃げる。戦うからには、手を尽くしてでも止とどめを刺す。そう教えたの忘れちゃった？」

「はい、覚えてます」

「なら、どうして後一歩まで追い込んでおいて、殺せてないのかしら。手に余る相手と戦ったからよね。どうしてそんな強敵と戦ったの。調子づいていたんじゃないの？」

「その通りです。ごめんなさい」

　謝りながら、なんでベックリアに粘液で止めを刺せると考えていたのか、思いだした。

「相手が女騎士って話したら、陰気な笑顔で勧すすめてきたのが粘液だったんだっけ……」

　何が狙いだったかは、いまでも分からないが、ルーディムに今回の話をすれば、陰気な笑みで満足そうにするだろうと思った。

「テーグースー。聞いているの！」

「ごめんなさい。聞きます聞きますから、耳を引っ張らないでー」

　延々と説教を受けるテグスに、ハウリナとティッカリは気の毒そうな顔をする。

　でも、巻き込まれるのは勘かん弁べんだと、孤児たちの世話をしようと逃げていった。

　二人の背中を見送ってから、レアデールはテグスの耳から手を放した。

「テグス。私がなんで怒ったか、理由を言ってみなさい。間違えたら罰を与えるわ」

　唐突な問いかけに、痛む耳を押さえながら考える。

「えっと、僕が女騎士と戦ったことと、あと一歩で殺せなかったからでしょ？」

「それもあるわ。でも、不十分だから、不正解」

「ええー！　さっき、そう理由を言って──はい、ごめんなさい。なんでもないです」

　笑顔で睨まれて、テグスは目を逸そらしてしまう。

「まったくもう。小さな頃から、一人で迷宮に行かせた弊へい害がいかしら……」

　軽く頰に手を当てて困った様子になりながら、レアデールは言葉を続ける。

「一人だけなら、さっきの答えで正解よ。でも、テグスにはもう仲間がいるわよね」

　そこで言葉を切ると、テグスの額に指を突きつけた。

「仲間と自分の力を見極め、全員が生き残れるように考えるのが、テグスの指導役としての役割でしょ。なのに、使う場所が限定された危ない作戦なんて、駄目じゃない」

「それは……確かにそうだったかもしれないけど……」

　ここまで叱しかられるとは思ってなかったので、テグスは落ち込んでしまう。

　そこで、レアデールは慰なぐさめるように、ぎゅっと抱きしめた。

「でも生きて帰ってきたし、ギリギリ及きゆう第だい点てんよ。本格的に【大迷宮】に挑む際に、いま教えたことを生かしなさいね」

　ぽんぽんと背中を叩いてから離れると、にっこりと笑いかけてきた。

「というわけで、不正解だった罰を楽しみにしてなさいね」

「え、そんな!?」

「あと、これは罰じゃないけど。人狩りが帰るまで、孤児院から外出禁止よ」

　突きつけられた一方的な宣告に、テグスはうなずくしか術すべはなかった。























　人狩りは六日間〝雑ざつ踏とう区く〟で暴れ回り、その翌日に引き上げていった。

　テグスは孤こ児じ院いんから出る許可をもらうと、最終的な被害をギルド支部に聞きにいく。

「全体で千人近く連れてかれたって話だな。殺害含めりゃ、二千以上だな」

　対応してくれたテマレノの言葉に、ついて来たハウリナが肩を落とした。

「むぅ。助けられなかった人、多いです……」

「〝雑踏区〟は広いんだし、仕方ないかな～」

　ティッカリが慰なぐさめていると、旅装姿の女性が入ってきた。

　精せい悍かんさがある顔つきと、後ろを三つ編みにした金髪に、白い円形の盾が目を引く。

　その女性は中を見回すと、こっそり逃げようとしているテグスに視線を固定した。

「い、いたー！　ようやく見つけたぞ、少年！」

　大声と共に走り寄って肩を摑つかんできたので、テグスは腹を決めて笑いかける。

「叙じよ勲くん騎き士しで正義の盾のベックリアさん。今日は、鎧をきていないんですね」

「ふん。非番なのでな！」

　ベックリアという名前と、美しい見た目に、居合わせた全員が注目する。

　探たん訪ぼう者しやたちは、女騎士だと知っている人と知らない人に分かれて、噂話を始めた。

　ほとんどが経歴に関することで、人狩りの味方をしていたと知る人がいないようだ。

　一方で、知っているはずの職員でも、否定的な目を向ける人は少ない。

　強者が優先される迷宮都市に住んでいるからか、むしろ憧あこがれの人を目にした反応だ。

　だがテグスは、敵かなわない敵対者が前にいるのに有効な武器がないと、冷や汗を流す。

「そう硬くなるな。任務ついでに、少し恨みを言わせて欲しいだけだ」

　変な申し出に、周りの人の注目が、きょとんとするテグスに移る。

「う、恨み言ですか？」

　殺しにきたわけではなさそうだと警戒を少し解くが、あのことを怒ってはいるようだ。

「粘ねん液えき塗れの姿で上官へ報告に向かったとき、どれほど恥はじをかいたかを知ってもらう」

　言うぞとベックリアが口を開いたとき、レアデールがひょっこりと支部に顔を出した。

　そして二人に近づき、手でテグスの頭を押して、思いっきり下げさせる。

「この子がしでかしたことは聞き及んでいます。大変なご迷惑をおかけしたようで」

「え、あっ、少年のご母ぼ堂どう殿どので？」

　ベックリアはテグスから手を離すと、母ぼ子しで種族が違うことに混乱していた。

「この子ったら、女性を『粘液塗れ』にするなんて。ご不快でしたでしょう」

　レアデールの大きな声を聞いて、周囲から好奇の視線が飛んでくる。

「ぐっ──あまり男性のいる場で、粘液の部分を強調して欲しくはないのだが……」

「あら、ご免めんなさい。でも、粘液塗れでお肌がつるつるに──あら、本当につるつるのもちもちになっているわ。同じ粘液を、テグスに持ってきてもらおうかしら」

「確かに、手入れをする暇がなく諦めていた肌が、このようになったことは良かった」

　嬉うれしそうに肌を見ているが、レアデールに話を誘導されたと、気がついてないようだ。

　そこで、テグスはおずおずと、ベックリアに別の話題を振ってみることにした。

「あの～、たしか用事とやらがあるんじゃないんですか？」

「そうであった。私が殺さぬように手加減していたとはいえ、逃げきった有望な少年を勧かん誘ゆうして来いと、上司から仰せつかったのだ。だがその前に、少年、齢よわいは幾つか？」

「えっと。十三ですけど」

「そうか！　兵士隊には一年、予備騎士には三年、齢が足らぬな。いやあ、残念残念」

　嬉しそうに笑うベックリアは、残念そうには欠片かけらも見えなかった。

　そのままレアデールとしばらく歓かん談だんしたベックリアは、テグスに恨み言を語る目的も忘れて、満足そうな足取りで支部から去っていった。




　しばらくすると、ようやく殺さつ伐ばつとして平穏な日常が〝雑踏区〟に戻った。

　数が減った住民は、捨て子や犯罪者たちの流入と、秋頃に税を払えず逃げてやってくる農民で、遠からず元に戻るだろう。

　それでも、顔見知りが消えた物寂しさが、街中に色濃く残っている。

「というわけで、テグスたちが【大だい迷めい宮きゆう】にいく条件を満たした、お祝いをするわ！」

　そんな状況なのに祝い事なんてと呆れるテグスの顔を、レアデールが笑顔で覗のぞき込む。

「なになに。いますぐに、あの問題が不正解だった罰が欲しいって思っているのね」

「いやー。お祝い会って、いいよね！」

　漫まん才ざいのような受け答えの後で、レアデールが孤児院の食堂に料理を並べていく。

　そこに使われている食材は、人狩りが来る前に、テグスたちが集めた物ではなかった。

「これ、ほとんどが【小迷宮】とか、〝雑踏区〟で手に入る──もしかして!?」

　テグスが驚いて見回すと、得意げな顔の孤児が何人かいた。

「そうよ。この子たちが、仮かり証しようを握って迷宮でとったり、稼かせいだお金で買った物よ」

「お祝いなら、オレたちで手に入れたものをあげたいし」

「テグス兄にぃが、たびたび孤児院にお金くれているって聞いたから、そのお礼もね」

「そして、お祝いは料理だけじゃないのよ」

　小さい子たちが渡すのは、穴を開けたただの小石を糸で繋いだ、三つの首飾りだ。

　ティッカリの分もあり、準備がいいと不ふ思し議ぎに思うと、孤児の一人が耳打ちしてきた。

「テグス兄ぃの印がすぐそろいそうだって聞いて、みんなで用意して待ってたんだ」

　どうやって知ったとの疑問は、レアデールが得意げに胸を張っていることで理解した。

　それよりも、言うべきことは他にある。

「みんな、こんなお祝いを用意してくれて、ありがとう」

「わふっ。みんな、ありがとうです。良い子たちです！」

「あわわ～。本当に、あたしも一緒にお祝いしてもらっていいのかな～」

　そこからは、全員で食べたり騒いだりして、楽しく過ごした。

　特に、力持ちのティッカリは孤児たちに人気で、腕にぶら下がったり、持ち上げてもらったり、肩車をして高い視線に驚いたりしている。

　時間が経ち、片づけが終わる頃には、子供たちは遊び疲れ、ベッドで夢の中だ。

　もらった三つの石の首飾りは、テグスが預かって、背負しよい子この隠し箱に大事に仕舞う。

　すると、いよいよ【大迷宮】だという気持ちが、不意に高まってきた。

　レアデールに言われた、仲間を理解して一緒に生き残るという教えを心に留とめながら、並んで眠っているハウリナとティッカリに目を向ける。

　幸せそうな二人の寝顔を見て、その教えは絶対に破らないと固く誓ったのだった。









　あとがき






　皆さま、初めまして。もしくは、お久しぶりです。そして、本書を手に取っていただき、ありがとうございます。

　一巻が好評だったようで、こうして二巻目をお届けすることができました。それもこれも、読者の皆様がたのお力です。ありがとうございます。

　あとがきが一ページだけなので、早速二巻の内容はどんなものか、お伝えしますね。

　本書は、テグスとハウリナ、新キャラのティッカリが、迷めい宮きゆう都と市しの〝外がい殻かく部ぶ〟にある四つの【中ちゆう迷めい宮きゆう】に挑み、そして『人狩り』というある種の災害に挑むお話です。

　そんな物語を『小説家になろう』様の連載版より、大幅に加筆修正、新シーンを多数加えてお送りいたします。なので、購入してください、お願いします。

　では、ここで謝しや辞じを。担当の宿しゆく谷たに舞ま衣い子こ様。いつもお手数おかけしております。

　イラスト担当の閏うるう月げつ戈か様。想像以上のイラストの数々、感謝のしようもありません。

　最後に、買っていただいた方々へ、本当にありがとうございました。

　では、またお会いできたらいいなと思っています。中ちゆう文も字じでした。
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